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序文

終わりの日の神の働きを証しする全能神教会制作の映画の継続的な上映は、神の選民の間に大反響を引き起こし、様々な宗教・宗派を揺るがしました。現在これらの映画を見て、全能神の働きと言葉を求め考察している人々がたくさんいます。人類は神の言葉を通して、すでに目覚めつつあります― 神の言葉は全人類を導き、すべてのことを成し遂げるでしょう。そして、それは実現する過程にあります。これは、映画を通して神と神の働きを証しをすることが成功し実を結んだ十分な証拠です。神の選民がより早く真理を理解し、現実の中へ入り、神を崇め、神を証しし、神の出現を切望するすべての人々が真の道をよりよく考察できるように、全能神教会の編集チームは、真理に関する鍵となる質問と解答をこれらの映画からまとめて、「神の国の福音に関する典型的な質問と解答」と題した本を編集しました。この本に抜粋されているこれらの典型的な解答はみな、神の選民が持つ真理の経験と理解が元になっています。それらは聖霊の啓きと照らしから生じたものであり、完全に真理と一致するものであると言えます。この本は、真の道を模索し考察する人々が抱える問題や観念を解決できるだけでなく、神の選民が真理を備え、神の働きを証しするための素晴らしい参考資料でもあります。これらの典型的な解答は、人々が真理を追求し理解するのに大いに役立ちますが、もちろんこれは、私たちが真理を完全に理解しているという意味ではありません。結局のところ、私たちの経験はまだ浅過ぎ、私たちの真理の理解は限られています。真理の前では、私たちはみな永遠に幼児であり、私たちが交わりの中で分かち合う理解は、真理と一致しているとしか言えません。それを真理と呼ぶことは絶対にできません。また、それを神の言葉と同一視することは決してできません。神のすべての選民がこの本に正しく接することが私たちの願いです。


III. 携挙に関する質問と答え


質問 1：主イエスは約束されました。「あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」（ヨハネによる福音書 14：2-3）。主は天に私達の場所を準備されているので、お見えになりすぐ天国に引き上げてくださるのです。もし主がもうお見えになったのなら、なぜ聖徒はまだ地上にいるのです？私達も引き上げられて良いでしょう？

回答：主が信者の場所を準備されたというのはおっしゃる通りです。ただその場所が地上にあるのか天にあるのかはわかりません。天国は天にあると考えがちですが、思い込みや想像ですので、それが真実かどうかはわかりませんよね？　主イエスはこう言われています。「天にいますわれらの父よ、御名があがめられますように。御国がきますように。みこころが天に行われるとおり、地にも行われますように」(マタイによる福音書 6:9-10)。主イエスは神様の御国は天ではなく地上にあり、神様の御心は地にも天にもあると言われました。ヨハネの黙示録第21章2節から3節を読みましょう。「新しいエルサレムが、神のもとを出て、天から下って来るのを見た。……見よ、神の幕屋が人と共にあり神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして」。ヨハネの黙示録第11章15節を開けてください。「この世の国は、われらの主とそのキリストとの国となった。主は世々限りなく支配なさるであろう」。この預言によると「神の幕屋が人と共にあり」「……新しいエルサレムが、神のもとを出て、天から下って来るのを見た」「この世の国は、われらの主とそのキリストとの国となった」とありますので、神様は御国を地上に造り人類と共に住まわれるのです。この世は全てキリストの国となり、永遠に続くのです。思い込みや想像で神様の御国が天にあり、主が戻られた時に天に引き上げられると信じるなら、主の預言は意味が無くなりませんか？　神様の人類救済の経営計画の目的は地上に御国を建てることなのです。終わりの日のキリストである全能神は地上に勝利者の一団を作るため人類を裁き清める働きをされるのです。神様から救われた者は完全にされ勝利者となり、地上で神様の御言葉を実践し道に従うことができ御国に招かれる人達です。この勝利者の団体ができたら神様の御心が地上で実現し、キリストの御国が地上に作られ、神様の御心は栄華で輝くのです。最後に黙示録の預言が成就します判りませんか？　主は私達にどのような場所を用意しているのでしょう？　終わりの日に私達は産まれるように定められており、主が戻られた時にお会いして神様の清めを受けて、完全にされ、神様の御心を実行する勝利者になり、地上の国はキリストの国になります。それが神様の御心だからです。神様は地上に現われるのに私達は天を眺めています。もし神様に空中に上げられたとしたら食べ物も住む場所もなくとうやって生きるのですか？　自分の思い込みと想像の産物でしょう？　主はそのような事はされませんよね？　本気でそう思うのは子供っぽくて頭に霧がかかっているようなものですよね！

映画『夢からの目覚め』より引用


質問 2：神様の御国は地上にあるのか、天にあるのかわかりません。主イエスは何度も「天の王国は近づいた！」「天の王国は来る」と言われました。この「天の王国」とは天にある国のことで地上に有り得ないでしょう？

回答：「天」とは常に神様を意味し「天の王国」とは神様の御国のことです。ヨハネの黙示録に「神の幕屋が人と共にあり」「この世の国は、われらの主とそのキリストとの国となった」とあるのは神様の御国は地に造られ、この地上の王国は最後に神様の御国になるのです。大災害で古い世界が滅ぼされると至福千年の王国が現われます。地上の王国はわれらの主と救い主の王国になり、神様の御心は天国のように地でも成され新しいエルサレムが天から下って来るという預言を完全に成就します。暗く悪に毒された世代を終わらせるため神様は受肉し、終わりの日の裁きの働きをされています。神様の声を聞く者は王座の前に連れて来られ、勝利者として完全にされた時大災害が起きるのです。終わりの日の神様の働きで清められ救われた者は生き延び神様の御国の住人となります。終わりの日の神様の働きを体験できるのは本当に祝福され幸運にも、神様の御声を聞き王座の前に連れて来られる者で、御言葉による裁きと刑罰を受けて清められ、災害の前に勝利者となり、最初に神様の物となります。そして神様は大災害を送り悪質な不信心者や神様に逆らう者はみな滅ぼされます。清められ完全にされた者は災害で神様に守られ生き延びます。主が雲に乗って目の前に現われると神様が地上の王国にお見えになり、神様の目標が達成されます。これが理解できないのは盲目としか言い様がありません。空を眺めて雲に乗って来る主を待っていた者は主が実際に雲に乗って現われた時に歯軋りして悔しがるでしょう。ヨハネの黙示録の預言にある通り「見よ、彼は、雲に乗ってこられる。すべての人の目、ことに、彼を刺しとおした者たちは、彼を仰ぎ見るであろう。また地上の諸族はみな、彼のゆえに胸を打って嘆くであろう。しかり、アァメン」（ヨハネの黙示録 1:7）。災害の前に神様の声を聞かないなら王座に連れ来られることもなく、災害に呑まれ罰を受け泣き叫び歯ぎしりすることでしょう。

人を地上に造られ、サタンが人類を堕落させたのも地上です。神様が人類をお救いになるのも地上です。キリストの御国が地上に現われるまで全て地上で行われてきました。神様の御国は終わりの日に地上に建てられるのです。人類の終着点は天にはなく地上にあるのです。これは神様が決められたことです。御言葉を少し読んでみましょう。「神はもとの場所に戻り、人も各人それぞれの場所に帰る。これは神の経営が終わった後に、神と人それぞれが身を置く目的地である。神には神の目的地があり、人には人の目的地がある。神は安息の中にあっても続けて全人類が地上で生きるのを導く。神の光の中にあって、人は天の唯一の真の神を礼拝する。……人が安息に入るとは、人が真の被造物になったことを意味する。人は地上から神を礼拝し、正常な人間の生活を送る。人々はもう神に背かず、逆らわない。彼らは原初のアダムとエバの生活に復する。これが、神と人が安息に入った後の、それぞれの生活と目的地である。サタンが打ち負かされることは、神とサタンとの戦いが必然的に向かう方向である。こうして、神が経営の働きを終えた後に安息に入ることと人が完全に救われ安息に入ることは、同様に不可避的に向かう方向になる。人の安息の場所は地上にあり、神の安息の場所は天にある。人は安息の中で神を礼拝し、地上で生きる。神は安息の中で残りの人類を導く」（「神と人は共に安息に入る」『言葉は肉において現れる』）。経営計画を完了された時に神様と人類は休息するのだと全能神ははっきり言われています。神様の休憩所は天で人間は地上です。これは私達のために神様が用意された場所で神様の王国が地上に建てられることを意味します。何年信仰をしていてもこれがわからないなら、真理、そして主の御言葉が理解できないということでしょう？

映画『夢からの目覚め』より引用


質問 3：聖書の「それから生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも主と共にいるであろう」(テサロニケ人への第一の手紙 4:17)はどう解釈するのです？

回答：主の再来に関しては主ご自身の御言葉に従うべきで、それが主を待つ妥当な方法だと思います。今の聖句は誰の言葉ですか？　主ですか、それとも人間の言葉ですか？　「それから生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い」とは誰が言ったのです？　主イエスの御言葉ですか？　主イエスは一言だって聖霊もそのような事は言っていませんよ。それはパウロの言葉ですね。パウロの言葉は主イエスを代弁していますか？　神様の代わりができますか？　神様だけがこの謎を解き明かすことができ、堕落した人間が勝手に解釈して決め付けるのは深刻な問題です。パウロはキリストではありません。堕落したごく普通の人間で、残した書記も人間の考えと想像の賜物です。彼の言葉に真理はありませんので、何の証拠にもなりません。真理を語る聖書にある神様の御言葉を根拠にすべきです。聖書に登場する人物の言葉を真に受けて天国への期待をする事は間違いです。主イエスの御言葉ではなく、パウロの言葉なら尚更です。主イエスの御言葉だけが真理で、権威があるからです。主イエスだけが救い主で、天国の王なのです。主イエスの御言葉を勉強して真理と神様の御心を探し出したらどうですか？　どうして代わりに人間の言葉を勉強するのです？　それは主の御心に叶うと言えますか？　人間に従ってしまい、自分勝手な道を歩みやすくなります。はじめに神様は土のちりで人を造りました。神様が創造した地上の物を管理するという義務を与えられ、地において神様に服従し崇拝して賛美するように望まれ、人間の終着点は天国ではなく地上であると決められました。神様はずっと昔に御国は地上に建てると言われていたのです。地上で人間と共に住み地の御国はキリストの支配する王国になるので、神様の王国は天ではなく地上に建てられるのです。多くの人が天に招かれようと空を見上げますが、それは思い込みと想像から来る空想に過ぎません。神様の御働きにも真理にも見合っていません。

映画『夢からの目覚め』より引用


質問 4：いまのお話を聞いて、主がお見えになり天国に連れて行くという考えは思い込みと想像に過ぎないという事がわかりました。主の御言葉を裏切る行為でした。主の再来をどうやって待てば引き上げられるのでしょう。もう少し詳しく教えていただけますか？

回答：実は主イエスは私達を引き上げるとおっしゃっています。「あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」（ヨハネによる福音書 14:2-3）。でも思い込みと想像でこの言葉を勝手に解釈し、主イエスは雲に乗り天に昇られたのだから、用意される場所も天にあるに違いないと主イエスが戻られ、天に連れて行ってくださるのを待ち、特にパウロの言葉を敬い、「それから生き残っているわたしたちが、彼らと共に雲に包まれて引き上げられ、空中で主に会い、こうして、いつも主と共にいるであろう」(テサロニケ人への第一の手紙 4:17)。つまり主イエスが戻られ、天国に連れて行ってくださると思い込んでしまったのです。人によって引き上げられる意味を異なってとらえますが、ほとんどは主が戻られ、聖徒を天に招いてお会いになると考え、それを何年も期待しています。引き上げられるとは本当は何を意味するのでしょう？　はっきりと理解している人はあまりいません。聖徒を引き上げる謎については全能神が明らかにされています。全能神は言われます。「『引き上げられる』とは、人々が想像するように、低いところから高いところに連れて行かれることではない。これは大きな間違いである。『引き上げられる』とは、わたしの予定、そして選択を指しているのだ。それはわたしが予め定め、選んだすべての人々を対象としている。……これは人々の観念と最も相容れないものである。将来わたしの家を分かち合う者は、わたしの前に引き上げられる人々である。これは絶対に真実であり、決して変わらず、誰も反論することはできない。これはサタンに対する反撃である。わたしが予め定めた者は、誰でもわたしの前に引き上げられるだろう」（『言葉は肉において現れる』第一部「キリストの初めの言葉」「第百四章」）。全能神の言葉ではっきり説明があるように、「引き上げられる」事は私達が考えるように、体が空中に浮かび雲の上で主に会ったり、天に引張り上げられることではなく、神様が地に戻られた時に御言葉を発して働きをされるので、それを聞いて神様に従い、終わりの日の御働きを受けるという事です。それが神様の王座の前に招かれるという意味です。主の御声に気が付いて全能神の言葉に真理を見出し、真理を受け入れて全能神に戻ってくる人は賢いおとめで、主が「盗む」金銀や宝石であり神様の家に帰って来るのです。真理を理解し受け入れることのできる能力があり、神様の御声がわかる人達だからです。そして本当に引き上げられるのです。神様が終わりの日にひっそりとお見えになり、働きでお作りになる勝利者になるのですが、全能神が終わりの日の裁きの働きを始めると、神様を本当に待っている人達は全能神の言葉が神様の御声である事に気が付き、次々に終わりの日の神様の裁きの働きを受け入れました。神様の王座の前に呼ばれ、神様に対面し御言葉の潤いと養分を与えられ、神様の事を本当に知ることができました。堕落した性情は清められ、神様の御言葉の中に宿る真理を現実の中で実現し、彼らはまた神様の救いを得ていました。この人々は大災害の前に既に勝利者にされ、最初の果実として神様の物となりました。思い込みと想像にしがみつき、盲目的に主の再来を待ち天に招かれると思い、終わりの日の神様の裁きの働きを拒む者は愚かなおとめです。神様に見捨てられるでしょう。災害に苦しむ運命で歯軋りし泣き叫ぶでしょう。それが事実なのです。

映画『夢からの目覚め』より引用


IV. 神の声の聞き分け方についての質問と答え


質問 1：全能神は終わりの日の神の裁きの働きの真理をすべて語られました。それは聖霊が終わりの日に教会に語られる御言葉なのです。多くの人はもう全能神の御言葉を読み、御声を聞いたのです。彼らは皆神の御前に連れて行かれ、小羊の婚宴に参列しています。なんという素晴らしい祝福でしょう！ですが、多くの兄弟姉妹はまだ御声を聞き分けられないのです。ですから、今日全能神教会からシャンさんを招待したのです。神の御声の聞き分け方を明かして頂きに来ましたこれで私たちも全能神が主イエスの再臨だと確かめられます。

回答：今の問いはとても大切なことです。終わりの日の神の働きを受け入れ、神の出現を見るには、御声の聞き分け方を知らなければなりません。実際、御声を聞き分けるとは発せられた御言葉を認識することであり、創造主の御言葉の特徴を認識することです。肉となった神の御言葉も、神の霊の語りかけも、全て高いところから神が人類に語られたものです。それが神の御言葉の語調と特徴なのです。ここに神の権威と身分がはっきり現れています。これが創造主の独特な語り方です。神が肉となるたびに話される内容は多岐に渡りおもに、神の人への要求や警告、神の行政命令や戒め、裁きと刑罰の話や、人類堕落を暴く話です。また、預言の言葉や、神の人類への約束などです。これらの御言葉はすべて真理、道、いのちの表現です。全て神のいのちの本質を現わしています。神の性質と神の持つものと神であるものなのです。だから、私たちは神によって語られた御言葉から、御言葉が真理であり、権威と力があることが分かるのです。だから、全能神の御言葉が神の御声かどうか見極めたければ、主イエスの御言葉と全能神の御言葉をよく読んで、見比べて、同一の霊によって語られたかどうか、同一の神によってなされた働きかどうかを調べるのです。もし源が同じなら、全能神の御言葉が神の語りかけで、全能神が神の顕れであることは明白です律法の時代のヤーウェ神の御言葉と恵みの時代の主イエスの御言葉を詳しく見てみましょう。両方とも聖霊直々の表現で、同一の神の働きでした。これは主イエスがヤーウェの現れで、創造主の現れでもあったことを証明しています。神の羊は御声に聞き従います。皆さん、神の御声の聞き分け方は、主イエスの御言葉を見れば全てはっきりするでしょう。聖書を読んだ人なら皆、恵みの時代の主イエスの御言葉には、神の警告、人への要求や、神の行政命令などがあることを知っています。多くの預言や約束の御言葉なども含まれています。これらが、恵みの時代に神によってなされた一つの段階の、完全なる働きでした。

まず、主イエスの人への要求と警告を見ましょう。主イエスは言われました、「悔い改めよ、天国は近づいた」（マタイによる福音書 4:17）。「あなたがたは、地の塩である。もし塩のききめがなくなったら、何によってその味が取りもどされようか。もはや、なんの役にも立たず、ただ外に捨てられて、人々にふみつけられるだけである。あなたがたは、世の光である。山の上にある町は隠れることができない」（マタイによる福音書 5：13-14）。「心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ。これがいちばん大切な、第一のいましめである。第二もこれと同様である、自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ。これらの二つのいましめに、律法全体と預言者とが、かかっている」（マタイによる福音書 22:37-40）。「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。……義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるようになるであろう。……義のために迫害されてきた人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。わたしのために人々があなたがたをののしり、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいである。喜び、よろこべ、天においてあなたがたの受ける報いは大きい」（マタイによる福音書 5:3,6、10-12）。

主イエスが行政命令について言われたことを見てみましょう。マタイによる福音書12章31と32節です。主イエスは言われました。「だから、あなたがたに言っておく。人には、その犯すすべての罪も神を汚す言葉も、ゆるされる。しかし、聖霊を汚す言葉は、ゆるされることはない。また人の子に対して言い逆らう者は、ゆるされるであろう。しかし、聖霊に対して言い逆らう者は、この世でも、きたるべき世でも、ゆるされることはない」。また、マタイによる福音書5章22節で、主イエスは言われました。「しかし、わたしはあなたがたに言う。兄弟に対して怒る者は、だれでも裁判を受けねばならない。兄弟にむかって愚か者と言う者は、議会に引きわたされるであろう。また、ばか者と言う者は、地獄の火に投げ込まれるであろう。」

行政命令の御言葉の他にパリサイ人たちを裁き暴露する御言葉もあります。主イエスは言われました。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない」（マタイによる福音書 23:13）。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたはひとりの改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったなら、彼を自分より倍もひどい地獄の子にする」（マタイによる福音書 23:15）。

皆さん、主イエスはまた預言や約束についても語っています。それではヨハネによる福音書14章2節と3節を開いてください。主イエスは言われました。「あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」。ヨハネによる福音書12章47節と48節でも、主イエスは言われました。「たとい、わたしの言うことを聞いてそれを守らない人があっても、わたしはその人をさばかない。わたしがきたのは、この世をさばくためではなく、この世を救うためである。わたしを捨てて、わたしの言葉を受けいれない人には、その人をさばくものがある。わたしの語ったその言葉が、終りの日にその人をさばくであろう」。ヨハネの黙示録21章3節と4節でもこう言われました。「見よ、神の幕屋が人と共にあり、神が人と共に住み、人は神の民となり、神自ら人と共にいまして、人の目から涙を全くぬぐいとって下さる。もはや、死もなく、悲しみも、叫びも、痛みもない。先のものが、すでに過ぎ去ったからである。」

皆さん、恵みの時代に主イエスが語られた様々な真理から、主イエスが救い主の現れだったことが分かります。主イエスの御言葉が神の全人類への語りかけであることも分かります。主は神の性質と人類に対する御心を直接表されました。人類を導き養い、自ら人類を贖うためです。これは神ご自身の身分と権威を完璧に現しています。これらは、読むとすぐに真理であり、権威と力があると感じされます。これらの御言葉は神の御声であり、人類への語りかけなのです。終わりの日である今、主イエスが戻られました。全能神は終わりの日の裁きの働きのために来られ神の国の時代を開き、恵みの時代を終わらせられたのです。主イエスの贖いの働きに基づいて、神の家から始まる裁きの働きをなさり、人類を清めて救うための真理を全て語られました。全能神の御言葉は中身が豊かで、包括的です。次の全能神の御言葉通りです、「創世以来、神がすべての人類に話しかけたのはこれが初めてだと言っても過言ではない。神がかくも詳細に、またかくも系統立てて、被造物である人類に話したことはかつてなかった。もちろん、全人類にこれほど多くのことを、かくも長きにわたって話したのもこれが初めてである。それはまったく前例のないことなのである。そのうえ、これらの言葉は人類のあいだで神が発した初めての文章であり、神はその中で人々を暴き、導き、裁き、心を通わせて語っている。それはまた、神が人々に自身の足跡、横たわる場所、神の性質、神が所有するものと神そのもの、神の考え、そして人類に対する神の懸念を知らしめる最初の発言でもある。これらは、創世以来神が第三の天から人類に語りかけた最初の発言であり、神が本来の身分を使って言葉の中に現われ、心の声を人類に表現した最初の例だと言える」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「序論」）。今は終わりの日で、全能神の御言葉はとてつもなく幅広く豊かです。その中には、おもに裁き、人の暴露、神の国の時代の行政命令、戒めや。神の人への警告、要求、約束、預言などもあります。次は、神の人への警告や要求、神の働きに関する御言葉を読みましょう。

全能神は言われます。「今日、わたしに本物の愛を抱いている者たちは幸いである。わたしに服従する者は幸いである。その人たちは必ずや、わたしの国にとどまるであろう。わたしを知る者は幸いである。その人たちは、必ずや、わたしの国で権力を振るうであろう。わたしを追い求める者は幸いである。その人たちは必ずやサタンの束縛から逃れ、わたしの中にある祝福を享受するであろう。自らを捨てることのできる者は幸いである。その人たちは、必ずやわたしのものとなり、わたしの国の富を相続するであろう。わたしのために走り回る者を、わたしは記憶し、わたしのために尽くす人を、わたしは喜んで抱こう。わたしに捧げ物をする人に、わたしは喜びとなるものを与えよう。わたしの言葉に喜びを見出す者を、わたしは祝福する。その人たちは必ずや、わたしの国の棟木を支える柱となるであろう。その人たちは、必ずやわたしの家で何ものにも及ばない豊かさを得、彼らに並ぶものは一人もいない」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第十九章」）。

「イエスは人間のあいだでたくさんの働きをしたが、全人類の贖いを完了して人の贖罪のためのささげものとなるだけだった。人から堕落した性質のすべてを取り除くことはなかったのである。サタンの影響から完全に人を救うためには、イエスが贖罪のささげものとして人の罪を引き受けることが必要だっただけではなく、神にとっても、サタンによって堕落させられた人の性質を完全に取り除くためにもっと大きな働きを行うことが必要だった。そこで、人が罪を赦された後、神は人を新しい時代に導くために人間の姿に戻り、刑罰と裁きの働きを開始し、この働きは人をより高い領域に連れてきた。神の支配の下に従う人々はすべてより高い真理を享受し、より大きな祝福を受けるだろう。彼らは本当に光の中に生き、真理、道、いのちを得るだろう。

人々が恵みの時代に留まっていれば、彼らは堕落した性質を決して免れないし、ましてや神の本来の性質を知ることはない。人々がいつも豊かな恵みの中に生きていても、神を知り、神を満足させることを可能にするいのちの道がなければ、いくら神を信じても決して本当に神を得ることはないだろう。それはなんと哀れな形の信仰ではないか」（「序文」『言葉は肉において現れる』）

「人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない」（「受肉の奥義（４）」『言葉は肉において現れる』）

「神の足跡と顕現を積極的に探し求める者は一人もいない。また進んで神の配慮と加護の中で生存しようとする者もいない。その代わりに、この世と邪悪な人類が従う生存の掟に適応するために、邪悪な者、サタンの腐敗に頼ることを人は望む。この時点で人の心と霊は、サタンへの貢物となり、その餌食となった。その上、人間の心と霊はサタンの住みかとなり、サタンの恰好の遊び場となった。こうして人間は、人間であることの原則について、また人間存在の価値と意義についての理解を気づかないうちに失うのである。神の律法、そして神と人の間で交わされた契約は、人の心の中で次第に薄れ、人は神を求めることも神に注意を払うことも止めてしまう。時間が経つにつれ、人は神が人間を創造した理由も、神の口から出る言葉や神から来る全てをもはや理解しなくなる。それから人は神の律法と掟に抵抗し始め、人の心と霊は麻痺してしまう……。神は自らが最初に創造した人間を失い、人間はその始まりの根源を失う。これが人類の悲哀である」（「神は人間のいのちの源である」『言葉は肉において現れる』）

「人類は今日まで、何万年もの歴史を通して発展してきた。しかしわたしが当初創造した人類は、はるか昔に堕落へと落ち込んでしまった。人間はすでにわたしが望んだ人間ではなく、そのためわたしの目にはすでに、人類という名前に相応しいものではなくなっている。むしろ彼らはサタンによって捕われた屑であり、サタンに取り憑かれサタンを内に宿した生きる屍である。人々はわたしの存在を信じておらず、わたしの到来を歓迎もしない。ただ渋々わたしの要求に応え、一時的にそれに応じるだけで、人生の喜びや悲しみを心からわたしと共有したりもしない。人々はわたしを不可解な存在とみなしているため、渋々笑顔を見せ、権力者に擦り寄るような態度をしている。それはわたしの働きについて何も知らず、ましてや現在のわたしの旨も一切知らないからだ。正直に言うが、その日が来たとき、わたしを崇める人の苦しみは、あなたがたの苦しみよりも軽くなる。あなたがたの信仰の程度は実際、ヨブのそれを超えておらず、ユダヤのパリサイ人の信仰ですらあなたがたの信仰を上回る。したがって、火で焼かれる日が訪れると、あなたがたの苦しみはイエスに非難されたときのパリサイ人よりも大きく、モーセに反抗した250人の指導者たちよりも、滅びの炎に焼かれたソドムよりも重くなるだろう」（「本物の人とは何を意味するのか」『言葉は肉において現れる』）

「人はサタンに堕落させられた後、神を畏れる心を失い、被造物として持つべき機能を失って、神に背く敵になった。人はみなサタンの権威の下に生きるようになり、サタンの命令に従った。それゆえ、神は被造物の間で働くことができず、被造物からの畏れ敬いを得ることはさらにできなかった。人は神に造られており、神を礼拝すべきであるが、人は神に背いてサタンを崇拝した。サタンは人の心の中の偶像になった。こうして、神は人の心における立場を失い、つまり人を造った意義を失った。だから、神が人を造った意義を回復しようとするなら、人に本来の姿を回復させ、人に堕落した性質を脱ぎ捨てさせなければならない。人をサタンの手から奪い返すには、人を罪の中から救い出さなければならない。このようなやり方によってのみ、神は次第に人に本来の姿を回復させ、本来の機能を回復させる。そして遂には、神の国を回復する。最終的にそれらの不従順の子を徹底的に滅ぼすのも、人がよりよく神を礼拝し、よりよく地上で生存することができるためである。神は人類を造ったので、人に自身を礼拝させる。神は人に本来の機能を回復させたいので、徹底的に、しかも混じりけが少しもないように、回復させる。神が自身の権威を回復することは、人に自身を礼拝させることであり、自身に従わせることである。それは、人を神ゆえに生きるようにすることであり、神の権威ゆえに神の敵を滅ぼすことであり、神のあらゆる部分全てが人の間で、全く拒否されることなく存続するようにすることである。神が打ち立てようとする国は神自身の国である。神が求める人間は自身を礼拝する人間であり、完全に従う人間であり、神の栄光を持つ人間である。もし神が堕落した人間を救い出さなければ、神が人を造った意義は無となる。神は人の間で権威を持たなくなり、地上に神の国が現れることもない。もし神に背く敵を滅ぼさなければ、神は完全な栄光を得ることができず、地上で神の国を打ち立てることもできない。人類の不従順な者たちを徹底的に滅ぼし、完全にされた者たちを安息の中に連れていく――これは彼の働きが終わったことのしるしであり、神が偉業を達成したしるしである」（「神と人は共に安息に入る」『言葉は肉において現れる』）

「あなたは終わりの日にイエスが降臨することだけは知っているが、正確にはどのように降臨するのだろうか。あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである」（「呼び名と身分について」『言葉は肉において現れる』）

「あなたはわたしがどのような人間を求めているかを知らなければならない。不純な人間は神の国に入ることを許されないし、また不純な人間が聖地を汚すことも許されない。あなたがたとえどれほど長くまたどれほど多くの働きを行なってきたとしても、最後のときになって未だ甚だしく汚れていれば、わたしの国に入ることは天の律法が許さないのである。世の初めから今日まで、人がいかに取り入ろうとも、人がわたしの国に入るのにわたしが便宜を図ったことはない。これは天の掟であり、誰にも破ることは許されない。あなたはいのちを追い求めるべきである。今日、神に完全にされるであろう人間はペテロのような人であり、自分の性質の変化を追い求める人であり、そして喜んで神を証しし、被造物の本分を尽くそうとする人である。そのような人だけが神によって完全にされるのである。もしあなたが見返りだけを求め、自分のいのちの性質を変えることを追い求めないのであれば、あなたの努力の一切は徒労に終わる。そしてこれは、不変の真理である」（「成功するかどうかはその人の歩む道にかかっている」『言葉は肉において現れる』）

神の国の時代における全能神の裁きの働きについて、次に、全能神の御言葉を読んでみましょう。

「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」『言葉は肉において現れる』）

「神は裁きと刑罰の働きを行なうが、それは人が神についての認識を得られるようにするためであり、また神の証しのためでもある。神が人の堕落した性質を裁かなければ、人は犯すべからざる神の義なる性質を知ることができず、神についての古い認識を新たにすることもできない。神はその証しのため、そして神の経営（救い）のため、その存在すべてを公にし、それによって人は、その神の公的な出現を通して、神の認識に到達し、性質を変化させ、明確な神の証しを立てられるようになる。人の性質の変化は、神のさまざまな働きを通して成し遂げられる。そのような性質の変化なくして、人は神の証しを立てることができず、神の心にかなうこともできない。人の性質の変化は、人がサタンの束縛と闇の影響から解放され、真に神の働きの見本かつ標本、神の証人、そして神の心にかなう者となったことを意味する」（「神を知る者だけが神に証しをすることができる」『言葉は肉において現れる』）

「時代を終わらせる神の最後の働きにおいて、神の性質は刑罰と裁きであり、神はその中で不義なるすべてのものを暴き、それによってすべての人を公然と裁き、真摯な心で神を愛する人たちを完全にする。このような性質だけが時代を終わらせることができる。終わりの日はすでに来ている。すべての被造物は種類ごとに選り分けられ、その本性を基にして異なる種類に分けられる。その瞬間、神は人の結末と終着点を明らかにする。もし人が刑罰と裁きを受けなければ、その人の不従順と不義を暴く術はない。刑罰と裁きを通じてでなければ、すべての被造物の結末を明らかにすることはできない。罰せられ、裁かれて初めて、人は本当の姿を示す。悪は悪と共に、善は善と共に置かれ、すべての人は種類ごとに選り分けられる。刑罰と裁きを通じ、すべての被造物の結末が明らかにされ、それによって悪人は罰せられ、善人は報いられる。そして、すべての人が神の支配に従属することになる。この働きのすべては義なる刑罰と裁きを通じて達成されなければならない。人の堕落は頂点に達し、人の不従順は極度に深刻になってしまったので、おもに刑罰と裁きから成り、終わりの日に明らかにされる神の義なる性質だけが、人をすっかり変えて完全な者とすることができる。この性質だけが悪を暴き、よってすべての不義なる者を厳しく懲罰することができる。……終わりの日には、義なる裁きだけが人を種類ごとに選り分け、新しい領域に連れて行くことができる。このように、裁きと刑罰から成る神の義なる性質を通じ、時代全体に終わりがもたらされるのである」（「神の働きのビジョン（３）」『言葉は肉において現れる』）

「裁きとは何か、真理とは何かをいま理解しているか。もししているならば、裁かれることに従順に従うよう強く勧める。さもなければ、神に称賛され、神の国に連れて行かれる機会を得ることは決してないであろう。裁きを受け入れるだけで清められることのできない人、つまり裁きの働きの只中において逃げる人は、永遠に神に嫌われ拒絶される。彼らの罪は、パリサイ人の罪よりもさらに多く、深刻である。彼らは神を裏切り、神の反逆者だからである。奉仕することさえ相応しくないそのような人は、さらに過酷で、加えていつまでも終わることのない懲罰を受ける。言葉では一度は忠誠を誓いながらその後、神を裏切った反逆者を神は容赦することはない。このような人は霊、魂、体の懲罰を通して報復を受けることになる。これこそ、神の義なる性質の明示ではないのか。これが人を裁き、明らかにする神の目的ではないのか。神は裁きのあいだにあらゆる邪悪な行いをする人々すべてを邪悪な霊がはびこる場所に引き渡し、邪悪な霊に彼らの肉体を好きなように破壊させる。彼らの肉体は死臭を放つ。これは彼らにふさわしい報復である。神は、それら不忠実な偽信者、偽使徒、偽働き人の罪を一つひとつその記録書に書き留める。そして、その時が来ると、神は彼らを不浄な霊の真中に投げ入れ、不浄な霊が彼らの全身を思うままに汚すようにし、そのため彼らは決して生まれ変わることはなく、二度と光を見ることはない。一時期は神に仕えるが最後まで忠実であり続けることのできない偽善者は、神が邪悪なものに含めて数え、そのため彼らは悪人の言いなりとなり、烏合の衆の一部となる。最後には神は彼らを滅ぼす。キリストに忠実であったことがない人、自らの強みをもって何らの貢献をしたことのない人を神は脇へやり、省みることはなく、時代が変わるときに彼らをすべて滅ぼす。彼らはもはや地上には存在せず、神の国へ入ることなどなおさらありえない。神に誠実であったことはないが、状況のせいで強制的に神を表面的に取り扱うことになった人は、神の民のために奉仕する人に含めて数えられる。これらの人々のうちほんの一部だけが生き残るが、大半は奉仕をする規準にさえ達しない人々とともに滅ぶ。最後に、神と同じ考えをもつ人すべて、神の民と子ら、そして神に祭司となるよう予め定められた人々を、神は神の国に連れて行く。彼らは神の働きの結晶となる。神が制定した範疇のどれにも当てはめることのできない人は、未信者に含めて数えられる。彼らの結末がどうなるか、あなたがたは確実に想像できることであろう。わたしは既に言うべきことをすべてあなたがたに語った。あなたがたが選ぶ道は、あなたがただけの選択である。あなたがたが理解するべきことはこれである。神の働きは神と足並みをそろえることのできない人を誰も待たず、神の義なる性質はどんな人にも憐れみを示さない」（「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」『言葉は肉において現れる』）

「わたしは国々の上に怒りを投げつけ、わたしの行政命令を全宇宙に公布し、違反する者には刑罰を下す。

わたしが全宇宙に向かって話すと、人間はみなわたしの声を聞き、そこで、わたしが全宇宙で行なってきた業を見る。わたしの心に逆らう者、つまり、人間の行いでわたしに敵対する者は、わたしの刑罰を受けて倒れる。わたしは天の多くの星々を取ってそれらを新しくし、わたしにより、太陽と月は新たになる――空はもはや以前のものではない。地上の無数の物事が新たになる。すべては、わたしの言葉により完全になる。全宇宙の多くの国々は新たに区切られ、わたしの国に置き換わる。それにより、地上の国々は永遠に消え去り、すべてがわたしを崇める一つの国になる。地上のすべての国々は破壊され、存在しなくなる。全宇宙の人間のうち、悪魔に属する者はみな、滅ぼし尽くされる。サタンを礼拝する者はみな、わたしの燃える炎に倒れる――つまり、今、流れの中にいる者以外は、灰になるのだ。わたしが多くの民を罰するとき、宗教界にいる者は、わたしの業に征服され、程度の差はあれ、わたしの国に戻る。彼らは聖なる方が白い雲の上に乗って降臨するのを見たからである。人間はみな、種類に従い、それぞれの行いに応じて刑罰を受ける。わたしに敵対した者たちは、みな滅びる。地上での行いがわたしと関わりのなかった人たち、その人たちは、自分たちの行いによって、地上にわたしの子らとわが民の支配下で存在を続ける。わたしは無数の人々と無数の国々にわたしを現し、わたしは自ら声を発して地上にわたしの大いなる働きの完了を告げ、全人類が自分たちの目でそれを見られるようにする」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十六章」）。

「わたしの国では、無数の被造物がよみがえりを始め、生気を取り戻す。地上の状態が変化したため、地と地の境界にもまた、変化が起こる。以前、わたしは預言した――地が地から離れ、地が地とつながると、そのとき、わたしは国々を打ち砕くと。このとき、わたしはすべての被造物を新たにし、全宇宙を区切りなおす。それにより、全宇宙を秩序立て、古い状態を新しいものに変える。これがわたしの計画だ。これらがわたしの業だ。国々と世界の人々がみな、わたしの玉座の前に戻ると、わたしは天の富をすべて人間の世界に与え、わたしによって、比類ない富にあふれるようにする」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十六章」）。

「わたしの言葉が完成するにつれて、わたしの国は徐々に地に形を現し、人間は次第に正常に戻り、そうして、地上にわたしの心の国が築かれる。その国では、神の民全員が正常な人間の生活を取り戻す。凍える冬は去り、春の訪れた町々の世界となり、一年中春が続く。もはや人々は暗く惨めな人間世界に臨まない。もはや人間世界の凍える寒さを耐えることがない。人々は互いに戦うことなく、国々は互いに戦争を仕掛けることがない。もはや大虐殺が行われて血が流されることはない。地はすべて幸福に満たされ、どこも人と人のぬくもりが満ちる」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十章」）。

「人類がみな本来の姿を回復し、それぞれ自分の本分を尽くし、自分の立場を守り、神のすべての定めに従うことができたら、神が地上で一団の、自身を礼拝する人たちを得、自身を礼拝する国を打ち立てたことになる。神は地上で永遠の勝利を得、自身に敵対する者たちは永遠に滅びる。これは神が最初に人を造った時の意図を回復し、神が万物を造った意図を回復し、地上での神の権威、万物の中での神の権威、敵の間での神の権威をも回復したことになる。これらは神が完全に勝利を得たことのしるしである。その後人類は安息に入り、正しい軌道に乗った生活に入る。神も人との永遠の安息に入り、神と人が共有する永遠の生活に入る。地上の汚れと不従順は消え、地上の嘆き悲しみも消える。神に敵対する地上のあらゆるものも存在しなくなる。神と神に救われた人たちだけが残り、神の創造物だけが残る」（「神と人は共に安息に入る」『言葉は肉において現れる』）

私たちは全能神の御言葉を聞いて、全能神と主イエスは同じ方で、同じ受肉の神であり、至高なお立場で人に語っておられることが分かりました。両者が現わされているのは神の性質と聖なる本質そして、神の権威とご身分を現わされています。パリサイ人を裁き、暴く主イエスの御言葉や堕落した人類を裁き、暴く全能神の御言葉から神が罪を憎み、人類の堕落を嫌われていること神は義にして聖なる性質を持ち、人の心の奥をご覧になることが分かります。私たちの堕落を知り尽くしておられます。主イエスと全能神の人類への警告と要求から神が人類に期待されていることが分かります。正直者を好み、神に真剣に身を捧げる者を祝福してくださる。これは神の人類への配慮と救いを示しています。主イエスと全能神の人類への約束から、神の人類に対する愛が分かります。更に、神が人類の運命を定め、万物を支配される権威と力が見えます。主イエスと全能神は口調も話し方もよく似ています。神の性質の顕れだからです。神の身分と本質を完全に現されています。皆さん、考えてみましょう。創造主以外に、誰が全人類に語りかけ神の御心を直接表現し、人間に要求することができますか？　誰が人の終わり、人の生と死を決められますか？　誰が宇宙や、すべてを支配できるでしょうか。神以外に、誰が人類堕落の本質を見抜き私たちの心の奥に潜むサタンの本性を暴けるでしょうか？　誰が、終わりの日の神の裁きの働きを成し遂げ、私たちをサタンの影響から完全に救い出せるでしょうか？　創造主だけに、そんな権威と力があるのです！　全能神の御言葉は完全に神のみが持つ権威と身分を現しています。皆さん、全能神の御言葉を聞いて、私たちは心から確信しましたねこれらは全て神によって語られた。神の御声なのです。それらは全て、終わりの日の裁きの働きの際、創造主が表された真理です。私たちの心は神を本当に畏れるようになります。皆さんも全能神の御言葉を聞いて同じように感じませんか？　これで明らかに全能神の御言葉と主イエスの御言葉は源が同じだと分かります両方とも同一の霊の表現で同一の神が異なる時代の人類へ語られたのです。終わりの日に、全能神は主イエスの贖いの働きの土台のもとに、神の家から始まる裁きの働きを行われます。人類を救い清めるため真理を全て表し人類の救いのための経営計画の奥義を全て明らかにし各方面の真理の本質をはっきり語られます。こうして私たちは開眼し、確信するのです。全能神の御言葉と働きは、主イエスの預言を全て成就させました全能神が終わりの日の裁きの働きのため語られた全ての御言葉に、私たちは御声を認識し全能神が主イエスの再臨であり、天地万物を造られた唯一の真の神が終わりの日の裁きの働きに来られたと確信します。地上のサタンの支配と、悪と暗闇の時代を終わらせ、地上での神の支配、千年の神の国の時代を開きに来られたのです。こうして、私たちは願い通り天の御国に入れるのです！　皆さん、どうですか？　終わりの日の全能神の働きによって主イエスの預言が全て成就しましたね。

映画『待つ』より引用


質問 4：主イエスは天の御国の奥義を弟子たちに語られましたね。主イエスの再臨として、全能神も多くの奥義を明らかにされたのですか。全能神が明かされた奥義を幾つかお話しくださいませんか？　神の御声を聞き分けるのに大きな助けになります。

回答：神が肉になるたびに、多くの真理や奥義を明らかにしてくださいます。これは間違いありません。神は人類を救うために肉になられます。ですから、神は当然、多くの真理を表現し、さらに多くの奥義を明らかにしてくださいます。たとえば、恵みの時代に、受肉の神・主イエスは、説教をして働きながら、次のような奥義を多く明かされました。「悔い改めよ、天国は近づいた」（マタイによる福音書 4:17）。「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」（マタイによる福音書 7:21）。この他にも、主は多くの奥義を明らかにされましたが今は、それらには触れません。終わりの日に、全能神が来られ、神の家から裁きの働きをし人類を清めて救うための真理を全て表されました。主イエスの預言を全て成就された上に、神の経営計画に関わる過去、現在、未来の大いなる奥義を全て明らかにされました。全能神の御言葉を読んでみましょう。「わたしが何千年にもわたり経営してきた働きは、終わりの日においてのみ人間に完全に明らかにされる。今初めて、わたしは自分の経営の奥義の全貌を人間に明かし、人間はわたしの働きの目的を知り、そのうえわたしの奥義のすべてを理解したのである。わたしはすでに、人間が関心をもつ終着点についてすべてのことを人間に告げた。五千九百年以上隠されていたわたしの奥義のすべてを、すでに人間のために明らかにしたのである」（「福音を広める働きはまた人間を救う働きでもある」『言葉は肉において現れる』）。「働きのこの段階はあなたに対し、ヤーウェの律法とイエスの贖いを明確にするだろう。この働きはおもに、あなたが神の六千年にわたる経営（救いの）計画の全体像を理解し、六千年の経営計画の意義と本質をすべて理解し、イエスによってなされたすべての働きとイエスが語った言葉の目的、そして聖書に対するあなたの盲目的な信頼と崇拝さえも理解するためである。それにより、あなたはそのすべてを完全に理解できるだろう。イエスによってなされた働きと今日の神の働きの両方を理解するようになるだろう。すべての真理、いのち、そして道を理解し、目の当たりにするだろう。……最終的に、この現段階は神の働きを完全に終わらせ、その終結をもたらすだろう。すべての人が神の経営計画を理解し、知るようになるだろう。人の中にある観念、意図、間違った理解、ヤーウェとイエスの働きに関する観念、異邦人についての見方、そしてその他の逸脱と間違いは正されるだろう。そして人は人生の正しい道、神によってなされた働き、および真理をすべて理解するだろう。そうなったとき、この段階の働きは終わりを迎える」（「神の働きのビジョン（２）」『言葉は肉において現れる』）

全能神は人類を救うための六千年の経営計画の奥義を全て明らかにしてくださいました。そして全能神は私たちに、人類を救う神の目的を語られたのです。人類を救うために三段階の働きをなされた理由これら三段階の働きがどのように一歩一歩進んできたかということも、そしてそれらがどのようにつながっており、また違っているかということも、示してくださいました。全能神は私たちに、神の御名の意義や、神が終わりの日にどのようにさばきの働きをされるかということも、そして裁きの働きの意義がなんであるかということも教えてくださいました。受肉の奥義や聖書の内幕を明かされました。全能神は神はすべてのいのちの源であり、神がいかにすべての物を支配されているかということも明かされました。全能神は私たちに神のみが持つ権威、神の義なる性質、聖さ、全能性と知恵についても語られました。その他にも、全能神は人類が今までどのように発達してきたか、そして、サタンがどのように人類を堕落させ、人類がサタンによって堕落させられた真実、堕落した人類の神への反抗や神に対する裏切りの根源、神が人類を救われるためにどのように働かれるか、サタンがどんな策略で神の計画を妨害しようとしたか、また、神はどのようにしてサタンを打ち負かし、サタンの運命を終わらせるか、を私たちに語ってくださいました。全能神は、本当の人生の意義、人が本当に幸せになるための生き方、異なる種類の人々の結末と、人類の真の終着点、最後に神がいかにこの時代を終わらせるか、さらに、キリストの御国がいかに実現するか、等々、これらの奥義が全て明らかにされたのです。主イエスと全能神が明かされた真理と奥義から分かるのはこれらの奥義が全て神と天の御国、神が将来なさることに関わるということです。これらは全て神の経営計画にも、人類の終着点にもつながっているのです。神がこれらの奥義を明かされたのには深い意味があります。主イエスと全能神が明かされた真理と奥義から確認できるのはこれらの言葉の全てが神の御声であることです。神以外に誰も、これらの奥義を知ることはできないからです。神ご自身だけがご存知で、御使いにも、ましてや人類には分かりません。だから、主イエスと全能神が明かされた真理と奥義は同一の霊の表現であり、同一の神の働きなのです。全能神による終わりの日の裁きの働きは主イエスがなされた働きから続いています。それは主イエスの次の御言葉の成就です。「わたしには、あなたがたに言うべきことがまだ多くあるが、あなたがたは今はそれに堪えられない。けれども真理の御霊が来る時には、あなたがたをあらゆる真理に導いてくれるであろう。それは自分から語るのではなく、その聞くところを語り、きたるべき事をあなたがたに知らせるであろう」（ヨハネによる福音書 16:12-13）。全能神は主イエスの再臨で、唯一の真の神の出現です。

全能神は、堕落した人類が救いのために理解し入るべき真理と奥義を全て明かしてくださいました。私たちがはっきりしたおだやかで明るい気持ちで信仰するためにです。こうして、神を信じる正しい道に入れます。私たちは全能神の働きを受け入れ従い、全能神が語られた全ての真理に入ろうとするだけで、真理をいのちとして獲得し、救われ、天の御国に入れるのです。全能神が神の性質の奥義を明かされている御言葉を聞きましょう。全能神は言われます。「神の性質とは、万物と全ての生けるものの支配者、全ての創造物の主に属するものである。彼の性質は尊厳、権勢、崇高さ、偉大さ、そして何よりも至高性を表す。彼の性質は権威の象徴であり、あらゆる正義の象徴であり、また、あらゆる美と善の象徴である。しかもそれは、暗闇やいかなる敵の勢力にも圧倒されず、侵害されることのない者の象徴[a]であり、同時に、いかなる被造物も背くことができない（そして背くことが許されない）者の象徴[b]である。彼の性質は最高権力の象徴なのである。一個人であれ複数であれ、いかなる人間も神の働きや性質を阻害できないし、阻害してはならない。……神の喜びとは、正義と光の存在と現れに起因し、暗闇と邪悪の消滅の故である。彼は、人類に光と良い生活をもたらしたことを喜ぶ。彼の喜びは正義の喜びであり、あらゆる肯定的なものの存在の象徴、そして何よりも吉兆の象徴である。神の怒りは、不義の存在と、それによる妨害が自身の人類に害をもたらしていることに起因し、それは邪悪と暗闇の存在、また、真理を駆逐するものの存在の故であり、そしてそれ以上に、良いものと美しいものに反するものの存在の故である。彼の怒りは、全ての否定的な物事がもはや存在しないことの象徴であり、さらには、彼の聖さの象徴である。彼の悲しみは、彼が望みを持っているにも関わらず暗闇に落ちた人類に起因し、彼が人のためにする働きが彼の期待にかなわず、彼が愛する人類がみな光りの中で生活できるようになっていないからである。彼は罪のない人類、正直だが無知な人、そして善良だが自分の見解を持っていない人に対して悲しみを感じている。彼の悲しみは彼の善良さと憐れみの象徴であり、美しさと慈愛の象徴である。彼の幸せは、もちろん彼の敵を打ち負かすこと、そして人の真心を得ることからもたらされる。さらに、それは全ての敵の勢力の駆逐と消滅、そして人類が良き平和な生活を得ることから生じる。彼の幸せは人の喜びとは異なり、むしろそれは良い実を集めるときの気持ちであり、それは喜びにまさる感情である。彼の幸せとは、人類が今後苦しみから解き放たれ、光の世界に入ることの象徴である」（「神の性質を理解することは極めて重要である」『言葉は肉において現れる』）

全能神は神の性質が何を表し何を象徴し意味するかを明かしてくださいました。また、神の性質の中の喜怒哀楽と人類との関係を示してくださいました。神ご自身のほかに誰が神の性質をそんなにはっきり語り。それが象徴し意味することを知りえるでしょうか？　今まで神の性質についてこんなに正確で詳しく説得力のある証しをして、私たちを完全に確信させた者はいません。神の喜怒哀楽は人類を救う働きの中に全て現されています。私たちも、神の働きを体験するにつれて、この喜怒哀楽が単なる言葉ではなく、実際的で、鮮明であることを味わい実感できます。神の喜怒哀楽は全て神のいのちの本質の表現です。肯定的な物事の実在で、義の象徴です。人類を救われる神の働きにおいて分かるのは神が表された喜怒哀楽は全て人類の生存のためだということです。全て人類を救い、サタンの責め苦から自由にし、光の中で生きさせるため人類を美しい終着点に導くためにあります。神が人類を救われる過程で、私たちは神が本当に全てを支配されていることを知りました神の性質は至高の権威の象徴なのです。どんな暗闇の勢力も抑えたり傷つけたりできない象徴で、どんな敵対勢力も神が御心を遂行されるのを止められません。かつて恵みの時代に、主イエスが説教して働かれていたとき、宗教界の指導者たちは狂ったように、主イエスを非難し、反対していました。ローマ政府と手を組んで主イエスを十字架につけさえしました。でも、神の知恵はずるがしこいサタンの計略の上に成り立っていたのです。イエス様は十字架につけることによって、人類を贖われました！　そして、主イエスの福音は、地球の隅々まで広まっている。神の働きに反抗し非難した人たちは神から罰を受けました。ここから、神の義なる性質は人間には侵せないことが分かります。神の国の時代が到来しました。中国というこの無神論の堅固な砦で裁きの働きを始めて以来、肉となられた全能神は再び宗教界の指導者たちの狂ったような反抗と非難を受けてこられました。中共政府というサタン政権による残酷な逮捕や迫害も起こりました。でも、全能神の御国の福音は尚も中国大陸の隅々まで広まっている。様々な宗派から、神を真に信じている大勢の人たちが神の御座の前に戻ってきました。全能神が表された真理は全てネットで世界中の国の人たちが検索し求めることができます。全能神の御言葉は権威と力を持ち、何億もの人たちの心を勝ち取ってきました。特に、神を真に信じている人たちや、真の道に飢え渇いている人たちが全て続々と神の御座の前に戻ってきて、御言葉による潤いと養いを享受しています。全能神は本当に勝利者の一団を完全にし神と一つ心の人たちを神のものとされたのです。一方、神の働きに逆らい非難している宗教界の人たちは全員、程度は違えど罰を受け、のろわれました。ある人たちは反キリストとして暴かれ、耐え難いほど厳しく罰せられました。ユダよりひどい死に方をしました。神の義なる性質は人には本当に侵せないことが分かります。神に反抗し、神と戦ってきたサタンの中共政府も神に呪われました。彼らが滅ぼされる運命であることも、神の義なる性質を完全に現しています。神による二度の受肉の働きから、私たちは全てを支配する神のみが持つ権威を知ることができます。神の性質はいかなる暗闇の勢力にも打ち負かされない象徴なのです。神に敵対する勢力は全て、神の刑罰で倒され、滅びるのですこれは事実です。私たちは全能神の御言葉の裁きを長年体験し、神の性質が慈悲と慈愛だけでなく、義であり威厳であることも分かりました。神の御心が理解できず、神を誤解したことも往々にしてありますが、神は私たちを思い出させ、慰め、勧告し、慈悲と慈愛をお見せくださいます。しかし、私たちが神に逆らうと、神は私たちを厳しく裁かれ、暴露し戒めることで神の性質が義であり、威厳であり、不可侵であることを分からせてくださいます。私たちはこれらの体験を通して、神の性質の実在性と鮮明さと知りました神は聖なる方で、義であり、愛すべき尊い方です。本当に人の間で働くために出現されました。そして私たちと向き合い、自ら導き、救ってくださるのです。全能神は私たちの主であり、私たちの神です。天と地、万物を創られ、万物を支配される唯一の真の神です。

映画『待つ』より引用

脚注

a. 原文では「されることがないことの象徴」。

b. 原文では「背くことができない（そして背くことが許されない）ことの象徴」。


V. 天の御国へ入る条件に関する質問と答え


質問 1：主イエスは私達のために十字架の上で亡くなったのだと思っていました。罪を贖い赦してくださったのだと。再び罪を犯しても、まだ清められていなくても、主に全ての罪を赦してもらい、信仰すれば良いのだと。主のために犠牲を払って奉仕し辛酸を舐め代価を払えば、天国に招かれると思っていました。それが主の約束であると。ただその信念に疑いを持つ兄弟姉妹もいるのです。主のために奉仕してもしばしば罪を犯して懺悔しますので、清められていません。主は聖なるものですから、汚れた人間は主に会うことはできません。お聞きしたいのは主のために犠牲を払ってきても、本当に天国に招かれるのですか？　本当にわからないのです。教えていただけますか。

回答：主が十字架の上で亡くなったとき私達を贖われたので、罪は全部赦されていると信者は考えています。私達はもう罪人ではないと信仰を通して義になり、最後まで耐えていれば、救われ主が戻られた時直に天国に招かれると信じていますが、それは真実ですか？　神様はその主張の根拠になる発言をされていますか？　もしこれが真理にそぐわない見方だとしたらどうなります？　主を信じる者として何事も主の御言葉をもとに判断すべきで、特に主の再来をどう受け止めるかは何があろうと自分の思い込みや想像で判断してはいけません。さもないとどうなるか考えただけでも恐ろしいです。パリサイ人が救い主を待っていると言いながら主イエスを磔にしたのと同じで、どのような結果になることか主イエスが人類の贖いの働きを完了されたのは事実ですが、救いの働きは完了したのでしょうか？　主イエスの信者は誰でも天国へ招かれる資格があるのでしょうか？　答えは誰にもわかりません。神様は言われました「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」(マタイによる福音書 7:21）。「わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない」(レビ記 11:45)。神様の言葉によると、天国に入る者は罪とは無縁で、清められており神様の御心に沿って従い、神様を愛し崇敬する者で、神様は聖なるもので天国に入る者は神様と共にいますから、清められないままでは天国へ入る資格はないでしょう？　罪が赦されたので天国へ招かれるという考えは神様の御心を完全に誤解していて、人間の想像と思い込みからきています。主イエスが私達の罪を赦してくださったのは本当です。でも主イエスは一言も罪を赦されたことで完全に清められ天国に入る資格があるとおっしゃっていないのは事実です。どうして誰もが罪を赦されたら天国に入ることができると信じているのでしょう？　何を証拠にそう主張できるのでしょう？　多くの人が聖書に書いてあるパウロや他の弟子達の言葉にそうあるからと言いますが、パウロや弟子達の言葉は主イエスの言葉を代弁できますか？　聖霊の言葉に取って代われますか？　聖書の中の人の言葉は神様の言葉ですか？　聖書から明確にわかることは神様に称えられた者は御言葉を聞いて御働きに従うことができ、神様の道を歩み、神様の約束を授かる権利がある者で、これは誰にも否定できない事実です。信仰することで罪は赦されているとしても清められていないので、まだ罪を犯し神様に逆らってしまいます。神様もはっきり言われました。「わたしは聖なる者であるから、あなたがたは聖なる者とならなければならない」(レビ記 11:45)。「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」（マタイによる福音書 7:21）。この言葉から罪を赦されても、天国に入れるわけではないという事がわかります。人には清めが必要で、天国に入る前に神様の御心を実行する者にならなければどうしようも無い事なのです。神様の御心を理解する事は思うほど簡単ではないですが、罪を赦されたからと言って清められてはいませんので、まず真理を知って神様に褒めていただければ天国に入る権利を得るでしょう。真理を愛さないどころか飽き飽きして憎みさえして報酬や称賛だけを目当てに神様の御心を考慮したり実行もしなければ、悪質な行為をしていることになりませんか？　そのような者を主がお褒めになりますか？　まるであの偽善的なパリサイ人のように罪は赦されていても天国には入れないのです。これは明白な事実です。

話しを続けましょう。主イエスは私達の罪を赦してくださいましたが、どのような「罪」を赦し、主の信者となって懺悔する罪とはどのようなものでしょう？　神様の法則や戒律や御言葉を犯すことがほとんどの罪です。神様の法則や戒律を犯した人間は神様の法律によって裁かれ罰せられます。主イエスが来て贖いの働きをされたのはそのためで、主イエスに祈り罪を告白して懺悔すれば赦してくださり、律法により責めたてられ罰せられることもなく罪人として扱われません。神様にお祈りお願いすれば、豊かなお恵みを受け真理を知ることができますので、これが恵みの時代によく語られた「救い」でしょう。救われても清められ天国に入れるわけではないので、全く別の話しなのです。主イエスは救われ罪を赦された者は天国に入るとは言われていません。御言葉を少し読んでみましょう。「当時、イエスの働きは全人類を贖う働きだった。イエスを信じるすべての人の罪は赦され、あなたがイエスを信じる限り、イエスはあなたを贖っただろう。イエスを信じるなら、もはや罪人ではなく、罪から解放されたのである。これが救われるということ、信仰によって義とされるということである。しかし、信じている人たちの中には反抗的で、神に逆らうものが残っており、それはやはり徐々に取り除く必要があった。救いとは、人が完全にイエスのものとなったことを意味したのではなく、その人がもう罪の中におらず、罪を赦されたことを意味した。信じるならば、もう罪の中にはいないのである」（「神の働きのビジョン（２）」『言葉は肉において現れる』）。「人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない。……人は贖われ、罪を赦されたが、それによって見なし得るのは、神は人の過ちを記憶せず、その過ちに応じて人を取り扱わないということだけである。しかし、肉体において生きる人間が罪から解放されていないと、人は罪を犯し続けることしかできず、堕落したサタン的性質をどこまでも示し続ける。これが人の送る生活であり、罪を犯しては赦されるという終わりのないサイクルなのである。人類の大多数は昼間に罪を犯し、夜になると告白するだけである。このように、たとえ罪の捧げ物が人のために永久に有効だとしても、それで人を罪から救うことはできない。救いの働きは半分しか完成していない。人にはいまだ堕落した性質があるからである」（「受肉の奥義（４）」『言葉は肉において現れる』）。全能神は言葉で明確に答えを示し、それを聴いた瞬間理解できます。主イエスは恵みの時代に贖いの働きだけをされて人類の罪を赦し、人は信仰によって義となり救われるのです。主イエスは罪を赦された者が天国に入れるとは言われていません。主イエスは私達の罪を赦しましたが、悪の本質は消えていません。傲慢でわがままでずるく悪質な堕落した性質はそのままで罪よりたちが悪いのです。消し去ることは非常に難しい神様に反抗する悪の本質と堕落した性質が消えてなくならないと何度でも罪を犯してしまい、律法に違反するよりもっと大きな罪を犯してしまいます。パリサイ人はなぜ主イエスを非難し逆らったのです？　ましてや十字架に付けるなど？　悪の本質があるから、罪を犯し神様に逆らい裏切るという証拠です。

私達は罪を赦され何年も、主を信仰していても日常的に罪を犯してしまうことには抵抗できずにいます。名声と地位のためにうそをつき、騙しこじつけを言い責任を回避し、人に問題を押し付けて自然災害や人災を初め試練や苦難に陥ると神様を責めて裏切り、神様の働きが自分の思い通りでないと神様を拒み断罪し逆らうのです。神様の御名により信仰していても、人間を崇拝し従います。社会的地位があると、祭司長や律法学者やパリサイ人のように自分の出世にいとまがなく、まるで神であるかのように人から崇敬や称賛を受けたがるのです。神様への捧げ物を盗み自分の物にして、嫉妬を覚え自分勝手になり、肉欲と気の向くままに振る舞います。自分の旗を立て人を集め国を作ろうとするのは言われもない事実です。悪魔の本質や性質が消えないと何度罪が赦されても天国に入る権利は無く、罪を犯して神様に逆らうのは神様の敵であるサタンに属しているからであり、間違いなく神様に非難され罰せられるでしょう。聖書にも書かれています。「もしわたしたちが、真理の知識を受けたのちにもなおことさらに罪を犯しつづけるなら、罪のためのいけにえは、もはやあり得ない。ただ、さばきと、逆らう者たちを焼きつくす激しい火とを、恐れつつ待つことだけがある」(ヘブル人への手紙 10:26-27）。全能神の言葉を少し読みましょう。「あなたがたのように贖われたばかりで、まだ変えられておらず、神に完全にされてもいない罪人が、神の心に適うだろうか。古い自我を持ったままのあなたは、イエスによって救われたのは事実であり、神の救いのおかげで罪人とは見なされなくなったが、これは、あなたには罪や汚れがないという証拠ではない。変えられないままであれば、あなたはどうして聖いものとなれるのか。内側では、あなたは汚れに満ち、自分勝手で卑劣であるにもかかわらず、イエスと共に降臨することを望む――あなたはそこまで幸運ではない。あなたは神を信じる上での段階を一つ見落としている――あなたは単に罪から贖われただけで、変えられてはいないのである。あなたが神の心に適うためには、神が自らあなたを変えて清める働きをしなければならない。もしあなたが罪から贖われただけなら、聖さを得ることはできない。このように、あなたは、神が人を経営する働きの一段階、つまり変えられて完全にされるという重要な段階を逸したために、神の良き祝福を共有する資格はないであろう。よって、贖われたばかりの罪人であるあなたは、直接神の嗣業を受け継ぐことはできないのである」（「呼び名と身分について」『言葉は肉において現れる』）。主イエスに罪を赦されても、悪魔の性質があるため罪を犯し続け、神様に逆らうのです。終わりの日に神様の裁きと清めを受ければ、罪から解放されて神様の御心に叶う者になり、天国に入る権利を得るでしょう。主イエスも言われています。「あなたがたのために、場所を用意しに行くのだから。そして、行って、場所の用意ができたならば、またきて、あなたがたをわたしのところに迎えよう。わたしのおる所にあなたがたもおらせるためである」（ヨハネによる福音書 14:2-3）。主はお帰りになり私達の場所を用意され、またお見えになりますが、「迎える」とは終わりの日に私達が生まれ変わるという計画を指し、主が働きをされるために現われたら、私達を王座の前に連れて行き、神様の言葉で裁き清め完全な者にして災害の前に私達を勝利者にします。私達を清め完全な者にする過程がお迎えであり、終わりの日に裁きの働きをするため主が地上に現われ王座の前に私達を引き上げ一緒に住まれます。これは主が見えて私達を迎えるという預言を完全に成就しませんか？　大災害の後にキリストの御国が地に造られ大災害の精錬を生き残った者は天国に住む場所があるのです。

パウロのように主のために辛酸をなめ犠牲を払った弟子は天国に入る資格があると思う人はいるでしょう。パウロが言ったように「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである」（テモテヘの第二の手紙 4:7-8）。パウロは主に奉仕し義の冠を授かったのだから、パウロのように奉仕をすれば義の冠を授かり天国に入れると思うでしょうが、本当にそうでしょうか？　パウロの言葉は神様の言葉がもとになっていますか？　主イエスはパウロは報われて冠を授かったと言われましたか？　聖霊はパウロは天国に入ったと証しをしましたか？　そのようなことは聖書に書いてありません。パウロの言葉を援護する証拠はありませんので、天国にどうやって入るかというパウロの言葉はあてになりません。永遠の命を得て天国に入ることについて主イエスがはっきりとおっしゃっています。「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである。その日には、多くの者が、わたしにむかって『主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によって預言したではありませんか。また、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行ったではありませんか』と言うであろう。そのとき、わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』」(マタイによる福音書 7:21-23）。天国に入るためには罪から解放され清められ、神様の御心に従わなければなりません。情熱的に奉仕し犠牲を払っても罪を犯し神様に逆らい神様に従わないなら、悪人ですので、天国には入れません。パウロは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおしたので、天国に入り報われると言っていますが、主イエスの御言葉に矛盾していませんか？　パウロの見方は主のために働く限り報われて天国に入れるということですが、ユダヤのパリサイ人は海を渡り福音を伝えながらも主イエスを非難して逆らっていました。天国に入れますか？　神様には従わず主の御名で説教し悪魔を追い払った者達でも天国に入る権利があるということになりますか？　そのようなばかな話しはないでしょう？　パリサイ人が何をやっても主イエスに褒めていただけなかったのはなぜですか？　それは私利私欲のためだけに福音を伝え苦難に耐えていたからです。神様は義ですので、人の心の中はお見通しです。主イエスが働きをされた時に正体が曝露され、地位と生計を守るため主イエスを激しく非難し逆らったパリサイ人は主の敵でしたので、主を十字架に付けました。結局神様に呪われ罰っせられましたが、これはみなさんご存知ですね。

終わりの日に信仰する者はどうなりましたか？　多くはユダヤのパリサイ人のように主のために働いていますが、全ては祝福と報酬が目的で主の御言葉を実行したり主に従わないで冠と報酬を得ようとしています。働くのも犠牲も私利私欲のためなのです。自分を高め証明し地位と評判を我が物にしようとして派閥を作り、自分の国を作ります。長年働き苦難に耐えて来たため自分の経験をひけらかし、神聖ぶって神様に天国での地位を要求するのです。このような牧師や長老が神様に褒めていただけますか？　終わりの日の神様の裁きの働きを受け入れようとしないばかりか、地位と生計を守るため全能神を激しく非難し逆らい再び神様を十字架につけました。ずっと昔に神様を怒らせたのは事実ではないですか？　まだわかりませんか？　主のために働き犠牲を払う者が天国に入れる訳ではないという証拠で信仰していても、神様を愛さないで従う気もなく御言葉と戒律に従うこともなく、祝福され天国に入ることだけを考えているのなら、神様を騙し利用していることになるのです。どれほど働き犠牲を払っても神様からは褒めていただけません。全能神のおっしゃる通りです。「表面的には、人々は神のために自分を費やして働くなど、常に忙しく動き回っているように見えたが、実際には、祝福を手にするため、あるいは王として君臨するため、次に講じるべき手段を心の隠れた奥底で計算していたのである。人の心は神を享受しつつ、神に対して計算していたと言うことができるだろう。このような状態の人類は、神の強烈なる嫌悪と憎悪にあう。神の性質は人間が神を騙したり利用したりすることを許さない」（『言葉は肉において現れる』第一部「キリストの初めの言葉」「序論」）。「あなたは、神に従う最中常に苦しみ、どんなに道が険しくとも神に従い、良い時も悪い時も神とともにしてきたと言うが、あなたは神によって語られた言葉を実際に生きておらず、毎日神のために奔り回ることだけを望み、有意義な人生を生きることについて考えたことがない。またあなたはこう言う。『とにかくわたしは神が義であると信じている。わたしは神のために苦しみ、神のために奔走し、自分を神に捧げ、承認を受けないにもかかわらず懸命に労してきたのだ。――神は必ずわたしのことを覚えているはずだ』。神は義であるというのはほんとうだが、その義はいかなる不純物にもけがされていない。その義には人間の意志が一切含まれておらず、肉や人間の取引にもけがされてはいない。反抗的で敵対し、神の道を遵守しない者は皆、罰され、誰も赦されず、誰も容赦されないであろう」（「ペテロの経験――刑罰と裁きに関するペテロの認識」『言葉は肉において現れる』）。「あなたはわたしがどのような人間を求めているかを知らなければならない。不純な人間は神の国に入ることを許されないし、また不純な人間が聖地を汚すことも許されない。あなたがたとえどれほど長くまたどれほど多くの働きを行なってきたとしても、最後のときになって未だ甚だしく汚れていれば、わたしの国に入ることは天の律法が許さないのである。世の初めから今日まで、人がいかに取り入ろうとも、人がわたしの国に入るのにわたしが便宜を図ったことはない。これは天の掟であり、誰にも破ることは許されない。……もしあなたが見返りだけを求め、自分のいのちの性質を変えることを追い求めないのであれば、あなたの努力の一切は徒労に終わる。そしてこれは、不変の真理である」（「成功するかどうかはその人の歩む道にかかっている」『言葉は肉において現れる』）。神様の御言葉から神様は聖なる義なるもので、汚れて堕落した人間を天国に入れないことは明らかです。神様の義なる性質はそうさせません！　終わりの日の神様の裁きと清めを受け入れ、真理を知り堕落から解放し、神様のものになると救われて天国に入れます。これはまぎれもない事実です。

映画『夢からの目覚め』より引用


質問 2：では全能神は終わりの日の裁きの働きをどうされますか？言葉でどう人を裁き清め完全にするのですか？　本当に知りたくてしようがないのです。全能神の働きが理解できれば、神様の御声を聴いて王座の前に連れて来ていただけますよね。もっと話してください！

回答：全能神の終わりの日の裁きの働きを学ぶことは真理を求めて救われる上でとても重要です。終わりの日に全能神は真理を示し人を裁いて清めます。聖徒を天国に引き上げるため働きをされます。宗教界には神様の御心が理解できない信者が多く、主が戻られてそのまま聖徒を天国に引き上げると思い、裁いたり刑罰の働きをするなど考えてはいません。もし主が人を裁いて罰するなら信者も罰せられるでしょう？　だから終わりの日の神様の裁きの働きを拒み、主が雲に乗ってお見えになり、天国に招いてくださるのを待つのです。これは神様の御心を全く誤解しており、主イエスは終わりの日の裁きの働きへ道を開くため贖いの働きをされました。神様の最終目標は人を清めて救い、天国で休ませるためで、神様の贖いと救いの働きは計画され段階を踏んで実行され、一度に起きるのではありません。主イエスは贖いの働きを完了し戻って来られ、聖徒を迎えると約束しましたが、終わりの日に神様がどのように聖徒を迎えるのかは誰も知りません。神様が終わりの日に聖徒を迎えに来る時はまず王座の前に呼び、裁き清め完全にして勝利者にします。これこそ聖徒が天国に入るということではないですか？　それでも容易には理解できる事できませんね。神様の王座に来る前に裁かれ罰せられ清められる必要があるので、終わりの日の神様の裁きの働きを勝手に想像してしまいました。神様の刑罰と裁きは祝福ですか、それとも非難され懲罰を受ける事ですか？　多くの人がそれを理解できないのです。全能神が何とおっしゃっているか見てみましょう。

全能神は言われます。「神が呪うのは人間の不従順であり、神が裁くのは人間の罪である。神の言葉は厳しく容赦がないものの、人の中にあるあらゆるものを明らかにし、そうした厳しい言葉を通じて人の中にある本質的な物事を露わにするが、神はそのような裁きを通じて肉の本質に関する深遠な認識を人に授け、そうして人は神の前で服従する。人の肉は罪から成り、サタンに属するものであり、不従順であり、神の刑罰の対象である。ゆえに、人に自分を認識させるには、神の裁きの言葉がその人に降りかかり、ありとあらゆる精錬が用いられなければならない。そのとき初めて神の働きは成果を生む」（「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」『言葉は肉において現れる』）

「今日、神はあなたがたを裁き、あなたがたを罰し、あなたがたを罪に定めるが、罪に定めることの要点はあなたが自分を知るためであることを知らなければならない。神は罪に定め、のろい、裁き、刑罰を与えるが、これはあなたが自分を知るため、あなたの性質が変わるためである。そしてさらに、あなたが自分の価値を知り、神の行動はすべて義であり、それは神の性質と神の働きが要求することに適っていること、神は人を救う計画に従って働くこと、神は人を愛し、救い、裁き、罰する義なる神であることを理解するためである。……神は人を殺したり、滅ぼしたりするためにではなく、裁き、のろい、罰し、救うために来た」（「地位の祝福は脇に置き、人に救いをもたらす神の心意を理解するべきである」『言葉は肉において現れる』）

「あなたがたはみな罪と放蕩の場所で生きており、あなたがたはみな淫らで罪深い。今日、あなたがたは神を見ることができるだけではなく、もっと重要なことに、刑罰と裁きを受け、真に深い救い、つまり、神の最大の愛を受けた。することすべてにおいて、神はあなたがたに真に愛情深く接している。神に悪意はまったくない。神があなたがたを裁くのは、あなたがたの罪ゆえであり、それはあなたがたが自省し、このすばらしい救いを受けられるようにするためである。これはみな人間を完全にすることを目的として行われる。始めから終わりまで、神は人間を救うために全力を尽くしており、神が自らの手で創造した人間を完全に破壊したいという願望はない。今、神は働くためにあなたがたのもとに来ており、このような救いはもっと偉大ではないのか。もし神があなたがたを憎んでいるのなら、あなたがたを直接導くためにそれ程大きな働きをするだろうか。なぜ神がそのように苦しむ必要があるのか。神はあなたがたを憎んでいないし、あなたがたに何の悪意ももっていない。あなたがたは神の愛が最も真実な愛であることを知らなければいけない。神が裁きを通して人を救わなければならないのは、唯一人が不服従だからである。そうでなければ、人を救うのは不可能であろう。あなたがたはいかに生きるべきかを知らず、いかに生きるべきかに気づいてもいないため、また、あなたがたはこの淫らで罪深い地に住み、あなたがた自身が淫らで汚れた悪魔であるため、神はあなたがたがいっそう堕落してゆくままにしておくことに耐えられず、また、あなたがたが現在のようにこのような汚れた地で生活し、サタンの思うままに踏みつけられるのは見るにしのびず、あなたがたがハデスに落ちてゆくままにしておくことには耐えられないのである。神はただこの集団の人たちを獲得し、あなたがたを完全に救いたいと願っている。これがあなたがたに征服の働きを行う主要目的である。ただ救いのためである」（「征服の働きの内幕（４）」『言葉は肉において現れる』）

全能神の言葉から神様の終わりの日の裁きの働きは人を非難するためのものではないことが明らかにされました。神様は人をこらしめたいのではなく、サタンに堕落させられていることを自覚して欲しいのです。神様に逆らい裏切るという自分の本性と実体を知り、神様の義なる聖なる性質は犯されないことを知って欲しいのです。人間の心と魂を呼び覚まし、堕落から解放し本当の人間として生きて欲しくて救いたいのです。神様の裁きと刑罰を体験しなければ、悪魔の本性を自覚し神様に逆らい罪を犯す根源を確認することもできません。裁きと刑罰を受けなければ神様の義なる性質が理解できず、堕落した性質は変りません。神様に真に従い崇敬もしないので、神様の御国に入る権利などあるわけがないのです。神様は人を清め救いたいから裁くのであり、堕落した人間に対する神様の偉大な愛と救いなのです。神様は裁きの働きをどのようにされるのでしょう？　全能神はそれについて多くを語っていますので、御言葉を少し読んでみましょう。

「神の今回の受肉において、神の働きは主に刑罰と裁きを通して神の性質を表すことである。これを基礎として、神は人により多くの真理をもたらし、より多くの実践方法を示し、こうして人を征服し、堕落した性質から人を救うという神の目的を達成する。これが神の国の時代における神の働きの背後にあるものである」（「序文」『言葉は肉において現れる』）

「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」『言葉は肉において現れる』）

「神には人間を完全にする手段が多数ある。神はありとあらゆる環境を用いて人間の堕落した性質を取り扱い、様々な物事を用いて人間を暴き出す。神は、ある点に関しては人間を取り扱い、別の点に関しては人間を暴き、また別の点に関しては人間を明らかにし、人間の心の奥にある『奥義』を掘り出して明示し、人間にその数々の状態を明らかにすることにより本性を示す。神が実践的であることを人間が知ることができるように、神は暴露、取り扱い、精錬、刑罰など、様々な手段を通して人間を完全にする」（「実践に集中する者だけが完全にされることができる」『言葉は肉において現れる』）

「神は裁きと刑罰の働きを行なうが、それは人が神についての認識を得られるようにするためであり、また神の証しのためでもある。神が人の堕落した性質を裁かなければ、人は犯すべからざる神の義なる性質を知ることができず、神についての古い認識を新たにすることもできない。神はその証しのため、そして神の経営（救い）のため、その存在すべてを公にし、それによって人は、その神の公的な出現を通して、神の認識に到達し、性質を変化させ、明確な神の証しを立てられるようになる。人の性質の変化は、神のさまざまな働きを通して成し遂げられる。そのような性質の変化なくして、人は神の証しを立てることができず、神の心にかなうこともできない。人の性質の変化は、人がサタンの束縛と闇の影響から解放され、真に神の働きの見本かつ標本、神の証人、そして神の心にかなう者となったことを意味する」（「神を知る者だけが神に証しをすることができる」『言葉は肉において現れる』）

全能神の言葉はとても実際的です。人間を救い完全にするために神様は言葉を発し終わりの日の裁きの働きをされるのです！　全能神の裁きの言葉を読むとこの暗い悪質な世の中で全人類はサタンに支配されている事が理解できます。サタンに堕落させられ人間性のかけらも無く傲慢で悪どくずる賢くて自己中心的で放蕩を楽しみます。真理に飽き飽きして悪を崇拝し自分の地位と名声のためには何でもし、同族で殺しあう獣と同じで人間性も道理のかけらもありません。神様を信じると言いながら、金銭や名声や地位が全てで悪質な流行に流され罪を犯し神様に反抗して逆らいます。全てを犠牲にして辛酸をなめたとしても、それは祝福を得たいという欲望があるからで報われて天国に入るためにするのです。真理を求めて神様を知り従うからではなく、思い込みや想像上の神様を信仰し、神様の性質や神であることやその所有物が何であるか神様がどのような者を好み逆に憎み、どのような者が神様に逆らい傷つけようとして神様に呪われるのか、人の考えや思い込みがいかに真理からほど遠く神様にどう向かい合い真理の現実を理解しているかなど神様を知り従い崇敬すべきであるという重大な真理を堕落した人間は知りません。このような人間は心底堕落しており、神様の裁きと清めを受けなければ神様に逆らい裏切るのは当然でしょう？　終わりの日に神様は受肉され堕落した人間に必要な救済の真理を示されました。神様の義であり威厳ある犯されない性質が人間に示され反論のできない人の本性と堕落も明らかにされ、神様の御言葉による裁きと刑罰を受けました。私達は傲慢でわがままで悪の理論と規則に従って生き、自分の名声と利益のために行動してきました。働いて説教をするのも自分の評判と地位のためで、自己を高め名誉や人の注目を欲し、神様を高めたり証しをする気は全くありません。神様の働きが自分の思い通りでないと、神様を限定して断罪し神様に対して頑なになり従いません。自らの本分を尽くしながらも、肉体の喜びを楽しみ神様をだましごまかそうとして、忠実さなどどこ吹く風です。裁きと啓示の御言葉に私達はサタンに心底堕落させられたとあり良心も道理も自尊心もなく、人と呼ばれるにはふさわしくありません。私達は神様の敵であるサタン族であり神様にお目見えするなどおこがましい恥知らずでしょう。神様の前にひざまずき自分を呪い後悔と自己嫌悪に悩まされ、神様の犯されない義なる性質を思い知った時、神様を畏れ人類を救うというご意向が理解できます。神様は罪と反抗を憎まれるので、私達を裁いて罰し悪魔の性質を消し去って神様の物にしたいからです。神様に頑なに反抗し逆らうと刑罰を下し戒めます。神様に心を捧げるとお慈悲をお見せになり、それまでの事をお赦しになります。神様の御心が理解できるように私達を啓いて導きます。神様の刑罰と裁きの働きを通して神様の性質に関する真理と知識をいつの間にか得て、神様はお慈悲と愛のお方です。我々は神様の神聖さと偉大さを知り、神様を崇敬し愛する心が芽生え自分の悪の本性が見えてきて徐々に真理を知るようになり、よい事と悪い事の区別がつくようになります。物の見方が変り真理が知りたくなり、サタンの理論と律法に従う気は失せ神様に理不尽な要求もしなくなります。良心と道理を取り戻し、何事にも真理を求め実行しようとします。造られた物として本分を尽くし神様の主権と取り計らいに現実的に従い、いのちもより人間らしいものに変ってきます。全能神に感謝します!　神様の裁きの働きのおかげで変ることができるのですきょう。終わりの日の全能神の働きを受け入れる兄弟姉妹は終わりの日の神様の裁きを受け、裁きに従うことだけで救われて完全にされるのを知っている。

映画『夢からの目覚め』より引用


質問 4：私たちはみな長年主を信じて、パウロの例にならって主に仕えてきました。主の御名と主の道に忠実でした私たちには義の冠が待っているはずです。今日、私達は懸命に主に仕え、目を覚まして再臨を待ってさえいれば、天の御国に入れるのです。聖書にあるように、「わたしを待ち望む者は恥をこうむることがない」（イザヤ書 49：23）。私たちは主の約束を信じています。主は再臨の時、必ず私たちを天の御国に招いてくださいます。このような信仰実践が間違っているでしょうか？

回答：主の到来を待つことについて、ほとんどの人は到来の時、天の御国にすぐに招かれるには、主に懸命に仕え、パウロに倣いさえすればよいと信じています。これは彼らにとって正しい実践で、誰も反対しません。でも、神を信じる私たちは万事において真理を求めるべきです。この実践は人々の観念に沿いますが、神の御心に適っていますか？　神の御言葉が私たちの行動の原則であって、全ての人、物、事柄を測る基準なのです。神の御言葉によって行動すれば、必ず神に認めて頂けます。御言葉に逆らって、自分たちの観念や想像に従って行動すれば、確実に神に嫌われ拒絶されます。主の到来を待って、主に懸命に仕えれば直接天の御国に招かれるのか。マタイによる福音書7章21-23節で主イエスが言われたことを見てみましょう。「わたしにむかって『主よ、主よ』と言う者が、みな天国にはいるのではなく、ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである。その日には、多くの者が、わたしにむかって『主よ、主よ、わたしたちはあなたの名によって預言したではありませんか。また、あなたの名によって悪霊を追い出し、あなたの名によって多くの力あるわざを行ったではありませんか』と言うであろう。そのとき、わたしは彼らにはっきり、こう言おう、『あなたがたを全く知らない。不法を働く者どもよ、行ってしまえ』」。このように主イエスはただ、「ただ、天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」と言われました。御名に忠実で、主に懸命に仕える者が全て報われ、天の御国に入るとは言われませんでした。そうでしょう？　もしそんな観念通りに、主の御名を守り、主に懸命に仕える者が全て天の御国に入るなら、なぜ主の御名において宣教し、悪霊を追い出した人たちの中に主が悪人と責められた人たちがいるのでしょうか？　主に懸命に仕えることと神の御心を行うことが必ずしも同じではないということです。多くの人は神に本当に従うためではなく、祝福を受けるために主に懸命に仕えるからです。彼らはまだサタンの性質を持ち、未だに神について観念を持ち、神に逆らって、非難しているのです。中にはパリサイ人たちのように真理を憎んでいる者もいます。彼らがどんなに懸命に主に仕えても、どうして神の御心を行えるでしょうか？　そんな人たちは本性が神に反抗しています。主に懸命に仕えるだけで天の御国に入るなど天が許しません！　皆さん、そうでしょう？

では、神の御心を行う者とは、誰のことですか？　神の御心を行う者とは、神に本当に従う者のことです。神に従うとは、神を崇めること、神を畏れ、神の働きに従うこと、御言葉を経験し、行い、それによって神を知り、神を真に愛し、神を証しすることで表されます。いかなる時も神に抵抗したり裏切ったりしないことでもあります。これらのことを成し遂げる者が神の御心を行う者です。主を信じる人たちの多くが、主に懸命に仕え、大きな犠牲を払うけれど、それは皆報いのためで、天の御国に入り、豊かな祝福を得るためなのです。それは神への愛でも従順でもありません。神と取引をしているに過ぎないのです。また多くの人は、神に懸命に仕えても、真理を実践したこともなく、神を崇め証しすることもありません。それどころか、しばしば自分たちを偶像化し、人をひれ伏させ従わせます。全ては自分たちの立場と収入を守るためです。これが神の御言葉を実践し神に従っている人たちでしょうか？　御心を行っている人たちでしょうか？　神に仕えながら反抗している、偽善者のパリサイ人なのです。悪人とも言えます。こんな人たちに天の御国に入る資格などあるでしょうか？　ですから、主に懸命に仕えているようで、決して真理を実践していない人たちは神を愛し、御心を行うために神を崇め、証していないことが分かります。そんな人たちは御心を行っていないのです！　神の祝福を得て天の御国に入るために主に懸命に仕えていますが、いのちの性質はそのままで、まだ神に反抗しています。パリサイ人のように、ただ善人ぶっているだけで、最後には神に呪われます！　全能神は言われます。「わたしは、一人一人の終着点を、年齢や年功、苦しみの量、とりわけ憐れみを誘う度合いではなく、真理を自分のものにしているかどうかに基づいて決める。これ以外の選択肢はない。神の旨に従わない人はみな懲罰されることをあなたがたは悟らなければならない。これは不変の事実である。よって、懲罰される者はみな神の義ゆえに、その数々の邪悪な行為への報いとして懲罰されるのである」（「終着点のために十分な善行を積みなさい」『言葉は肉において現れる』）。全能神の御言葉によれば私たちが最終的に天の御国に入るかどうかは、どれだけ働いて苦労したかではなく、御言葉を実践するかどうか、神の戒めを守るかどうか、御心を行うかどうかに基づく。それが天の御国に入る基準と原則です。それでも、パウロの言葉にしがみつく者がいます。「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである。……」（テモテヘの第二の手紙 4:7-8）。彼らはパウロの誤った考え方を自分たちが天の御国に入る理論的根拠にしています。ですから、彼らはいくら苦しんで犠牲を払っでも、神に認めていただけないし、ましてや天の御国に入るなどできません。

皆さん、人々は天の父の御心を行って初めて、天の御国に入れると話しましたが、では、神は主の到来をどのように待つことを求められているでしょう？　多くの人の考えでは主に懸命に仕え、十字架を背負って苦しみ、御名に忠実であれば目を覚まして待つことになり、主が来られた時、決して見捨てられないのです。実際、主イエスは目を覚まして待つことについてはっきり語られれました。「夜中に、『さあ、花婿だ、迎えに出なさい』と呼ぶ声がした」（マタイによる福音書 25:6）。またヨハネの黙示録16章15節に「見よ、わたしは盗人のように来る。裸のままで歩かないように、また、裸の恥を見られないように、目をさまし着物を身に着けている者は、さいわいである」。「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」（ヨハネの黙示録 3:20）。ヨハネの黙示録の何か所かにはこうあります。「耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい」。これらの預言で、私たちははっきり主イエスが終わりの日に戻られると、教会にお話になることを知ります。主は私たちに賢いおとめとなって御声を聞き分けるよう求められたのです。御声が聞こえたら、すぐに主をお迎えするのです。こうして初めて、主の再臨を目を覚まして待つ者となり、小羊の婚宴に招かれ、御座の前に連れて行かれるのです。ヨハネの黙示録に预言された小羊の婚宴は、終わりの日に神の裁きと刑罰を受け、神の御座から流れるいのちの川の水を楽しむこと、つまり終わりの日のキリストによって表された全ての真理を受け入れ、最終的には神に清められ勝利者になることです。この勝利者たちだけが天の御国に入ります。今日終わりの日のキリスト・全能神は、人を救い清める真理を全て表されました。その御言葉は世界中の人たちが求めて学べるようにネットに掲載されています。全能神の御言葉と働きを求め学ぶことで、賢いおとめは神の声だと認め、神の御座の前に戻ってきました。このような人たちだけが小羊の婚宴に参列し、神が災害の前に造られる勝利者なのです。このような人たちしか天の御国に入れないのです。でも、多くの人はただ懸命に仕えることが目を覚まして待つことだと信じています。主の到来という一大事について真理を求めていません。自分たちの観念や想像にやみくもにしがみつき、御声を聞こうとせず、主の出現を迎え入れません。そんな待ち方は現実味も意味もありません。実際、目を覚まして待つとは私たちの行動とは関係がないのです。大切なのは、御声を聞き分けられるかどうか、再臨をお迎えするかどうかなのです。私たちにそれらができるかどうかが大切なのですよ。皆さん、それでは全能神の御言葉を読みましょう。「イエスの再臨は、真理を受け入れることのできる者には大いなる救いであるが、真理を受け入れることのできない者にとっては、罪に定められるしるしである。あなたがたは自分自身の道を選ぶべきで、聖霊を冒涜したり真理を拒んだりするべきではない。あなたがたは無知で傲慢な者でなく、聖霊の導きに従い真理を慕い求める者にならなければならない。そうすることでのみ、あなたがたの益となる。わたしは、注意深く神への信仰の道を歩むようにあなたがたに助言する。結論を急いではならない。さらに、あなたがたは神への信仰において、無頓着であったり、軽率であってはならない。少なくとも、神を信じる者は謙虚で畏敬の念に満ちているべきだということを知らなければならない。真理を聞いたことがありながら鼻であしらうものは愚かで無知である。真理を聞いたことがありながら不注意に結論を急いだり非難したりする者は、おごりで包まれている。イエスを信じる者は誰も、他人をののしったり非難したりする権利はない。あなたがたは皆、理知があり、真理を受け入れる者でなければならない」（「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」『言葉は肉において現れる』）

今日、肉となった全能神が終わりの日の裁きの働きを行われます。真理を表すことで、全能神は様々な人たちの姿を暴かれ神の羊たちは御声に聞き従うのです。真の道を求め調べ、真理を受け入れる人たちはすべて、神によって救われます。また、神は傲慢で真理を受け入れない悪人たちも、全能神に逆らって非難し冒涜する反キリストも暴露されます。この人たちは皆神に断罪され排除されるのです。今日、肉となった神の働きは終わりに近づいています。つまり、神の家から始まる裁きの働きが基本的には終わったのです。だから、教会の携挙の働きはもうすぐ終わります。賢いおとめは一刻も早く終わりの日の全能神の働きを吟味し受け入れるのです。受入れないなら、救いの扉は閉ざされます。主が雲に乗って公に現れるのを待っている者は、主のあの御言葉のことを考えているのかもしれませんね。「あなたはわたしを見たので信じたのか。見ないで信ずる者は、さいわいである」（ヨハネによる福音書 20:29）。これらの御言葉の意味が神の承認を得られることか、責められることなのかは分かりません。

映画『待つ』より引用


IX 終わりの日における神の裁きの働きに関する質問と答え


質問 4：聖書で一番多い預言は終わりの日の神様の裁きの働きについてであり、神様が裁きに来られるという預言は200件以上あるとのことですが、本当なんですね。ペテロの第一の手紙4:17にはっきり書いてあります「さばきが神の家から始められる時がきた」。終わりの日の神様の裁きの働きは間違いないようですね。終わりの日に神様が受肉して現われ裁きの働きをすると言われましたが、考えていたことと違います。復活した主イエスは霊体となって終わりの日に人類の前に現われ働くのだとほとんどの教会では信じられています。再臨する主は受肉して働くという考えはどうも納得がいかないので、もう少し説明してください。

回答：主の再臨は人を裁き清めるためだとご理解いただきましたが、再臨の形については疑問をお持ちなのですね。ほとんどの信者は主は復活して昇天した主イエスの霊体として人類の前に現われ人の子としての受肉はもうしないと信じていますが、裁きの働きをするため主はどうやって現れるのでしょう？　霊体でそれとも神様が受肉して？　信者が一番疑問に思っている事ですね。終わりの日に神様が受肉して現われ、裁きの働きをすることは聖書にはっきりと預言があります。主イエスは「父はだれをもさばかない。さばきのことはすべて、子にゆだねられたからである。……」(ヨハネによる福音書5:22)「そして子は人の子であるから、子にさばきを行う権威をお与えになった」(ヨハネによる福音書 5:27)とあります。終わりの日に神様は人の子として受肉し、裁きの働きをすると主イエスははっきり預言しています。「子」や「人の子」とは間違いなく受肉されたキリストを指し、受肉した主イエスは人の子と呼ばれ、人間として生まれ普通の人間性をお持ちでした。ごく普通の人間の姿で人間として生活したので、人の子と呼ばれキリストと呼ばれたのです。霊体は「人の子」とは言えないしヤーウェ神は霊体でしたので、「人の子」とは呼ばれませんでした。復活した後の主イエスの霊体は神様の受肉の体ではないので、それも人の子とは呼ばれません。人の姿であっても霊体であれば人の子とは呼べないのです主は預言されました。「いなずまが天の端からひかり出て天の端へとひらめき渡るように、人の子もその日には同じようであるだろう。しかし、彼はまず多くの苦しみを受け、またこの時代の人々に捨てられねばならない」(ルカによる福音書 17:24-25)。これも主は人の子として受肉し再臨される証拠です。復活した霊体として現われるのなら苦しむこともないし、この時代に捨てられることもないでしょう。霊体ならもちろん超自然で奇跡を起こせるし何でも言葉だけですぐに実現できますから、人類は信者も未信者も悪魔サタンでさえ間違いなく主に従うでしょう。主の再臨がこの時代に捨てられることはありませんね？　聖徒を引き上げるため霊体として見えるのなら信者は誰も神様を拒否しないでしょう。違いますか？　主イエスの預言によると人の子として受肉して戻られ言葉を発し、終わりの日の裁きの働きをすることは間違いないのです。復活した主の霊体では有り得ないのです。

ちょうど主イエスが天国の福音を伝えるため地上に現われたように終わりの日に神様は人の子として受肉して裁きの働きをするのです。主イエスは普通の人の子に見えましたが、権威と力のある言葉や働きによって人々を納得させました。その言葉や働きから主イエスが言われた事は全て真理であると誰もが納得し、主イエスは神様が遣った神様そのものであり、神様の働きをされたのだと信じられています。終わりの日に受肉された全能神が働きにお見えになると多くの人が神様の声を聞き、まるで人間界に光が差すように真理が見えるのです。受肉した人の子は真理を示し堕落した人類を裁き清めることができるのは誰にも明らかで、受肉した人の子が表した真理から神様の義なる性質もはっきり見えるので、人々は心から神様を畏敬し従い神様に救われ神様のものにされるのです。全能神は語り、神様の家から始る裁きの働きをされ、神様の玉座の前に来た者を全て清め救い災害の前に勝利者を作ります。今や全能神の言葉と神様の選民が裁きを受け清められ完全にされたという勝利の証しはすでにインターネットで公表されています。全能神は主イエスの再臨であり、人類を裁き救う唯一の真の神であると世界に向けて広く証ししています。全能神はこう仰っています。「わたしは地上すべてを観察し、世界の東に義と威厳、怒り、刑罰をもって現れ、すべての人間たちにわたしを現す」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十六章」）

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 5：人の子として神様の家から始る裁きの働きをするということですが、これは聖書の預言と完全に一致しています！　神様の家から始まる裁きはヨハネの黙示録にある大きな白い玉座での裁きの事ですか？　大きな白い玉座での裁きは悪魔サタンに属する未信者が対象で、主が戻られた時信者は天国に招かれ、未信者を滅ぼすため災害を呼ぶのだと思っていました。それが大きな白い玉座の前での裁きなのです。終わりの日の神様の裁きは既に始まったと言われますが、未信者を滅ぼすための災害はまだ起きていません。それが大きな白い玉座の前での裁きでしょうか？　終わりの日の神様の裁きとは何ですか？　はっきり説明していただきたいですな。

回答：聖書を本当に理解している人ならヨハネの黙示録の大きな白い玉座の裁きは終わりの日の神様の裁きの働きを意味している事がおわかりでしょう。受肉した全能神が現われ真理を示し終わりの日に裁きの働きをされ、堕落した人類を清め救っています。つまり大きな白い玉座の裁きは始まっており、神様の家でされているのです。神様はまず災害の前に勝利者の一団を作り、大災難を送って良き者に報い悪き者を罰し、悪の時代を終らせて終わりの日の大きな白い玉座の裁きは完了します。そして神様は公に現れ、新しい時代を開きます。もうおわかりのように大きな災害の前兆である四つの血の月が見られましたので、大災害はすぐそこまで来ているということで、大災害によって神様に逆らい神様を裁いて反抗し悪魔サタンに属する者はみな滅ぼされますが、これが大きな白い玉座の裁きでは？　聖書によれば主の再臨は公にと、そして秘かにという2つの段階があります。まず盗人のように来るというのは受肉して秘かに戻り真理を示して終わりの日の裁きの働きをされ、主な目的は勝利者の一団を完全にするということですので、「裁きの働きは神の家から始まる」という預言が成就します。終わりの日の神様の裁きの働きは神様が受肉され秘かに現われた時に始まっており、真理を示して人類全てを裁きます。まず神様の家から裁きが始まり、神様の声を聞き御前に連れて来られた者を清め救い勝利者にします。それで神様の偉大な働きは完了し大災害が始まるのです。神様は災害を用いて古い世界を破壊し罰します。これで終わりの日の裁きの働きは頂点に達します。神様が雲に乗って公に現われた時裁きの働きは完了し、その後に神様の国が出現します。天から新しいエルサレムがやって来るという預言が成就するのです。全能神も言われています。「神の働きの一面は、言葉を用いて全人類を征服し、選民を獲得する。また別の面では、神の働きは様々な災害を通して反逆の子らを全て征服する。これは神の大規模な働きの一部である。神の望む地上の国を完全に達成するにはこの方法しかなく、これは純金のような神の働きの一部である」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉の奥義の解釈」「第十七章」）。終わりの日の裁きの働きは全能神が正確に述べられているので、とてもよくわかります。全能神の終わりの日の裁きの働きはヨハネの黙示録にある大きな白い玉座での裁きであり、全能神の終わりの日の裁きの働きのおかげで書物を開いて死人を裁く、そして命の書を開くことも何を意味するのかが理解できます。書物を開いて死人を裁くとは神様を拒み逆らった者全員を裁くことで、これで彼らは断罪と罰を受け滅ぼされます。いのちの書を開くとは神様の家から始まる裁きの事で、すなわち終わりの日のキリストである全能神が示した真理により、玉座の前に引き上げられた者が裁かれ清められるということです。全能神の裁きを受け入れた神の選民は御前に引き上げられ、裁きを受け清められ救われるのです。神様の家から始まる裁きの働きで災害の前にこの者達を完全にし、それが賢い乙女であり、いのちの書に名前が記されヨハネの黙示録に預言された144,000名の勝利者であり、最後には天国に入り永遠の命を得る人達です。これでヨハネの黙示録第14章1から5節の預言が成就します。「なお、わたしが見ていると、見よ、小羊がシオンの山に立っていた。また、十四万四千の人々が小羊と共におり、その額に小羊の名とその父の名とが書かれていた。またわたしは、大水のとどろきのような、激しい雷鳴のような声が、天から出るのを聞いた。わたしの聞いたその声は、琴をひく人が立琴をひく音のようでもあった。彼らは、御座の前、四つの生き物と長老たちとの前で、新しい歌を歌った。この歌は、地からあがなわれた十四万四千人のほかは、だれも学ぶことができなかった。彼らは、女にふれたことのない者である。彼らは、純潔な者である。そして、小羊の行く所へは、どこへでもついて行く。彼らは、神と小羊とにささげられる初穂として、人間の中からあがなわれた者である。彼らの口には偽りがなく、彼らは傷のない者であった」。

終わりの日の全能神の裁きの働きはヨハネの黙示録の預言にある大きな白い玉座での裁きを成就し、大きな白い玉座とは神様の聖さと権威を象徴します。でも神様の権威はどうやってわかるのでしょう？　神様は言葉で天と地と全ての物をお創りになった事はご存知ですね。言葉で人類を導き清め救い全てをなさるのですから、神様の言葉が権威なのです。語られたこと、命じられたことは必ず実現し言葉で実現したことは永遠に残ります。終わりの日の全能神の働きは言葉で実行され、言葉で宇宙全体を支配し、人類を支配し導きと糧を与え現在人類を裁き清めてくださっています。全能神は言われます。「わたしは全地の人々をカナンの地へ連れて行きたいと願っている。それゆえ全宇宙を支配するため、カナンの地で声を発し続ける。現在、カナンの地以外のどこにも光はなく、すべての人々は飢えと寒さにさらされている」（「七つの雷が轟く――神の国の福音が宇宙の隅々まで広まることを預言」『言葉は肉において現れる』）。「このように、神が肉となる終わりの日には、神はすべてを成し遂げ、すべてを明らかにするためにおもに言葉を用いる」（「すべては神の言葉が達成する」『言葉は肉において現れる』）。「悪者はすべて神の口から語られる言葉によって罰せられ、義人はすべて神の口から語られる言葉によって祝福され、すべては神の口から語られる言葉によって確立され成就される。また、いかなるしるしや不思議も神は示さない。すべてが言葉によって成就され、言葉は事実を生み出すだろう。老若男女問わず、地上にいるすべての人は神の言葉を称え、神の言葉の下にすべての人々は服従する」（「千年神の国は訪れた」『言葉は肉において現れる』）。全能神の言葉は東から西へ向かって稲妻が走るように神様の玉座の前に帰ってくる者を清めて完全にし、真理を憎む偽善なパリサイ人や神様を拒み逆らう悪人を曝露し従わない者達をすべて打ちのめすのです。終わりの日の全能神の裁きの働きは神様がすでに玉座に座り支配している証拠です。邪悪で暗く古い世界はまだ存在しますが、まもなく様々な大災害によって滅びます。地上には神様の国を破壊できる力も神様の働きを消す力も邪魔する力もありません。神がその権威によって裁きの働きを地上で行うことは天の玉座と同じで誰も動かせない不変の事実なのです。全能神が言われます。「神の国は人間たちの間で拡大している。神の国は人間たちのただ中で形作られている。神の国は人間たちのただ中で建て上げられている。わたしの国を滅ぼすことのできる勢力はない」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第十九章」）。これが神様の言葉が持つ権威と力です。地上で神様の言葉が力を振るう事はキリストが世界を支配する事と同じで、地上で神様は玉座から地を支配しており、神様の国はもう地上に現われているという事でこれは誰も否定できない事実です。神様の御心は天に行われるようにすでに地に行われ、主イエスが言われた通り、「御国がきますように。みこころが天に行われるとおり、地にも行われますように」(マタイによる福音書 6:10)。ヨハネの黙示録も預言されています。「第七の御使が、ラッパを吹き鳴らした。すると、大きな声々が天に起って言った、『この世の国は、われらの主とそのキリストとの国となった。主は世々限りなく支配なさるであろう』。そして、神のみまえで座についている二十四人の長老は、ひれ伏し、神を拝して言った、『今いまし、昔いませる、全能者にして主なる神よ。大いなる御力をふるって支配なさったことを、感謝します』」(ヨハネの黙示録 11:15-17)。この言葉はもう現実になり終わりの日の全能神の裁きの働きで成就しました。

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 7：多くの者は私たちが信仰により罪を既に赦されて主の恵みと慈悲を授かったと信じています。主イエスに罪人とみなされていないのだからそのまま天国に招かれはずだと。主が戻られたのならなぜ我々を天国に招かずに、終わりの日の裁きの働きをする必要があるのです？　終わりの日の神様の裁きは人類を清めて救うことですか？それとも断罪して滅ぼすことですか？　私達にはわかりません具体的にお話しいただけますか。

回答：ご質問はとても現実的です。主を信仰することで罪は赦され救われるとしても、神様の目には私達はまだ汚れて堕落しており、罪から逃れ清められてないのです。罪を赦されたとは、単に律法において罪に問われないということで「恵みによって救われた」という事になるのです。神様に罪を赦され祝福をどれだけ授かり罪を赦された事で安心して幸せに過ごし、神様に祈り会話することができても、人は今だに罪を犯し続け神様に逆らい、聖なるものには程遠いのです。終わりの日に神様がお戻りになり、人類を清め救う働きをする必要があります。主イエスの贖いの働きは終わりの日の神様の裁きの働きの基礎を築いたに過ぎず、神様の人類の救いはまだ終わっていなかったことは認識すべきです。主を信じることで罪が赦されたのに罪を犯し続け、罪深い生き方から抜け出せないのはどうしてなのか不思議でしょう？　サタンによる堕落が余りにも深いので、サタンの本性を持ちサタンの性質に満ちてしまったのです。だから罪を犯してしまうのです。サタンの本性が潜んでいるから罪が赦されてもまた罪を犯して神様に逆らってしまうのです。神様に認めてもらえるには程遠いのです。だから主イエスは戻ってくると言われ終わりの日に裁きの働きをして、人類を徹底的に清めて救われるのです。全能神が言われます。「人が贖われる前、サタンの害毒の多くがすでに人の中に植え付けられていた。そしてサタンによって何千年も堕落させられてきた人間には、神に抵抗する本性がすでに定着していた。だからこそ、人が贖われたとき、それは人が高い代価で買い取られるという贖い以上のものではなく、人の中の害毒に満ちた本性は取り除かれていなかった。ここまで汚れた人は、神に仕えるのにふさわしくなる前に変化を経なければならない。この裁きと刑罰の働きによって、人は自分の中の汚れて堕落した本質を完全に知るようになる。そして完全に変わり、清くなることができる。この方法でしか、人は神の玉座の前へと戻るのにふさわしくなることができない。今日なされるすべての働きは、人が清められて変わるためのものである。言葉による裁きと刑罰、そして精錬を通じ、人は自分の堕落を一掃して清められることが可能になる。この段階の働きを救いの働きと考えるよりは、むしろ清めの働きと言ったほうが適切だろう。事実、この段階は救いの働きの第二段階であるとともに征服の段階でもある。人は言葉による裁きと刑罰を通じて神のものとされる。また言葉を用いて精錬し、裁き、露わにすることで、人の心にある汚れ、観念、動機、そして個人的な願望がすべて完全に暴かれる」（「受肉の奥義（４）」『言葉は肉において現れる』）。「人の罪は神の受肉を通じて赦されたが、それはその人の中にもはや罪がないという意味ではない。人の罪は、罪の捧げ物を通じて赦されることができたものの、どうすれば人がこれ以上罪を犯さないようになり、その罪深い本性が完全に根絶され、変化するかということについて言えば、人にはその問題を解決する術がないのである。人の罪は神による磔刑の働きゆえに赦されたが、人は以前の堕落したサタン的性質の中で生き続けた。そのため、人は堕落したサタン的性質から完全に救われなければならない。そうすることで、その人の罪深い本性が完全に根絶され、二度と芽生えなくなり、かくして人の性質が変わるのである。そのためにも、人はいのちの成長の筋道、いのちの道、そして性質を変える道を把握しなければならない。さらに、人はこの道に沿って行動することが求められる。その結果、人の性質は次第に変わり、その人は光の輝きの下で生き、何事も神の旨に沿って行ない、堕落したサタン的な性質を捨て去り、サタンの闇の影響から自由になることができ、それにより罪から完全に抜け出せるのである。このとき初めて人は完全なる救いを受けることになる。……したがって、その段階の働きが終わったあとも、依然として裁きと刑罰の働きが残っているのである。この段階は言葉によって人を清めるものであり、それによって人に従う道を与える。……この段階は前の段階よりもさらに有意義であり、いっそう有益である。と言うのも、今、人に直接いのちを施し、人の性質を完全に一新させられるのは言葉だからである。それははるかに徹底的な働きの段階である」（「受肉の奥義（４）」『言葉は肉において現れる』）

全能神の言葉はとてもわかりやすいですね。恵みの時代に主イエスは贖いの働きだけをされ主を信仰することで罪は赦されましたが、罪深い本性はそのままで人の罪深い本性はサタンの本性なのです。人に奥深く根付き人の命となったので、罪を犯し神様に逆らってしまうのです。サタンの本性こそ神様に抵抗する原因です。罪が赦されてもサタンの本性は赦されますか？　サタンの本性は神様と真理に真っ向から反するので、神様は赦されませんですから、人類をサタンの本性の束縛から救い裁き罰せねばならないのです。終わりの日の神様の裁きと刑罰は人に潜むサタンの本性と性質が対象です。サタンの本性は裁きと刑罰でしか除去できないのか？　苦しんで肉欲を克服し強い意志で自らを抑制すればサタンの本性を除去できますか？　絶対にできないのです。歴史上の聖徒達は体を苦しめ抑制してまで罪の束縛から解放され肉を超越しようとしましたが、サタンに勝って真に神様に服従できた者がいますか？　殆どいません。いたとしたら神様に完全にされた人ですので、そう多くはないでしょう？　神様の裁きと刑罰がなければ、人が持つサタン的な性質は清められません。人のいのちの性質は変わらないままで、サタンの本性は人間の方法では消せないことがわかります。真理と命を得て永遠に生きるには神様の裁きと刑罰、刈り込み、取り扱い、試練と精錬を受けるのです。そこで初めてサタンの本性は消えてなくなります。主イエスの贖いの働きをもとに全能神は終わりの日に裁きと刑罰の働きをされサタンの本性による束縛や支配から人類を救い清め救われ神のものにされるのです。終わりの日の神様の裁きと刑罰こそ人類を清め救うのです。これが事実です。

神様の裁きと刑罰は堕落した人類にとっては最高の救いで、それを経験しなければサタンの本性は消えて無くならないし、神様に向き直って神様のものになることも神様の約束を享受し素晴らしい終着点に着くこともできません。これは誰も否定できない事実です。神様の裁きと刑罰が人間にとって何を意味するのか理解できる人は少ないし、その働きで人類は断罪されるのか救われるのか？　神様の働きと人類の救いという神様の意向を理解する必要があります。御言葉を少し読んでみましょう。

全能神は言われます。「神はどのような手段で人を完全にするのか。それは神の義なる性質によって成し遂げられる。神の性質はおもに義、怒り、威厳、裁き、呪いから成り立っており、神はおもに裁きという手段で人を完全にする。中にはそれが理解できず、なぜ神は裁きと呪いによってしか人を完全にできないのかと問う人がいる。そのような人は「神が人を呪ったら、人は死ぬのではないか。神が人を裁いたら、人は断罪されるのではないか。それにもかかわらず、人はどうして完全になれるのか」と言う。神の働きを理解しない人はこのように言うのである。神が呪うのは人間の不従順であり、神が裁くのは人間の罪である。神の言葉は厳しく容赦がないものの、人の中にあるあらゆるものを明らかにし、そうした厳しい言葉を通じて人の中にある本質的な物事を露わにするが、神はそのような裁きを通じて肉の本質に関する深遠な認識を人に授け、そうして人は神の前で服従する」（「辛い試練を経験することでのみ、神の素晴らしさを知ることができる」『言葉は肉において現れる』）

「あなたがたはみな罪と放蕩の場所で生きており、あなたがたはみな淫らで罪深い。今日、あなたがたは神を見ることができるだけではなく、もっと重要なことに、刑罰と裁きを受け、真に深い救い、つまり、神の最大の愛を受けた。することすべてにおいて、神はあなたがたに真に愛情深く接している。神に悪意はまったくない。神があなたがたを裁くのは、あなたがたの罪ゆえであり、それはあなたがたが自省し、このすばらしい救いを受けられるようにするためである。これはみな人間を完全にすることを目的として行われる。始めから終わりまで、神は人間を救うために全力を尽くしており、神が自らの手で創造した人間を完全に破壊したいという願望はない。今、神は働くためにあなたがたのもとに来ており、このような救いはもっと偉大ではないのか。もし神があなたがたを憎んでいるのなら、あなたがたを直接導くためにそれ程大きな働きをするだろうか。なぜ神がそのように苦しむ必要があるのか。神はあなたがたを憎んでいないし、あなたがたに何の悪意ももっていない。あなたがたは神の愛が最も真実な愛であることを知らなければいけない。神が裁きを通して人を救わなければならないのは、唯一人が不服従だからである。そうでなければ、人を救うのは不可能であろう」（「征服の働きの内幕（４）」『言葉は肉において現れる』）

「時代を終わらせる神の最後の働きにおいて、神の性質は刑罰と裁きであり、神はその中で不義なるすべてのものを暴き、それによってすべての人を公然と裁き、真摯な心で神を愛する人たちを完全にする。このような性質だけが時代を終わらせることができる。終わりの日はすでに来ている。すべての被造物は種類ごとに選り分けられ、その本性を基にして異なる種類に分けられる。その瞬間、神は人の結末と終着点を明らかにする。もし人が刑罰と裁きを受けなければ、その人の不従順と不義を暴く術はない。刑罰と裁きを通じてでなければ、すべての被造物の結末を明らかにすることはできない。罰せられ、裁かれて初めて、人は本当の姿を示す。悪は悪と共に、善は善と共に置かれ、すべての人は種類ごとに選り分けられる。刑罰と裁きを通じ、すべての被造物の結末が明らかにされ、それによって悪人は罰せられ、善人は報いられる。そして、すべての人が神の支配に従属することになる。この働きのすべては義なる刑罰と裁きを通じて達成されなければならない。人の堕落は頂点に達し、人の不従順は極度に深刻になってしまったので、おもに刑罰と裁きから成り、終わりの日に明らかにされる神の義なる性質だけが、人をすっかり変えて完全な者とすることができる。この性質だけが悪を暴き、よってすべての不義なる者を厳しく懲罰することができる。……終わりの日には、義なる裁きだけが人を種類ごとに選り分け、新しい領域に連れて行くことができる。このように、裁きと刑罰から成る神の義なる性質を通じ、時代全体に終わりがもたらされるのである」（「神の働きのビジョン（３）」『言葉は肉において現れる』）

全能神の言葉を聞くと、神様の御言葉から真実を見ることができます。神様の裁きと刑罰を受けなければ堕落した人類は真理も命も得られず、罪深い本性を消し去り救われることもなく、神様の義の性質や神様そのものを知ることもないでしょう。人類はサタンによって何千年も堕落させられ、すべてサタン的な性質を持ち傲慢でうそつきで無謀です。神様を信じていても罪を犯してしまい、神様にも逆らいます。人間は神様を知らず畏れていないのは間違いありません。サタンの性質を持つ人間が完全に神様に服従し認められるためにはどうしたらよいのでしょう？　神様の義と威厳と怒りの性質を理解し、神様が人類を裁いて清めるために示す真理をすべて理解して神様に裁かれ刑罰を受ける必要があります。そこで初めて神様に征服され御前に跪いて真から懺悔でき真理を理解して実践すると徐々に性質が変り神様に認められる者になれます。恵みの時代の主の信者はなぜ自分自身を知ることができず、神様を畏れず罪に生き神様に逆らって反抗しても気にしなかったのでしょう？　神様は終わりの日の裁きの働きをされなかったからです。神様の裁きと刑罰を受けなければ人間は自分のサタンの本性に気づかず傲慢なままで変らず本当に神様に従い畏れることもないのです。主に従わないなら十字架を背負い主に付いて行くことはできないと言われるかもしれません。恵みの時代に何もかも犠牲にして主のために働いたのは栄光を手にして報われ、天国に入るためで心から主を愛し従ったわけではないでしょう？　いのちの性質も根本から変りましたか？　本当に主の御心に叶う者になりましたか？　なぜ私達は主のために尽くしながら主と取引きしようとして主を利用し騙そうとするのでしょう？　神様は人間の本心を観察します。人は外面神様は内面を見るのです。外面がいかに良くても神様の御心に叶っているとは限りません。神様の家で始まる終わりの日の裁きの働きは人間のサタンの本性を徹底的に清め救うことなのです。終わりの日の神様の裁きと刑罰を受けてこそ、自分の本性や本質やサタンに堕落させられた状態も人間らしくない悪魔サタンのように生きてきた事が自覚できるのです。恥を知り神様の前に跪き悔い改め深く反省し、自分が誰よりも強いとか優れているとか思えなくなります。自分を嫌悪し呪い堕落した生き方を捨て無意識に謙虚になり横柄さも無くなります。同時に神様の性質が義にして聖であり不可侵であることも判るので自ずと神様への畏敬の念を抱きます。好き勝手な言動を慎むようになり、肉を捨て真理を実行し視点に変化が生じます。いのちの性質が変り始め神様の采配と定めに従い、未来や運命や欲望に惑わされず、本当の人間として生きられるのです。神様の裁きと刑罰を受けた後は全能神が言葉で裁き刑罰をくだすのは人間をこらしめ滅ぼすためではなく、清めて完全にするためだということがわかります。これこそが神様の慈悲と救いで神様は私達を本当に純粋に愛しておいでです。神様の家から始る裁きの働きは終わりの日の神様の働きを受け入れた者全員を対象としています。災害の前に勝利者の一団が造られます。これは神様の約束通り天国に招かれる人達です。神様に逆らう邪悪な者には神様は裁きも刑罰も与えず、大災害で滅ぼされるのを待つばかりなのです。神様の選民は裁きと刑罰を受けて清められ救われ完全にされて真理を憎み神様に逆らう反キリスト、邪悪な者は断罪され滅ぼされることは間違いないのです。

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 8：どのように裁きの働きをされ人類を救い清めるのですか？

回答：真の道を求め調べている人なら終わりの日の全能神の裁きの働きを理解したいですよね。それについては全能神が語っておられますから、御言葉を少し読んでみましょう。

「神の今回の受肉において、神の働きは主に刑罰と裁きを通して神の性質を表すことである。これを基礎として、神は人により多くの真理をもたらし、より多くの実践方法を示し、こうして人を征服し、堕落した性質から人を救うという神の目的を達成する。これが神の国の時代における神の働きの背後にあるものである」（「序文」『言葉は肉において現れる』）

「終わりの日には、キリストはさまざまな真理を用いて人間を教え、人間の本質を明らかにし、人間の言動を解剖する。そのような言葉は、人の本分や、人はいかに神に従うべきか、人はいかに神に忠実であるべきか、いかに正常な人間性を生きるべきかや、また神の知恵と性質など、さまざまな真理を含んでいる。これらの言葉はすべて人間の本質とその堕落した性質に向けられている。とくに、人間がいかに神をはねつけるかを明らかにする言葉は、人間がいかにサタンの化身であり、神に敵対する力であるかに関して語られる。神は裁きの働きを行うにあたって、少ない言葉で人間の本性を明らかにすることはない。むしろ長い期間にわたり、それをさらけ出し、取り扱い、刈り込む。このような方法のさらけ出し、取り扱い、刈り込みは通常の言葉が取って代わることはできず、人間が一切持ち合わせていない真理でなければ取って代われない。このような方法のみが裁きと呼ばれることができる。このような裁きを通してのみ人間は屈服し、徹底的に納得して神への服従に向かうようになり、さらに神についての真の認識を得ることができる。裁きの働きがもたらすのは、神の真の顔と人間自らの反抗的性質についての真相を人が認識することである。裁きの働きにより、人は神の心、神の働きの目的、人には理解することのできない奥義についてかなり理解できるようになる。また、それにより人は自分の堕落した本質と堕落の根源を認識し知るようになり、人間の醜さを発見する。これらの効果はすべて、裁きの働きによりもたらされる。それは、実際に、この働きの本質は神を信じる人すべてに神の真理、道、いのちを開く働きだからである。この働きが神による裁きの働きである」（「キリストは真理をもって裁きの働きを行う」『言葉は肉において現れる』）

「神がこの時代に実行する働きは、おもに人間のいのちのための言葉を与えること、人間の堕落した性質および人間の本性の実質を暴くこと、そして宗教的観念、封建的思考、時代遅れの考え、さらに人間の知識と文化を一掃することである。これらのことはすべて神の言葉による暴きを通して清められなければならない。終わりの日において、神はしるしや不思議ではなく、言葉を用いて人間を完全にする。神は言葉によって人間を露わにし、裁き、罰し、人間を完全にし、それにより人間が言葉の中に神の知恵と愛らしさを見、神の性質を知り、神の業を目にするようにする」（「今日の神の働きを知ること」『言葉は肉において現れる』）

「神には人間を完全にする手段が多数ある。神はありとあらゆる環境を用いて人間の堕落した性質を取り扱い、様々な物事を用いて人間を暴き出す。神は、ある点に関しては人間を取り扱い、別の点に関しては人間を暴き、また別の点に関しては人間を明らかにし、人間の心の奥にある『奥義』を掘り出して明示し、人間にその数々の状態を明らかにすることにより本性を示す。神が実践的であることを人間が知ることができるように、神は暴露、取り扱い、精錬、刑罰など、様々な手段を通して人間を完全にする」（「実践に集中する者だけが完全にされることができる」『言葉は肉において現れる』）

神様は堕落した人類を裁き清める時真理のあらゆる側面を考慮し、神様に抵抗して逆らう人間のサタンの本性を裁き明らかにして、神様の聖なる不可侵で義なる性質を見せられます。神様の御言葉による裁きで、人間はサタンによる深い堕落を自覚し、犯されない神様の聖なる本質と義なる性質を理解できるので、神様に畏敬の念を抱きます。これで罪の束縛から解放され清められて救われるのです。全能神の言葉を読むと、神様に直々に裁かれ正体を暴かれている剣のような御言葉に反抗的なサタンの本性を裁かれ暴かれていると実感できます。サタンに深く堕落させられた傲慢でうそつきで、わがままな卑しい本性を自覚できます。信仰していると言いながら、神様を尊ばず畏れの念も持たず神様も人も欺こうとします。神様の代わりに人間を崇拝して従い地位をひけらかし名声を求めて人を従わせようとし、神様と対立までして自分の王国を築こうとします。自然災害や人災に遭うと神様に不平を言い逆らって、神様の新しい働きが自分の思い通りにいかないと当時のユダヤ教のパリサイ人のように振る舞い、勝手に神様を解釈し、裁くのです。神様のために少しだけ尽くし奉仕し苦労しただけで、後輩に対して尊大になり、神様からお恵みと祝福を要求します。要求が満たされないと気落ちして奉仕を放棄します。サタンによる堕落のひどさがわかりますね！　人間らしい生き方ではありません。私達は本質的にサタンの化身です。サタンによる堕落を自覚して、激しい恥と後悔に苛まれ、汚されない神様の聖さと犯されない義なる性質を認識しました。神様の御前に跪き自分のサタン的本性を憎み悪事を懺悔せずにはいられません。神様の裁きと刑罰を受け入れ被造物の本分を尽くし、神様の采配には何でも従うようになる。これが神様の言葉による裁きが選民にもたらす成果なのです！

神様の裁きと刑罰のおかげで皆さんにも分かったことですが、神様は言葉によって私達を裁き暴くだけではなく、私達の実際の状況を考慮し様々な環境や人や物事を通して私達を試し正体を暴き刈り込んで取り扱い、戒められます。神様の裁きと刑罰、刈り込み、取り扱いによって私達は自分の傲慢さと頑固さを知ります。裁きと刑罰を受けなかったら私達の性質は変らないでしょう。例えば本分を尽くしていても真理を実践しません。元々傲慢なため好き勝手な事をし名声を得るとひけらかし霊的な闇に落ち込み、神様の臨在を感じなくなり心は痛みます。その時、心の中で神様の言葉に叱責されるのです。時には神様は人や物事を配置して刈り入れや取り扱いをしますが、それは私達が御前にもどり反省して自分自身を知り人を支配しようという傲慢な野心を自覚するためです。自分の本性が大天使と同じだと気づいた私たちは畏れおののき、神様の性質が不可侵であることを感じて神様の前に跪き祈って悔い改める。その時神様の御言葉の慰めと励ましで神様が人類を救う上での御心が全て理解でき、消極的で弱気になることもなく、信念を持って真理を追求し性質を変えようとする。神様の実際の刈り入れと取り扱い、戒めと叱責を何度も経験すれば、傲慢な性質は変化し本分を尽くすにも控え目で以前のように横柄ではなく、自分の堕落を進んで認め務めて神様を高めようと証しをし、これこそ心が安らぎ楽しめる生き方だと感じる。神様の救いの働きは非常に実際的です！　神様の裁きと刑罰を経験して神様の義の性質を本当に理解し、神様がどんな人を好み逆に嫌いどんな人を救い逆に排除しどんな人を祝福し逆に呪うのかも神様が全て見通し支配していることも認識できます。神様はすぐ側におられ、私達を導き救い、神様の示す真理は堕落した人類を裁き罰すること、見通し清めることであり、神様を畏れ堕落した性質を変えることで、何かあった時に私達は真理を求め実践し、神様に従い徐々に真の人間として生きるようになるのです。きょうまで成し遂げてきた事は終わりの日の神様の裁きの働きの成果であり、神様の偉大な愛と救いのおかげなのです。

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 9：終わりの日の神様の働きを受け入れますが、どうすれば神様の裁きと刑罰を経験し真理と命を得て罪深い本性を消し去り救われて天国に入れるのですか？

回答：どうすれば神様の裁きと刑罰を経験し、真理と命を得て罪深い本性を消し去り救われて天国に入るのかということですが、この質問はとても重要で、私達の行く末と終着点に深く係っています。全能神の言葉を読んで真理のこの側面を確かめましょう。

「神への真の信仰とは、神はすべてのことに支配権を持つという信念に基づいて神の言葉と働きを経験することを意味する。堕落した性質から解放され、神の望みに応じ、神を知ることができる。そのような道程を経てのみ、神を信じていると言える」（「序文」『言葉は肉において現れる』）

「現在の言葉を語る過程は、征服そのものの過程である。では具体的に、人はどのように協力するべきなのか。これらの言葉をどのように飲食するかを知り、言葉を理解することで協力するのである。人がどのように征服されるかについては、それは人が自分でできることではない。あなたにできるのは、これらの言葉を飲み食いすることによって自分の堕落と汚れ、反抗心と不義とを知り、神の前にひれ伏すことだけである。神の心意を把握した後に、それを実行に移すことができ、そしてビジョンを持ち、これらの言葉に完全に従うことができ、自分勝手な選択をしないならば、あなたは征服されている。そして、それは言葉による成果である」（「征服の働きの内幕（１）」『言葉は肉において現れる』）

「神の言葉に自分自身を完全に捧げ、神の言葉を飲み食いすること、真理を探求すること、そして神の言葉の中にある神の意図を探し求めることに集中し、すべてにおいて神の心を把握しようと努めなければなりません。それが最も根本的にして極めて重要な実践の方法です。……神の言葉への心からの献身はおもに、真理を探し求めること、神の言葉の中にある神の心を探し求めること、神の心を把握することに集中すること、神の言葉からさらなる真理を理解し獲得することが含まれます。……神の性質と愛らしさを認識することに心を砕いたのです。ペテロはまた、神の言葉から人間の様々な堕落した状態を、また人間の堕落した本性や実際の欠点を認識しようと努め、それにより神が人間に課す要求のすべての側面を満たし、神を満足させました。ペテロは神の言葉を守る数多くの正しい実践を行ないました。それは神の心にもっともかなっており、また神の働きを経験しつつ人が行なうことのできる最高の協力方法です」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）

神様を信仰することの意味をまず理解する必要があります。信仰とは神様の言葉と働きを経験して真理を知り、真理の現実を生きることでそれが神様を信仰するということです。終わりの日の神様の働きは言葉で裁くことですので、堕落した性質を清め救われたいのなら、まず神様の御言葉に集中して心から読み神様の御言葉による裁きを受け入れることです。神様の言葉がどんなに辛らつに響き苦々しくても神様の言葉は全て真理であり、私達が生きるべきいのちなのです。神様の語りかけは全て私達を清めて変え、私達が堕落した性質を捨て救われ、真理を理解し神様のことをもっと知ることができるようにします。神様の言葉による裁きと刑罰刈り入れと取り扱いを受ける必要があります。神様の言葉の意味する真理を得たければ、苦労してでも真理と御言葉に従い、御言葉の真理を求め御心を感じ自分を見つめ直し御言葉によって、横柄さ欺瞞わがまま卑しさを自覚し、神様と取引し利用し騙し真理を弄ぶといったサタン的性質も信仰の不純さや祝福を狙った裏心も自覚しなければなりません。そうすると徐々に堕落の真実と自分の本性と本質が見えてくるでしょう。真理をより理解すると神様への認識が深くなり、神様がどんな人を愛し嫌うのかどんな人を救い逆に排除しどんな人を使い祝福するかがわかるようになるでしょう。そうすると神様の性質が理解できます。神様の御言葉による裁きと刑罰を経験してできることです。真理を追求したければ御言葉による裁きと刑罰を経験すること、全ての真理御言葉を実践して神様に従うこと、それができる人は神の言葉を経験することによって真理が徐々に理解でき、現実に入り救われて完全にされるでしょう。神様の示した真理により神様の出現と働きを認識しても真理を愛さない者は神様のために全てを犠牲にして本分を尽くす限り救われると思っています。しかし信仰歴が長くても結局は真理もいのちも得られません。わずかな言葉や文字や理論しか知らないのに、真理も現実も分かっていると思い込んで、自分に嘘をついているので間違いなく神様に見捨てられます。どうやって神様の働きを経験し救われるのか？　全能神の言葉をもう少し読んでみましょう。

全能神は言われます。「単に神の言葉を読むだけでは、人のいのちが成長することはできず、神の言葉が実践されて初めて成長できる。もしもあなたの考えが、神の言葉を理解しさえすればいのちと霊的背丈を得ることができる、というものであれば、あなたの理解は歪んでいる。神の言葉の真の理解は、あなたが真理を実践する時に生まれる。そしてあなたは『実践して初めて真理を理解できる』ということがわかっていなければならない」（「いったん真理を理解したら、それを実践すべきである」『言葉は肉において現れる』）

「ペテロは、神を信じる中で、全てにおいて神を満足させること、そして神から来るもの全てに従うことを追い求めた。そしてペテロは不平一つ言わず、刑罰や裁きと同様に、精錬、苦難と生活上の欠乏も受け入れ、そのいずれも彼の神への愛を変えることはなかった。これこそ神への究極の愛ではなかっただろうか。これこそ被造物の本分を尽くすということではないだろうか。刑罰、裁き、試練――これらの中にあっても、死に至るまで従順であることができ、そしてこれこそが、被造物が達成すべきことであり、神への純粋な愛である。仮に人がここまで達成できたのなら、その人は被造物として相応しいということであり、これ以上創造主の満足を得られることはないであろう」（「成功するかどうかはその人の歩む道にかかっている」『言葉は肉において現れる』）

「あなたが追い求めるものが真理であり、実践することが真理であり、それによってあなたが得るものが自分の性質の変化であるなら、あなたが歩む道は正しいのである。もしあなたが追い求めるものが肉的な祝福であり、実践するものが自分の観念の中にある真理であり、自分の性質に変化がなく、また肉において神に全く従わず、未だ曖昧さの中に生きているのであれば、あなたの追い求めるものはあなたを確実に地獄へと導くであろう。なぜなら、あなたの歩む道は失敗の道だからだ。あなたが完全にされるか排除されるかは、あなた自身の追求にかかっている。つまり、成功するかどうかはその人の歩む道にかかっていると言える」（「成功するかどうかはその人の歩む道にかかっている」『言葉は肉において現れる』）

「自らの本分を尽くしながら神を満足させることができ、言動において原則をしっかりともち、真理のあらゆる側面の現実に入ることができるなら、その人は神により完全にされる人間です。神の働きと言葉は、そのような人にとって完全に有効であり、神の言葉はその人のいのちとなり、その人は真理を得て、神の言葉に沿って生きることができる、と言うことができます。その後、その人の肉体の本性、つまり、根源的存在の基礎そのものが、震えてばらばらになり崩壊します。神の言葉を自らのいのちとして有するようになると、人は新しい人となります。神の言葉が人のいのちとなり、神の働きのビジョン、人類への神の要求、人への神による暴露、神が人に達することを要求する真のいのちのための基準が人のいのちとなり、これらの言葉と真理に従って生きるならば、人は神の言葉によって完全にされます。そのような人は生まれ変わり、神の言葉をとおして新しい人となったのです」（「ペテロの道を歩むには」『キリストの言葉の記録』）

全能神は言われます。「人のいのちが成長することはできず、神の言葉が実践されて初めて成長できる。……」。これは真理です。とても実際的だわ！　神様の御言葉を実践も経験もしない信者は真理を得ません。真理がない人はいのちもありません。全能神はペテロの真理の求め方について話されました。ペテロは真理を求める人で神様をどう愛するか考え、いのちの性質を変えようとし、そのために神様の裁きと刑罰、そして試練と精練を受けました。主が彼をサタンに引き渡しても死ぬまで逆らわず逆さ磔にされることで美しく響く証しをしました。ペテロは信仰の在り方に注意し心から神様に従い愛しました。説教や奉仕だけではなく真理の実践とその現実に入ることに集中したので、神様に完全にされ認められたのです。ペテロの証しによると私達は救われたければ真理を追求し神様の御言葉に集中し、神様の御心を察し真理を実践し、その現実に生きるのです。そうすれば真理の理解が深まり、その実践の道が増えます。いつの間にか真理の現実に生きるようになります。理論だけで満足していたら真理を実践して現実に生きることはできません。理論を理解していても真理を理解しているとは言えず、真理を理解して初めて神様と自分自身を知り真の悔い改めができます。理論の知識でできることではありません。理論の知識があると傲慢になりがちで神様も自分自身も知らないままです。終わりの日の神様の働きについては真理を愛さない者は神様の言葉による裁きと刑罰を避けてしまい、御言葉が核心を突いているのがわかると神様を避けるので真理を得ることもないのです。本当に真理を愛するなら真理を得るためにどんな苦しみでも受け入れるでしょう。神様の言葉による裁きの苦しみにも耐え試練や精錬があっても耐えられるでしょう。家族が引き裂かれても実刑を受けても命を捨てても神様の証しをしますから、間違いなく真理を得神様から認めてもらえるでしょう。

映画『勝利の凱歌』より引用


XI. 真のキリストと偽キリストの見分け方に関する質問と答え


質問 1：主イエスの御名と道に忠実であり、偽キリストたちや偽預言者を相手にせず、目を覚まして待てば、主は来られる時にかならず啓示をくださる。主の御声を聴かなくても引き上げていただける。主イエスはこう言われた「そのとき、だれかがあなたがたに『見よ、ここにキリストがいる』、また、『あそこにいる』と言っても、それを信じるな。にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」（マタイによる福音書 24:23-24）。あなたたちは偽キリストたちや偽預言者たちの欺きを認めないのか？　だから我々は、主の到来を証しする者は全て、間違いなく偽者だと信じているのだ。吟味するまでもない。主は来られるときには、啓示をくださるし、私たちを見捨てるはずはない。これが正しい信仰実践だと思う皆はどう思うかな？

回答：主イエスは確かに、終わりの日の偽キリストと偽預言者のことを預言されました。これは事実です。しかし、ご自身の再臨も何度か明確に預言されました。私たちはそう信じてますね？　多くの人は主イエスの再臨の預言に関しては偽キリストや偽預言者を警戒することに集中し花婿の到来を迎えることや、花婿の声を聞くことは全く考えません。何が問題かというと喉につかえるのを恐れて、食べないのと同じでしょう？　実際には、偽キリストと偽預言者をいくら警戒しても、再臨をお迎えせず、御座まで連れて行かれない者は、神に見捨てられた愚かなおとめであり、主に対する我らの信仰は完全な失敗なのです！　再臨をお迎えするための鍵は、御声を聞き分けることです。キリストが真理、道、いのちだと認めれば、簡単に神の御声だと分かります。真理を見極められず、神のしるしや不思議な業に目を向けるだけなら、間違いなく偽キリストや偽預言者に騙されます。真の道を求めも学びもしなければ、決して御声を聞くことはできません。死を待って、自身の破滅を招くことになりませんか？　私たちは主の御言葉を信じ、神の羊は神の御声に聞き従います。真の知恵と資質があり、御声を聞き分けられる者は、偽キリストたちや偽預言者たちに騙されはしません。偽キリストや偽預言者は、真理がなく、神の働きができないからです。私たちが気にかけることではありません。混乱している愚か者だけが偽キリストや偽預言者に騙されるのです。賢いおとめは、偽キリストや偽預言者に騙されません。神の配慮と加護があるからです。神が人を作られたとき、賢いおとめは人の霊が与えられ、御声が聞こえました。神の羊が御声に聞き従うのは、神が定められたことです。愚かなおとめだけが、偽キリストや偽預言者から身を守ることばかりに気を取られ、再臨を求めずにいるのです。主の再臨をお迎えし、偽キリストと偽預言者に騙されたくなければ偽キリストが人を騙す手段を理解しないといけません。実は、主イエスは、偽キリストや偽預言者のやり方について、既に語っておられます。主イエスは言われました。「にせキリストたちや、にせ預言者たちが起って、大いなるしるしと奇跡とを行い、できれば、選民をも惑わそうとするであろう」（マタイによる福音書 24:24）。つまり、偽キリストと偽預言者は、神の選民を騙すために、しるしや不思議な業に頼るのです。これが、偽キリストの欺きの主な手口です。ここで重要なのはなぜ偽キリストがしるしや不思議な業を用いるかということです。偽キリストと偽預言者には真理が全くないからです。その本性も本質も極悪な霊なのです。だから、しるしや不思議な業に頼るのです。偽キリストや偽預言者に真理があるなら、しるしや不思議な業を用いたりしません。偽キリストや偽預言者がしるしや不思議な業を見せるのは、それしかできないからです。これが分かっていないと、彼らにあっさり騙されます。キリストのみが、真理、道、いのちなのです。真理を表し、人々に道を示し、命を与えることができるのはキリストのみです。真理を表せない者は、間違いなく偽キリスト、詐欺師なのです。偽キリストや偽預言者はこうして見抜くのです。真の道を求め学びようとする者はこの原則に従って神の御声を求め確めれば間違いはないのです。全能神は、もう偽キリストや偽預言者のやり方を暴露しておられます。全能神の言葉の一節を、読みましょう。全能神は言われます。「この時代に、しるしや不思議を起こし、悪霊を追い払い、病人を癒やし、多くの奇跡を行える人が現れて、またその人が自分は再来したイエスであると主張したなら、それはイエスのまねをしている邪霊による偽物である。これを覚えておきなさい。神は同じ働きを繰り返さない。イエスの段階の働きはすでに完了し、神は二度と再びその段階の働きをしない。……人間の観念では、神は常にしるしや不思議を見せ、病人を癒やし、悪霊を追い払い、いつでもイエスのようでなければならない。しかし今回神はまったくそのようではない。もし終わりの日に神がいまだにしるしや奇跡を示し、まだ悪霊を追い払ったり病人を癒やしたりしていたら、神がイエスとまったく同じようにしたならば、神はイエスと同じ働きを繰り返していることになり、イエスの働きは無意味で無価値ということになる。だから、神は時代ごとにひとつの段階の働きをするのである。ひとたびその段階の働きが完了すれば、すぐさまそれを邪霊がまねをし、サタンが神のすぐ後ろをついてくるようになれば、神は方法を変更する。ひとたび神が一つの段階の働きを完了すると、邪霊がまねをする。このことをよく理解しなければならない」（「今日の神の働きを知ること」『言葉は肉において現れる』）。「神の働きは人が抱く観念とは決して一致しない。神の働きはいつも新しく、決して古くないからである。神は古い働きを決して繰り返さず、むしろこれまでなされたことのない仕事をたゆみなく行う」（「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」『言葉は肉において現れる』）

全能神は神がいつも新しく、古くなく、決して同じ働きはなさらないとはっきり仰せられます。これは主イエスが来られ、恵みの時代を開き、律法の時代を終わらされた時と同じです。主イエスは贖いの働きという一つの段階をなさり人類を罪から救われました。働きの効果が出るように、しるしや不思議な業をなさいました。終わりの日には、全能神が来られ、神の国の時代を開かれ、恵みの時代を終わらされました。でも主イエスの働きを繰り返されはしません。その代り、主イエスの贖いの働きを基に、神の家から始まる裁きの働きをなさいます。人類の清めと救いのための真理をすべて表して人の罪の源とサタン的性質を解消し、人をサタンの影響から完全に救い、神のものとされます。偽キリストたちは全てキリストのふりをしている悪霊です。新しい時代を開いて古い時代を終わらせることなどできません。できるのは、主イエスを真似て簡単なしるしと不思議な業を行い愚かで判断力のない人たちを騙すことだけです。主イエスのように死人を生き返らせたり、五つのパンと二匹の魚で五千人のお腹を満たしたり、風と海を叱ったりなどはできません。彼らには到底できないことです。実際、偽キリストたちは邪悪な悪霊で、完全に真理を欠いています。だから、しるしや不思議な業でしか人を騙せないのです。ほかには、神の御言葉の口調や昔の簡単な御言葉を真似て、人を騙したり諭したりするのです。全能神の御言葉を見てみましょう。全能神は言われます。「受肉した神はキリストと呼ばれるので、人に真理を与えられるキリストは神と呼ばれる。ここには何の誇張もない。なぜなら、そのキリストは神の本質を有し、神の性質を有し、その働きには知恵があり、これらはどれも人間の手の届かないものだからである。キリストを自称しながら神の働きを行なえない者は、詐欺師である。キリストは、単なる地上における神の顕現ではなく、人の間で働きを行ない、それを完成させるにあたって神が宿った特有の肉体でもある。この肉体は誰でも取って代われるものではなく、地上における神の働きを適切に引き受け、神の性質を表わし、神を十分に象徴し、人にいのちを与えられる肉体である。遅かれ早かれ、キリストになりすましている者たちはみな倒れる。彼らはキリストを自称しながら、キリストの本質を何ひとつ有していないからである。ゆえにわたしは、キリストの真偽は人が定められるものではなく、神自身が答えて決めるものだと言う」（「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」『言葉は肉において現れる』）。全能神の御言葉から分かるのはキリストが受肉の神、聖霊が肉に実現された方だということです。つまり、神の持つものと神であるもの性質、知恵を含む神のもの一切がキリストの肉に実現されています。キリストは神性を宿しておられ、真理の化身であられます。いつでもどこでも真理を表して人を養うことがお出来になります。キリストだけが人類を贖い救うことがお出来になるのです。これは誰にも真似できないし、否定もできません。ほとんどの偽キリストたちは悪霊に憑かれています。あまりにも傲慢な迷える人々で。その正体は悪霊であり、悪魔です。だからどんなしるしや不思議な業を行っても、聖書を曲解しても、どんなに深い知識や理論を語っても、ただ人々を騙し、害を与え、滅ぼすだけなのです。彼らは何の益ももたらさず、人々の心に暗闇をもたらし、道を閉ざしてサタンの餌食にするだけなのです。明らかなのは、偽キリストと偽預言者が皆サタンの化身であり、神の働きを妨げに来た悪魔だということです。だから、どれだけ多くの人を騙し、害を与え、滅ぼそうとやがては倒れて身を滅ぼします。これぽっちの真理もないのですから。私たちは真のキリストと偽キリストを見分け方を理解すれば偽キリストたちに騙されることを恐れず、御声を聞いて神の出現をお迎えできるはずです。

全能神の御言葉が偽キリストや偽預言者の本質をあばいてくださることで、私たちはやっと区別ができます。実際、偽キリストたちや偽預言者たちは真理が全くない、悪霊なのです。簡単なしるしと不思議で人を騙すことしかできません。真理のこうした側面が分かれば、偽キリストや偽預言者にはもう騙されません。あなたがたは主が戻られるとき人に必ず啓示をなさるとも言いましたが、実際、多くの人は主の御名と道に忠実な者は、再臨の時、主の啓示が与えられ、御声を聞かなくても、天の御国にすぐに招いてもらえるだと信じています。これは明らかに主イエスの御言葉に反しています。主は言われました。「わたしの羊はわたしの声に聞き従う。わたしは彼らを知っており、彼らはわたしについて来る」（ヨハネによる福音書 10:27）。「耳のある者は、御霊が諸教会に言うことを聞くがよい」（ヨハネの黙示録 2:7）。主イエスははっきり、来た時には御言葉を語り、神の御声を表すと仰せられました。御声を聞き、求め、受け入れる者は全て、主の再臨をお迎えし、御座の前に連れて行かれるのです。主の到来の証しを聞いたのなら、到来を求めも確かめもしなくてもいいのでしょうか？　主の啓示をただ待っているだけでいいのでしょうか？　主はそのようにされますか？　私たちにただ啓示を待てと言われましたか？　言われませんでした！　そんな考え方は人を惑わし、騙すだけです愚か者だけが言うことです。その通りに主の啓示を待っていれば、死を待つ他なく、我が身に破滅を招きます。では、全能神の御言葉を見てみましょう。「さらに多くの人々が、神の新しい働きがどのようなものでも、預言による裏付けがなければならず、その働きの各段階で、本心で神に従うすべての者には啓示が示されなければならない、そうでなければそれは神の働きではありえないと信じている。人が神を知るようになるのはただでさえ決して容易なことではない。さらに、人の愚かな心、ならびにうぬぼれという反抗的な本性を考慮すると、人が神の新しい働きを受け入れるのはなおさらむずかしい。人は神の新しい働きを入念に調べることも、謙遜して受け入れることもない。むしろ、軽蔑的な態度をとり、神の啓示と導きを待つ。これは神に反抗し、敵対する人の行動ではないだろうか。そのような人たちがどうして神の承認を得ることができようか」（「自己の観念で神を規定する人がどうして神の啓示を受けられるのか」『言葉は肉において現れる』）。もし主の到来に関して、やみくもに自分の観念や想像にしがみつき、真理を求めず、神の御声を聞くことに注意せず、神の啓示をただ待っていては、いつまでも主の到来をお迎えできません。恵みの時代には、主イエスについてきた人々で、先ず啓示が与えられたからついてきた人など誰もいませんでした。皆、人々による主イエスの証しや主イエスの御言葉や説教を聞き、御声を認識したから主に従ってきたのです。ペテロは神から啓示を受け、主イエスがキリストで、神の御子であると知りましたが、それはペテロが主イエスにしばらく従ってから起こったのです。主イエスの御言葉や働きから、ペテロは主について少し分かったのです。そしてその時初めて聖霊の啓きを受けたのです。終わりの日には、肉となられた全能神が神の家から裁きの働きを始められ、数百万の御言葉を話されました。数えきれないほどの人がついてきましたが、その前に神の啓示を受けた人は一人もいませんでした。全能神に従う人たちは皆、全能神の御言葉と働きを求め学んでいるうちに聖霊の啓きを受け、全能神の御言葉が全て真理であると感じ、御声だと認めました。その時初めて、終わりの日の神の働きを受け入れたのです。そして、神の御座の前に招かれました。これは黙示録の預言の成就ですね、「見よ、わたしは戸の外に立って、たたいている。だれでもわたしの声を聞いて戸をあけるなら、わたしはその中にはいって彼と食を共にし、彼もまたわたしと食を共にするであろう」（ヨハネの黙示録 3:20）。でも、宗教界には、自分たちの観念や想像に固執する人たちがいます。彼らはただ主の啓示を待つだけで、御声を聞こうとしないのです。特に、牧師や長老の方々は終わりの日の全能神の働きを前にしても、求めて学ぶどころか、噂を流して、必死で全能神に反抗し非難するのです。信者を騙し、真の道を学ぶのを止めようとさえするのです。彼らは終わりの日の神の働きによって毒麦や反キリストとして明らかにされ神の働きによって排除されるのです。実際、神は肉となって地上で働かれた2回とも、誰にもそれを事前に明かされてはいません。創造主であられ、ご自身の働きの計画を持っておられるからです。人の観念や想像によって働くことも、人の助言を求めることもありません。ましてや事前に誰かに知らせることもありません。このように働かれることで、神は万人に公平なのです。これは神の公平で義なる性質の完璧な現れです。神の知恵も現れています。神の羊は御声に聞き従います。神は、具体的な言葉と働きによって真理を愛する者、真理を厭う者、賢明な者、愚かな者、善人と悪人を明らかにされました。主イエスがこう言われたように、「こころの貧しい人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである」（マタイによる福音書 5:3）。「義に飢えかわいている人たちは、さいわいである、彼らは飽き足りるようになるであろう」（マタイによる福音書 5:6）。「心の清い人たちは、さいわいである、彼らは神を見るであろう」（マタイによる福音書 5:8）。神を信じる私たちはへりくだり、義に飢え渇きイエスが求められたように、清い心を持つべきです。賢いおとめのように、御声を聞き分けることに専念すべきです。全能神が表された真理を求め学ぶべきです。こうして初めて、私たちは子羊の婚宴に行けるのです。もしやみくもに偽キリストたちを警戒し、終わりの日の全能神の働きを求めも学びもせず、主の啓示を未だに待っているなら、私たちは盲目で愚かなおとめになり、自分で自分を排除してしまいます。

映画『待つ』より引用


XV. パリサイ人の本質の分析に関する質問と答え


質問 10：ユァン牧師は聖書をよくご存知で、人に謙遜と忍耐と従順を説かれます。説得力があり、敬虔に見えますが、終わりの日の全能神の働きについて話しを聞き、全能神の言葉は真理だと認めたのになぜ拒否するんでしょう？　噂まで流して終わりの日の神様の働きを非難し逆らって人を全能神に近づけないようにするなんて？

回答：教会の指導者が全能神の働きに逆らい非難するのは珍しいことではありません。主イエスが贖いの働きのため現われた時ユダヤ教指導者は主イエスを非難して迫害し最後には十字架に釘付けにしました。それは歴史的事実です。終わりの日に全能神が見え、発される言葉は全て真理ですから、誰もが納得するし神様を信じて真理を知りたいと思う人なら、全能神の言葉を読んだ時全能神の元に戻るでしょう。宗教界の牧師や長老は信者が全て全能神に従えば、彼らの空虚な聖書の解釈や理論に耳を傾ける者がいなくなり、地位も生活も危うくなるので、何がなんでも全能神に逆らい非難するのです。全能神の言葉をもう一節読んでみましょう。全能神は言われます。「神の働きの目的を理解していない人は誰であれ、神に反対しているのであり、神の働きの目的を理解するようになっても神を満足させようとはしない人は、なおさら神の反対者とみなされる。荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（「神を知らない人はすべて神に反対する人である」『言葉は肉において現れる』）。宗教界が神様に抵抗するなど信じられないことでしたが、主イエスがお見えになると反キリストの姿が暴露され、主イエスを迫害し非難した宗教界の指導者達は最後に主イエスを磔にしました。これで宗教指導者は神様に仕えながら実は逆らっていることは明らかで、終わりの日に宗教界の牧師や指導者が聖書を説明する時は自己顕示のために用語や教義を語り、主イエスの言葉を実行することはありません。終わりの日の全能神の働きがせまると真理を憎む彼らのサタン的本性が完全に曝露されます。自分の地位と生活を守るためにうわさを広めて、全能神に逆らい非難し、信者を騙して操作しようとして「教会を維持し信者を守るため」との大義名分で教会を封鎖し、全能神の働きと言葉を知ろうとする者の邪魔をします。牧師や指導者の中には築いた名声を維持し人を縛って支配しようとする卑しい下心を持ち、全能神の言葉を盗んで自分の信者に説教する者もいます。神様と地位を争おうとする野心がみえみえです。このような牧師や指導者は昔主イエスを非難したパリサイ人と同じで真理を憎む反キリストで神様を敵とみなし人を踏みにじり魂を吸い取る悪魔なのです。この者達は神様の性質を侵したので義なる懲罰を受けるでしょう。

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 11：ユアン牧師は信仰のため中共に迫害されたのに、逆に協力して全能神に逆らうなんて明らかに神様に反抗してるでしょう？　なぜこんなに不実で悪意があるのかしら？

回答：神様は受肉するたびに宗教界の悪魔反キリストを曝露します。主イエスが現われた時は偽善的なパリサイ人と反キリストの邪悪な勢力をすべてあばきました。今は全能神が現われ終わりの日の宗教界に巣食う、悪の反キリスト勢力が曝露されました。受肉した神様の現われと働きによって大勢が曝露され悪魔の中共に迫害された宗教指導者も沢山いますが、10年も20年も投獄される人もいて妻や子供と引き離され家族がばらばらにされたのに、まだ悪魔の中共の本性が分からないのです。全能神が真理を示し終わりの日の裁きの働きをされると悪魔の中共に協力し狂ったように全能神を非難して逆らい、再び神様を磔にするのです。彼らに真理を憎み神様に逆らうサタン的な本性があるためです。宗教界は悪魔政権と同様サタンの陣営に属し神様を非難し逆らう邪悪な勢力です。全能神の言葉をもう一節読みましょう。全能神は言われます。「そのうちの何人が真理を求め、義に付き従っているのか。彼らは皆、糞の中の臭い蠅の一群の先頭に立つ豚や犬のような畜生であり、満足そうに頭を振って、あらゆる災難を起こして[1]いる。悪魔は自分たちの地獄の王がすべての王の中で最も偉大だと信じ、自分たちが臭い蠅に過ぎないことなど知らない。……背中に緑色の羽根を付けて(これは彼らの神を信仰しているという主張を指す)、自惚れて自分の美しさと魅力を至るところで自慢するが、同時に自分の不純物を密かに人間になすりつける。さらに、あたかも虹色の羽根を使って自分の不純物を隠すことができるかのように、彼らは自分に極めて満足している。また、その手段を用いて真の神の存在を圧迫する(これは宗教界の舞台裏で起きていることを指す)。蠅の羽根がどれほど美しく魅力的であろうと、蠅そのものはつまるところ腹の中は不浄に満ち、身体は細菌に覆われた小さな生き物に過ぎないことが、どうして人間にわかるであろうか。親である豚や犬の力を借り、彼らはその野蛮さを抑えることなく地上で暴れ回る(これは神を迫害する宗教関係者が国家政府の強い支援を頼りに真の神と真理に反抗する様子を指す)。あたかもユダヤのパリサイ人の幽霊が神とともに、古巣である赤い大きな竜の国家に戻って来たかのようである。彼らは新たな迫害を行ない、数千年前の仕事を再開したのである。この堕落者の集団が最後には地上で滅びることは確実である。数千年が経過した後、汚れた霊はさらに狡猾で悪賢くなったようである。彼らは神の働きを密かに台無しにする術を常に考えている。狡猾で悪賢く、数千年前の悲劇を自国で再現したがっている。そのため神をあおり、神は大声で叫ぶ寸前の状態である。神は第三の天に戻って彼らを滅ぼさずにいられない」（「働きと入ること（７）」『言葉は肉において現れる』）。裁きの働きをするため全能神が真理を示すと、宗教指導者は非難し反抗するばかりで、悪魔の中共に協力して悪の力を利して宗教界を封鎖して統制を敷き、信者が終わりの日の全能神の働きを学べないよう妨害し中共のスパイになり神様の選民を監視して中共に通報して逮捕させます。悪魔の中共と共同戦線を張り終わりの日の神様の働きを全て消滅させようとしています。これでもう明白です。宗教指導者の多くは中共のように真理を憎むサタンの本性を持つ悪魔の化身であり、神様の敵なのです。全能神が言葉で明らかにした事は正確で、現代の宗教指導者はパリサイ人であり、神様に逆らって昔のパリサイ人を超える悪事を働き、終わりの日の全能神の働きに逆らい非難するのは聖霊への冒涜です。キリストを終わりの日に再び磔にしているのと同じです。終わりの日の全能神の働きにより宗教界の指導者は全て反キリストであることがはっきりしました。

映画『勝利の凱歌』より引用

脚注

1.「あらゆる災難を起こして」とは、悪魔的性質の者が暴動を起こし、神の働きを阻害し、反対することを指す。


質問 12：私たちの兄弟姉妹のほとんどが理解できていないのが、主イエスの登場の前に、パリサイ人たちは会堂で聖書を解読し、人々の前に立ち、祈り、聖書の律法をもって彼らを問いただし、表面的には聖書に反することなど絶対にしない敬虔な人たちに見えましたが、なぜ主イエスから呪われたのか、という事です。彼らはどのように神に反抗したのでしょうか？　どのように偽善的だったのでしょう？　なぜ神の怒りを買ったのか？

回答：主を信じている人は、主イエスが大変パリサイ人たちを嫌い、彼らを呪われ、７つの災いを下したことを知っています。これは、主の信者が偽善的なパリサイ人たちを見定め、彼らの束縛と支配から逃れて神の救いを得るのにとても意味のあるものです。しかし、残念ながら多くの信者はパリサイ人たちの偽善を見定めることができません。なぜ主イエスがパリサイ人たちを嫌い、呪われたかさえ理解していないのです。今日はこれらの問題について少し話しましょう。パリサイ人たちはよく会堂で人々に聖書を解釈していました。しばしば人々の前で祈り、聖書の律法を用いて彼らを問いただしていて、表面的には聖書を守る敬虔な信者のように見えたのです。ではなぜ主イエスは彼らをそこまでお嫌いになり、呪われたのでしょうか？　実際には、彼らは本質的に神に反抗する偽善者だったのです。パリサイ人たちは、宗教的な儀式を行うことと律法に従うことのみに気を配りました。聖書の律法と教えだけを解釈し、誰にも神の心について伝えなかったばかりか、神の言葉を実践したり、神の戒めに従うことさえしなかったのです。実際、神の戒めを無視していました。彼らが行ったことはすべて神の心と命令に完全に相反するものでした。これがパリサイ人の偽善の本質であり、主イエスが彼らを嫌い、呪われた一番の理由です。主イエスは彼らの正体を暴いてこう言われました。「なぜ、あなたがたも自分たちの言伝えによって、神のいましめを破っているのか。神は言われた、『父と母とを敬え』、また『父または母をののしる者は、必ず死に定められる』と。それだのに、あなたがたは『だれでも父または母にむかって、あなたにさしあげるはずのこのものは供え物です、と言えば、父または母を敬わなくてもよろしい』と言っている。こうしてあなたがたは自分たちの言伝えによって、神の言を無にしている。偽善者たちよ、イザヤがあなたがたについて、こういう適切な預言をしている、『この民は、口さきではわたしを敬うが、その心はわたしから遠く離れている。人間のいましめを教として教え、無意味にわたしを拝んでいる』」（マタイによる福音書 15:3-9）。主イエスがパリサイ人たちの正体を暴いてくださったおかげで、彼らは会堂で聖書を解釈したにも拘わらず、神をあがめたり、ほめたたえることを全くしなかったということが明確に理解できます。彼らは神の戒めに従いませんでした。そればかりか、神の戒めを人が作った伝統に置き換え、神の戒め自体を忘れてしまいました。彼らは公然と神に反抗していたのです。これはパリサイ人たちが神に仕えながらも反抗していたという、否定できない証拠ではないでしょうか？　どうして神の呪いと嫌悪をまぬがれることができたでしょう？　神の戒めは、「あなたは殺してはならない」「あなたは隣人について、偽証してはならない」と明確に述べています。しかしパリサイ人たちは神の戒めを無視して公然と偽証し、神によってつかわされた預言者や義人たちを非難し、殺しました。神に直接的に反抗したのです。だから主イエスは、「へびよ、まむしの子らよ、どうして地獄の刑罰をのがれることができようか。それだから、わたしは、預言者、知者、律法学者たちをあなたがたにつかわすが、そのうちのある者を殺し、また十字架につけ、そのある者を会堂でむち打ち、また町から町へと迫害して行くであろう。地上に流された義人の血の報いが、ことごとくあなたがたに及ぶであろう……」（マタイによる福音書 23:33-35）。パリサイ人たちは神に反抗することに狂奔し、神によってつかわされた預言者や義人たちを殺しました。神の働きを破壊し、御心の成就を妨害しようとして、神の性情をひどくさかなでしました。非難されて当然でしょう！　パリサイ人たちがしたことはすべて事実ですよね？　これでもまだパリサイ人たちの偽善的な本質と行動を見抜くことができませんか？

表面的には敬虔に見えたパリサイ人たちでしたが、彼らの本質は狡猾で悪賢く、人を騙したり陥れることが得意でした。もし主イエスが彼らの裏切りや神の戒めの放棄などすべての悪行を暴いて下さっていなかったら、私たちは彼らの偽善的な本質を見定めることはできなかったでしょう。それでは、主イエスによるパリサイ人たちの暴露と非難をもう一度見てみましょう。マタイによる福音書23章23節から24節です。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。はっか、いのんど、クミンなどの薬味の十分の一を宮に納めておりながら、律法の中でもっと重要な、公平とあわれみと忠実とを見のがしている。それもしなければならないが、これも見のがしてはならない。盲目な案内者たちよ。あなたがたは、ぶよはこしているが、らくだはのみこんでいる」。27節から28節です。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは白く塗った墓に似ている。外側は美しく見えるが、内側は死人の骨や、あらゆる不潔なものでいっぱいである。このようにあなたがたも、外側は人に正しく見えるが、内側は偽善と不法とでいっぱいである」。パリサイ人たちは、人の前ではとても敬虔なふりをしていました。わざと会堂や街角で祈ったり、断食をしている時は悲しい顔をしたりしたのです着ている服の飾り房には聖書の言葉を書き、慈善に寄付をした時は、必ず人々がそれ見ているのを確かめてからやりました。彼らは、はっか、いのんど、クミンなどの薬味の十分の一を宮に納めるのを忘れないようにしました。そればかりか、「手を洗わずして食べてはいけない」などの古い律法さえも守り、たくさんの細かい事にはこのうえなく気を配りました。しかし彼らは、神を愛し、人々を愛し、正しく、慈悲深く、忠実であるようになどの神の要求に従いませんでした。神の戒めに全く従わなかったのです。彼らは聖書の知識と神学的な理論について語り、宗教的な儀式を行い、律法に従うだけでした。これが彼らの偽善の骨頂であり、人々を騙す手口だったのです。パリサイ人たちが行ったことすべては、人々を騙し束縛するための行動だったとはっきりとわかります。彼らは、人々から崇拝されるためだけに自分たちの身を立てようとし、その地位と自らの食い扶持の確保と強化にしか関心を持ちませんでした。偽善と神への反抗という誤った道を歩んだのです。これが、彼らの神への反抗により呪われた理由です。

パリサイ人たちは真理を愛しません。彼らは神の言葉を実践したり、神の戒めを守ることをしようとせず宗教的な儀式を行い、神への反抗の道を歩むことのみに専念しました。だからこそ、主イエスが御業をなし説教しに来られ、彼らの偽善の邪悪な本質と神に対する敵意をすべて暴かれたのです。パリサイ人たちは主イエスの言葉には権威と力があることをよく知っていました。彼らは主イエスの言葉と御業の本質を求めなかったばかりか、悪意を持って主イエスを攻撃し、その名を侵害したのです。主イエスは悪霊のかしらによって悪霊を追い出している、と言い、神の権威と力で満ちている主イエスの御業を、狂気だとみなしました。彼らは聖霊に対する冒涜の罪を犯し、神の性情をひどく傷つけたのです。パリサイ人たちは彼ら自身で主イエスを冒涜し非難しただけでなく、信者にもそうするように扇動し、欺きました。彼らは忠実だった者に主の救いを放棄させ、彼らの身代わりと犠牲となるよう仕向けたのです。したがって、主イエスが彼らを問いただし呪われた時、「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたは、天国を閉ざして人々をはいらせない。自分もはいらないし、はいろうとする人をはいらせもしない」（マタイによる福音書 23:13）。「偽善な律法学者、パリサイ人たちよ。あなたがたは、わざわいである。あなたがたはひとりの改宗者をつくるために、海と陸とを巡り歩く。そして、つくったなら、彼を自分より倍もひどい地獄の子にする」（マタイによる福音書 23:15）。これにより、、パリサイ人たちは神に反抗し冒涜を犯した偽善者、神の敵である反キリストだということがわかります。彼らは人の魂を食い荒らし地獄へ引きずり込む邪悪な集団だったのです。だからこそ主イエスは、パリサイ人たちの邪悪な行動に対し「七つの災い」をもって非難されたのです。これは、傷つけられることのない神の聖と義の性情を明確に表しています。

これで私たちはパリサイ人の偽善的な本質についていくつかの認識が持てました。それでは、現代の牧師や長老たちについて見てみましょう。彼らは聖書の知識と神学的な理論を解釈し、宗教的な儀式を行い、律法を守るだけです。神の言葉をまったく実践せず、神の戒めを行うことさえもしません。パリサイ人たちと同じで、神に仕えながらに反抗する道を歩んでいるのです。主イエスは言われました。「心をつくし、精神をつくし、思いをつくして、主なるあなたの神を愛せよ。これがいちばん大切な、第一のいましめである。第二もこれと同様である、自分を愛するようにあなたの隣り人を愛せよ」（マタイによる福音書 22:37-39）。神を愛する者は、神の言葉を実践し、神の心を心に留めておかならければなりません。兄弟姉妹である信者の生活に対して責任を持つべき存在です。今となっては、牧師や長老たちは顧みられない教会に直面し、信者の信仰と愛は失われていっています。彼らは信者に命の水を与えることをせず、全能神が人々に真理を表し命を与える時も、それを学びも受け入れもせず、拒絶します。反抗して非難し続け、信者が正しい道を見つけようとするのを邪魔するのです。彼らは信者が全能神教会の人々と接触することも、全能神の言葉を読むことさえもさせません。それだけでなく、神の国の福音を広めようとする兄弟姉妹を呪い、攻撃するばかりか、警察を呼び、逮捕させるのです。彼らのやっていることはすべて邪悪で、神に反抗していることになりませんか？　彼らがやっていることとパリサイ人たちが主イエスに反抗し非難したのと、どう違うのでしょう？　牧師と長老たちは彼らの地位と食い扶持を守るために、信者が終わりの日に神の救いを受け入れるのを邪魔するのです。これは人々を地獄に引きずり込んでいるということではないでしょうか？　彼らこそ、主イエスが言われた悪い僕ではないでしょうか？　彼らこそ、現代のパリサイ人ではないでしょうか？

映画『滅びゆく都』より引用


質問 13：聖書を読むことによって、ユダヤのパリサイ人たちが主イエスを非難し、反抗したことを私たちはみんな知っています。しかしまだ多くの兄弟姉妹が次のことを理解できていません。主イエスがその御業をなされた時、パリサイ人たちがその言葉には権威と力があるのを知っていた。にもかかわらず、狂ったように主イエスに反抗し、非難しています。彼らは主イエスを十字架に磔にしました。彼らの本質と実質は何だったのでしょう。

回答：主を信じている人はみんな、パリサイ人たちが主イエスに抵抗していたことを知っています。ですが、彼らの抵抗の本質、根源は何だったのでしょうか？　2000年の宗教史を通して、この質問に対する答えを見つけた人は誰もいないでしょう。新約聖書には主イエスがパリサイ人たちを呪われる様子が書かれていますが、誰もパリサイ人の本質を見定めることはできませんでした。終わりの日に全能神が来られるとき、この質問の答えを明らかにされます。全能神の言葉を読んでみましょう。「あなたがたはパリサイ人がイエスに逆らったことの根源を知りたいか。あなたがたはパリサイ人の本質を知りたいか。彼らはメシアに関する空想に満ちていた。さらに、彼らはメシアが来ると信じていただけで、いのちの真理を求めなかった。だから今日になっても未だに彼らはメシアを待ち続けている。いのちの道に関して何の認識もなく、真理の道がどのようなものかも知らないからである。これほど愚かで頑固で無知な人々が、神の祝福を得ることなどあり得ようか。彼らがメシアを見ることなどできるだろうか。彼らは聖霊の働きの方向を知らなかったために、イエスの語った真理の道を知らなかったために、さらにはメシアを理解しなかったためにイエスに敵対した。彼らはメシアに会ったことがなく、メシアとともに過ごしたこともないために、彼らはみなメシアの名前にむなしく固執しながら、できる限りのことをしてメシアの本質に逆らうという過ちを犯した。これらのパリサイ人は本質的に頑固で、傲慢で、真理に従わなかった。彼らの神への信仰の原則は、「どれほど説教が奥深く、どれほど権威が高かろうとも、あなたがメシアと呼ばれない限り、あなたはキリストではない」というものである。これらの見方は不合理でばかばかしくないであろうか」（「あなたがイエスの霊体を見る時、神はすでに天地を新しくしている」『言葉は肉において現れる』）

全能神は明確に言われています。パリサイ人たちの主イエスに対する反抗と非難の根源は、神を敬わず真理を追い求めることが全くなかったということです。彼らは根本的に強情で傲慢であり、真理に従いませんでした。パリサイ人たちは、聖書の文字通りに自分たちの概念や想像で神を定義し、メシアについてはあくまでも表面的な扱いしかしませんでした。主イエスの説教がいかに深遠で、正しくて、その言葉が真理でありどれだけの権威と力を持っていようとも、その名がメシアではないので、パリサイ人たちは主に対して反抗し、非難したのです。彼らの信仰の原則はと、全能神が言われる通りです。「どれほど説教が奥深く、どれほど権威が高かろうとも、あなたがメシアと呼ばれない限り、あなたはキリストではない」。パリサイ人たちは主イエスによって示された真理を受け入れなかっただけでなく、主を惑わし、咎めようとしました。例えば、彼らは主イエスが何の権威により奇蹟を行うのか、カエサルに税を納めることができるか、また、主は本当に神の御子であるか、など尋ねて主を惑わし、陥れようとしました。主イエスは、真理と知恵をもって彼らの邪悪な企みに報いました。パリサイ人たちは、主に反論する力がないにもかかわらず、真理を探し求めることはありませんでした。彼らは狂ったように主イエスに反抗し、非難しました。そして主イエスを逮捕させ、十字架に貼り付けにされるよう要求したのです。これは主イエスが彼らの正体を暴いた際に、「ところが今、神から聞いた真理をあなたがたに語ってきたこのわたしを、殺そうとしている……わたしは真理を語っているのに、なぜあなたがたは、わたしを信じないのか」（ヨハネによる福音書8:40,46）と言われた通りです。従って、パリサイ人は本質的にサタンの悪魔、すなわち真理を忌み嫌う神の敵だったのです！　兄弟姉妹の皆さん、どのような人がキリストを忌み嫌い、非難できるでしょうか？　パリサイ人の話は明らかに一つの例です。神を信じているけれど、真理を愛さない者や真理に疎く、真理を忌み嫌う者はすべて神を知りません。神に反抗し、敵だとみなす者もそうです。キリストの本質が真理、道、そして命だからです。真理を忌み嫌う者はキリストを忌み嫌う者です。真理を忌み嫌う人の多くは、外側からは良い人に見えます。聖書の律法に従っていて、邪悪な人のようには全く見えません。しかしキリストが御業を行いに来られると、この悪魔のような神の敵は完全に正体を暴かれるでしょう。

パリサイ人たちの主イエスに対する邪悪な反抗と非難は彼らの悪魔的な本質を完全に晒け出します。彼らは真理を忌み嫌い、神に抵抗しています。数々の真理を表され、たくさんの奇跡を行われ、人々に有り余るほどの恵みを与えられたことを知っています。主イエスの働きはユダヤ教の土台を揺るがし、ユダヤの国を揺るがしたのです。多くの人が主イエスに従いました。パリサイ人たちは、もし主イエスが御業を行い続けられれば、ユダヤ教に信仰の厚い者はみんな主イエスに従い、ユダヤ教は倒れ、彼らの地位と食い扶持は失われるであろうことを知っていました。だから主イエスを殺すことに決めたのです。と聖書にある通りです。「そこで、祭司長たちとパリサイ人たちとは、議会を召集して言った、『この人が多くのしるしを行っているのに、お互は何をしているのだ。もしこのままにしておけば、みんなが彼を信じるようになるだろう。そのうえ、ローマ人がやってきて、わたしたちの土地も人民も奪ってしまうであろう』。……彼らはこの日からイエスを殺そうと相談した」（ヨハネによる福音書 11:47-48,53）。彼らの地位と食い扶持を守るため、パリサイ人たちはローマ政府と共謀し、主イエスを十字架に架けました。彼らは言いました。「その血の責任は、われわれとわれわれの子孫の上にかかってもよい」と（マタイによる福音書 27:25）。見ての通り、パリサイ人たちは真理を忌み嫌い、キリストを忌み嫌いました。もはやキリストと共存を望まないという結論に達したのです。彼らは主イエスを磔にしないことよりも罪を捨てることをせず、人類のために真理を表した主イエスを磔にしないことより、恐るべき罪を犯し、神に反抗し、傷つけ、彼らの子孫に至るまで呪われることを選んだのです。これこそが、本物の、悪魔的で真理を忌み嫌うパリサイ人の本質です。主イエスが十字架に架けられた際に、陽が暗くなり、地が揺れ、神殿の幕が真二つに裂け、彼が復活されて、人々の前に再度現れたことを学んだ人は、罪を悔い改め、彼に従ったことを知っています。パリサイ人たちはどうだったでしょう？　彼らは悔い改めるどころか、ますます主イエスに反抗する敵になりました。主イエスは復活しなかったと偽証するように兵士を買収し、使徒たちが主イエスの福音を広める際は、彼らを徹底的に捕らえ迫害したのです。彼らは宗教界を永久に支配するという野心を遂げるために主イエスの御業を禁じたかったのです。パリサイ人たちは神を信じていましたが、それはあくまでも表面的なもので、実際は真理を忌み嫌い、神に反抗していました。彼らの主イエスに対する反抗と非難の本質は次の通りです。彼らは神と競い、批判しようとしました。神と争っていたのです。主イエスに対する反抗と嫌悪という傲慢は、彼らの野心と邪悪で悪魔のような一面を完全にさらけ出しました。加えて、悔い改めることへの拒否、神と真理への過度な嫌悪など、彼らの悪魔的な反キリストの本質が暴かれたのです。宗教界に居る牧師や長老たちはまさにこのように全能神を扱ってはいないでしょうか？　牧師や長老たちがどのように全能神に反抗し、非難しているかを明確に理解できれば、パリサイ人たちが同じように主イエスに反抗し、非難していたかが確実にわかるでしょう。

2000年前、ユダヤ教の祭司長、律法学者やパリサイ人たちは主イエスを十字架に磔にしました。それから2000年後、宗教界の指導者たちは再び神を十字架に磔にし、同じ歴史を繰り返しているのです！　私たちは、終わりの日に全能神が裁きの御業をまず神の家から行われるのを見てきました。人類を清め、救う真理を表し、神の経営計画の奥義をすべて解き明かし、神に反抗し裏切る人間の、悪魔のような本質を暴き、裁かれます。全能神は、傷つけられることのない、義なる性情を示します。全能神の言葉こそ真理であり、私たちを確信させる権威と力があるのです。これらの真理こそが人類を清め、救うのです。では、昨今の牧師や長老たちはどうでしょうか？　彼らは、全能神の言葉が真理であろうが、どれだけ権威と力があろうが、人を清め救おうが構わず、「誰であれ、雲に乗って天から降り、天の国へ引き上げてくれない者は主イエスの再臨ではない」という誤った考えに固執しています。彼らは狂ったように全能神に反抗し、非難しています。彼らは主イエスの名だけを取り、その実全能神に抵抗し非難することに狂奔しています。これはパリサイ人たちがメシアの名だけを取り、実は主イエスに反抗し、非難したのと同じではないでしょうか？　彼らの本質は、強情かつ傲慢で、真理に背き忌み嫌うパリサイ人のそれと同じではないでしょうか？　彼らは天国にいるあやふやな神を信じているだけで、肉となられたキリストは否定し、反抗し非難する、キリストと相いれない敵ということです。キリストを否定し、非難し抗う反キリストではないでしょうか？　聖書にはこうあります。「あなたがたがかねて反キリストが来ると聞いていたように、今や多くの反キリストが現れてきた。それによって今が終りの時であることを知る」（ヨハネの第一の手紙 2:18）。「なぜなら、イエス・キリストが肉体をとってこられたことを告白しないで人を惑わす者が、多く世にはいってきたからである。そういう者は、惑わす者であり、反キリストである」（ヨハネの第二の手紙 1:7）。従って、神が受肉されたという事実を認めない者はすべて反キリストだということです。キリストに反抗し、非難する者はすべて反キリストです。だからパリサイ人たちも主イエスの御業によって、反キリストの正体が暴かれたのです。終わりの日の牧師や長老たちもすべて全能神の働きによって正体を暴かれた反キリストです。肉となった神の働きは本当に人の正体を暴きます！　終わりの日にキリストが表すすべてが真理です。彼は賢いおとめと愚かな乙女の正体を暴くだけでなく、すべての種類の反キリストと名ばかりの信者の正体を暴きます。これは誰も否定することのできない真理です！

終わりの日の宗教界の指導者たちと、ユダヤ教の祭司長、律法学者やパリサイ人たち、彼らの神に対する反抗の本質と根源は全く同じです。牧師や長老たちの神に対する反抗は祭司長、律法学者やパリサイ人たちのそれよりも酷いものです。全能神が神の家から裁きの御業を始められてからこれまで、どの宗派であれ真理を愛し、神の現れを待ち望む者はみんな神の御座に引き上げられました。牧師や長老たちは、信仰のある者を拘束し、自分たちの地位と生計を安定させようとするためには手段を選ばず、全能神に反抗し、非難しています。噂を広め、偽証し、全能神を冒涜し、教会を封鎖して信者が終わりの日の全能神の御業について学ぶことを厳しく禁止しているのです。神の国の福音を広める兄弟姉妹を脅し、責め立て、ひやかし、暴力をふるい、そればかりか悪魔のような中国共産党と結託して彼らを逮捕し、迫害し、何十万という兄弟姉妹が帰る家を失い、少なくとも十万という人が厳しい拷問を受けていて、多くの人が殺されました……。全能神に反抗する牧師や長老たちは主イエスに反抗したパリサイ人たちよりもさらに徹底的で、神への反抗としてとった彼らの邪悪な行動は計り知れません。全能神はずっと前に彼らを裁かれ、呪われました。全能神は言われます。「そのうちの何人が真理を求め、義に付き従っているのか。彼らは皆、糞の中の臭い蠅の一群の先頭に立つ豚や犬のような畜生であり、満足そうに頭を振って、あらゆる災難を起こして[1]いる。悪魔は自分たちの地獄の王がすべての王の中で最も偉大だと信じ、自分たちが臭い蠅に過ぎないことなど知らない。……背中に緑色の羽根を付けて(これは彼らの神を信仰しているという主張を指す)、自惚れて自分の美しさと魅力を至るところで自慢するが、同時に自分の不純物を密かに人間になすりつける。さらに、あたかも虹色の羽根を使って自分の不純物を隠すことができるかのように、彼らは自分に極めて満足している。また、その手段を用いて真の神の存在を圧迫する(これは宗教界の舞台裏で起きていることを指す)。蠅の羽根がどれほど美しく魅力的であろうと、蠅そのものはつまるところ腹の中は不浄に満ち、身体は細菌に覆われた小さな生き物に過ぎないことが、どうして人間にわかるであろうか。親である豚や犬の力を借り、彼らはその野蛮さを抑えることなく地上で暴れ回る(これは神を迫害する宗教関係者が国家政府の強い支援を頼りに真の神と真理に反抗する様子を指す)。あたかもユダヤのパリサイ人の幽霊が神とともに、古巣である赤い大きな竜の国家に戻って来たかのようである。彼らは新たな迫害を行ない、数千年前の仕事を再開したのである。この堕落者の集団が最後には地上で滅びることは確実である」（「働きと入ること（７）」『言葉は肉において現れる』）。全能神によって表された言葉は、世界中に神の現れと御業について公然と証するために、ずいぶん前から新聞、テレビやインターネットで広く共有され、様々な種類の福音映画やビデオはすでにインターネット配信されていています。これは宗教界と世間一般の人々の間に旋風を巻き起こしました。牧師や長老たちはすでに、全能神の言葉が宗教界と世間一般の人々を勝ち取っているという成長の傾向を見てきました。これは誰にも、どんな力にも止められません。彼らは過敏になり、全能神に反抗し、非難することに狂奔しています。彼らは終わりの日の全能神の御業を禁じ、宗教界と神に選ばれた人々の永遠の支配という野望を達成しようとしているのです。これらは、終わりの日における宗教界の牧師や長老たちがパリサイ人の再来だということへの十分な証拠です。彼らはあくまでも、とことん神の働きを邪魔し破壊すると誓った反キリストの悪魔です！　彼らの邪悪な行動の数々は、すでに神の性情を挑発しています。神の義なる裁きと罰とを逃れることはできません！

映画『滅びゆく都』より引用

脚注

1.「あらゆる災難を起こして」とは、悪魔的性質の者が暴動を起こし、神の働きを阻害し、反対することを指す。


質問 14：しかし、多くの兄弟姉妹が心では牧師や長老たちを崇拝しています。彼らはしばしば聖書を解釈し、讃えていたにもかかわらず、なぜ真理を忌み嫌い、受肉された全能神に未だに反抗し、非難するのかは理解していません。聖書を解釈し、讃えることは、主について証し、讃えることと同じでしょうか？

回答：すでに宗教界では、聖書を一番良く解釈できる者、最も優れた聖書論を持つ者こそ広く讃えられ、崇拝されるという傾向があります。聖書と預言の謎を解き明かせる者が一番讃えられるのです。したがって多くの人が教会で牧師や長老たちを崇拝しています。彼らが聖書を解釈し、讃えるほど主について証し、主を讃えている、とみなされるからです。終わりの日に牧師や長老たちが全能神の働きに反抗し、非難するのを見て彼らの多くが葛藤し、困惑しています。一方で、彼らは牧師や長老たちが聖書を解釈し、讃えることが主について証することだと思っている者もいます。全能神は真理を表されているにもかかわらず、なぜ牧師や長老たちは彼に反抗し、非難するのでしょうか？　彼の名前が主イエスではないから非難するのでしょうか？　いずれにせよ、全能神は表して下さるものはすべては真理ですので、非難されるべきではありません！　それでは何故、真理を表してくださる全能神を、牧師や長老たちは徹底的に反抗し、非難するのか？　多くの人が理解していません。実際は、この問題の説明はそんなに難しくありません。主イエスが御業を行われた時のことを思い出してみてください。ユダヤ教の祭司長、律法学者やパリサイ人たちは同じように狂ったようにに主イエスを非難し、反抗しませんでしたか？　主イエスを十字架に磔にしませんでしたか？　これは主イエスがメシアという名で呼ばれていなかったからでしょうか？　彼が多くの真理を表したからではなかったでしょうか？　彼らは主イエスの言葉には権威と力があり、奇蹟を起こすことができると分かっていたからです。何千という多くの人がイエスに従うのを見、ユダヤ全体を驚かせたからです。もし彼らがイエスが神の御業を広めることを許していたなら、ユダヤ教そのものが倒されるかもしれず、その結果は想像を絶するものだったでしょう。だからこそ、彼らは主イエスに対する嫌悪を持つようになり、彼を殺そうと望んだのです。これが主イエスが十字架に磔にされた理由です。当時、祭司長、律法学者、パリサイ人たちはみんな聖書を解釈し、讃えていませんでしたか？　では、彼らはなぜ主イエスを十字架に磔にしたのでしょうか？　簡単に言うと、パリサイ人たちは真理と神の御業を忌み嫌っていたからではありませんか？　彼らはその地位と食い扶持を守るため、真理を表す神に対して冷酷で残忍でした。見てお分かりの通り、神に反抗するためならどんな邪悪なことでも喜んでやったのです！　真理を忌み嫌い、神に反抗するという彼らの真の姿を見抜くのはそう難しいことではありません。彼らは自分たちの地位と食い扶持のために聖書を解釈し、讃えています。神と真理への嫌悪でいっぱいだったのです。なので、主イエスが真理を表され、御業を行われた時、真理を忌み嫌い、神に反抗するその真の正体が完全に暴かれたのです。これから分かるように、人が神に反抗するのは聖書をどう解釈するかによって影響されるものではありません。彼らの本質によるものです。真理を忌み嫌い、神に反抗する本質を持つ人々にとっては、どのように聖書を解釈しようが、心の中にある真理への嫌悪と神への反抗は変えられません。パリサイ人たちは、主イエスを非難し、反抗するために聖書の解釈を使っていませんでしたか？　これは昔、神が明らかにされたものです。これでもまだわかりませんか？

パリサイ人たちも牧師や長老たちも、どちらも聖書を解釈し、讃えています。にもかかわらず、どうして肉となった神に反抗し、非難することができるのでしょうか？　私たちはもう一つの事実を理解しなければなりません。聖書は神の証でしかありません。律法の時代と恵みの時代における、神の働きの記録です。神はその働きの段階に応じていくつかの真理を表し、人々は、その言葉の中に神の性情のすべてを見るのです。したがって、人は神の働きの段階を踏んでゆくことで真理を知り、神についてもっと学んでいくのです。その経営計画の３段階を通して、神はその性質のすべてを少しづつ明らかにされるのです。神の国の時代では、神はその本来の義なる性情、全能性、知恵、権威、そして栄光を完全に明らかにされます。もし私たちが、律法の時代と恵みの時代の神の御業だけしか知らなかったら、それは限られた神についての認識でしかありません。律法の時代に信者たちが、ヤーウェ神の働きを通して神の実存と知恵のある行いを知った、ヤーウェ神の律法は侵害されることのないものだと認識したのです。恵みの時代では、信者たちが主イエスの御業を見たとき、彼が憐れみ深く、慈悲深い神、人類の救い主だということを知りました。しかし、神の本質、その本来の義なる性情については理解することがありませんでした。真の神への認識を得ることはできなかったのです。ですから、もし私たちが律法の時代と恵みの時代の神の御業と言葉しか知らないのであれば、私たちの神への認識は偏ったものだということになります。神の性情、神が何であるかを部分的にしか知らないということであり、本当に神について知っているというレベルには達していません。神を知らない人が聖書を解釈すると、神を人の定義に押し込め、反抗しがちです。そうですね？　しかし、ユダヤ教の祭司長、律法学者やパリサイ人たちは神を知らなかったばかりか、それ以上に重大なのは、悪魔のような本質を持っていたということです。彼らは真理を忌み嫌い、神に反抗したのです。それこそが彼らの致命的な欠点でした！　もし彼らの心が正しければ、たとえ神を知らなかったとしても、愛に満ちた主イエス、人類の救世主を十字架に磔になどしなかったでしょう。パリサイ人の心の中には神の居場所はなかったということが理解できました。彼らの地位と食い扶持は何よりも重要だったのです。だからこそ、それらが神の働きによって脅かされたとき、神を敵と見なし、死に至らしめたのです。ご存知のように、彼らの心と本質は非常に醜いものでした！　神が彼らを「まむしの子ら」と呼ばれたのも納得がいきます。宗教界の指導者たちが神を知らなかったとしても、神を非難することに狂奔し、反抗する者は反キリストとして正体を暴かれるでしょう。もちろん、宗教界の指導者によっては神の働きについて持論を持っているでしょう。それでも、神を畏れる心があれば、言葉で神を非難したり反抗したりはしないでしょう。例えば、主イエスがその働きを行われた時、律法学者であるガマリエルは主イエスを非難しませんでした。ニコデモは夜ひそかに主イエスを訪れ、真理を探ることができました。これらはすべて聖書に書かれている事実です。見ての通り、神を信じていながら神を知らない人や神を畏れている人は、神に仕えていても、反抗しがちです。もし真理を忌み嫌う本質と醜い心を持つ人が宗教界の指導者になれば、遅かれ早かれ、反キリストとして正体を暴かれるでしょう。これは誰も否定することのできない事実です！　これではっきりと理解できましたか？　当時、主イエスは偽善的なパリサイ人の正体を批判的に暴き、呪いました。終わりの日には全能神が、間違った聖書の解釈で人々を迷わせ、主に反抗する反キリストの本質を持つ牧師や長老たちの正体を暴き、裁き、非難しました。全能神の言葉からもう２節読みましょう。「荘厳な教会で聖書を読み、一日中聖句を唱える人がいるが、そうした人は誰一人として神の働きの目的を理解していない。そうした人は誰一人として神を知ることができず、ましてや神の心意と一致することなど到底できない。そのような人はみな、価値のない下劣な人であり、高い位置から神を説く。神を旗印に使いながらも、故意に神に反対する。神を信じていると断言しながらも、人の肉を食べ、人の血を飲む。そのような人はみな、人の魂を食い尽くす悪魔であり、正しい道を歩もうとする人をわざと邪魔する悪霊の頭であり、神を求める人を妨害するつまずきの石である。彼らは『健全な体質』をしているように見えるかもしれないが、神に対抗するように人々を導く反キリストに他ならないことを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか。彼らが人間の魂をむさぼり食うことを専門とする生きた悪魔であることを彼らの追随者がどうして知り得るというのだろうか」（「神を知らない人はすべて神に反対する人である」『言葉は肉において現れる』）

「そのような者は常に神の新しい働きに対して敵対する態度をとり、従う意志など微塵も示さず、喜んで服従を示すことや謙虚になることなど一度たりともないのである。他の人たちの前で得意になり、誰に対しても従うことをしない。神の前では、自分が説教者として最も長けており、他の人に働きかけることに自分が一番熟練していると考える。自分が獲得した宝を決して手放そうとせず、家宝として拝み、説教の題材にし、自分を崇拝するような愚か者への訓戒に用いる。……彼らは神の言葉（教義）を語ることを自分の最高位の本分と解釈する。何年も、何世代も、彼らは精力的に自らの『神聖で犯すべからざる』本分を続ける。彼らに触れる者は誰ひとりおらず、公然と非難する者もひとりもいない。神の家で『王』となり、何代にも亘ってはびこり、他の者を圧制する。このような悪魔の一団は、互いに手を組んでわたしの働きを潰そうとする。このような生きた悪魔をわたしの目の前に生かしておけるだろうか」（「真心で神に従う者は確かに神のものとされる」『言葉は肉において現れる』）。全能神の言葉は牧師や長老たちの本質を明確に表しています。彼らは聖書を解釈しているにもかかわらず神に反抗しているのです。牧師や長老たちは神を知りません。むしろ神を人の定義に押し込め、反抗しています。これは特に、全能神を非難し、冒涜している牧師と長老たちに当てはまります。彼らの本質は主イエスを十字架に磔にしたパリサイ人たちと同じで、真理を忌み嫌う、悪魔のような、卑劣な人たちなのです。彼らは皆、神の御業によって正体を暴かれた反キリストです。彼らは皆、再び神を磔にした者たちで、神によって呪われています。

誠に主に証し、主を讃えるのは、いかに聖書を解釈するかとは関係ありません。神の言葉を実践し、神の働きを体験できるか、が重要なのです。真理を愛するのであれば、聖霊の啓示と神の言葉の経験と認識を本当に得るでしょう。この認識は神の言葉を実践し、体験することから生まれるもので、誠に神を知ることを意味します。これらの実際の体験と証を伝えることが、誠に神を讃え、神に証する、ということです。神を讃え、証する人たちが言う真の神への認識とは、自分自身の考えや想像、または道理から来るものではなく、ましてや、神の言葉を文字通りに解釈することからくるものなどでは絶対にありません。神を讃え、証する人たちは聖書の中の神の言葉を伝え、人々が神の御心と性情を理解し、誠に神を知ることができるように神の御心、神から人々への要求、神の性情のすべてを伝えることに心を配っているのです。これが神をあがめ、従うための方法です。このような聖書の解釈と伝え方によって本当に神を讃え、証することができるのです。しかし、牧師や長老たちが聖書を解釈するとき、本当に神の言葉にある真理の本質を伝えることができているでしょうか？　神の心を伝えることができているでしょうか？　神の性情について証できているでしょうか？　ほかの人たちが神を知り、従い、あがめることができているでしょうか？　これらの事実によって、宗教界の牧師や長老たちが真理を忌み嫌い、神に反抗しているのがよくわかります。これが彼らの本質なのです。神の言葉を実践せず、神の働きさえも体験しようとしません。神の御心や要求を理解しようとせず、ましてや、神の性情のすべてを理解することなど全くありません。なので彼らは本当の神への認識を伝えることなどできず、主イエスの神性の本質や愛すべき人柄について証することもできません。彼らは、単に聖書の知識と神学的な理論や、聖書の中のある登場人物の話を歴史的背景をかいつまんで解釈し、人々の尊敬を得ようとしているだけです。そればかりか、パウロのような、聖書の中に出てくる人間の言葉を解釈するのがほとんどです。パウロの、「聖書は、すべて神の霊感を受けて書かれたものである」という言葉をまさに神が言われたように受け取っています。これによって、宗教界全体が使徒の言葉を神の言葉として実践し、従うよう、信者に教えるようになってしまったのです。彼らは、説教をしたり、伝道や証するとき、これまで以上にもっと使徒の言葉を引用するようになりましたが、神と主イエスの言葉の引用は少なくなる一方です。結果的に、聖書にある神と主イエスの言葉はすべて置き換えられ、削除されてしまっています。パウロや他の使徒の影響がどんどん大きくなり、人々の心の中の主イエスの存在はますます小さくなってしまい、パウロとその他の者の言葉で人の心はいっぱいになってしまっています。人々は主イエスの名を信じてはいますが、実のところは、パウロの言葉のように、聖書の中の人間の言葉によって神への信仰の道を自分なりに進んでいます。神を信じている人はどうすれば神の道から外れることなく歩めるのでしょうか？　このような行いが神の御心に叶っていことがあり得るのでしょうか？　例えば、主イエスはある時、天の国について「天にいますわが父の御旨を行う者だけが、はいるのである」。しかし牧師や長老たちは、主の言葉ではなくパウロの言葉を用いて、救いと天国について語っています。これは主イエスの言葉に対しての完全な裏切りであり、その結果、信者のほとんどが神の心に従うにはどうすればいいのかわかっておらず、またどのような人が天の国に入れるかもわかっていません。人々は、というパウロの言葉を教訓としています。「わたしは戦いをりっぱに戦いぬき、走るべき行程を走りつくし、信仰を守りとおした。今や、義の冠がわたしを待っているばかりである……」（テモテヘの第二の手紙 4:7-8）。牧師や長老たちは、パウロのように主のために働き、苦しみに耐えさえすれば天の国に入ることができると教えています。神の言葉を人のそれで置き換え、神の言葉を排して人々を惑わしています。このような聖書の解釈で、神を讃え、証していると言えるでしょうか？　私は、彼らは神に対して真っ向から対立していると思います。これは非常に深刻な問題です！　牧師や長老たちはしばしば聖書の中の人物の言葉を神の言葉として代用します。これによってどういうことになるか、皆さんはもうご存知ですよね？　多くの人が長年信じてきたにもかかわらず、主を知らないのはどうしてでしょうか？　彼らはなぜ主の言葉を一度も体験したことがないのでしょうか？　どうして、このように主を信じている人たちは真理と命を得ることができるでしょうか？　これは牧師や長老たちが聖書の中の人物の言葉を解釈し、証し続け、彼らに従う人たちにこれらの言葉を守るよう促してきたからではありませんか？　このような解釈の仕方で、どうやって主を讃え、証するのでしょうか？　このような行いが主の御心と一致していることはあり得なくないですか？　彼らは偽善的なパリサイ人たちと何ら変わりはありません。神に反抗しながらも、神に仕える道を歩んでいます。終わりの日に、受肉された神が現れて働きを行うときに、彼らは平然と反抗し始め、神の働きを非難し、それによって、彼らの真理を忌み嫌い、神に反抗する悪魔のような本質が暴かれたのです。最終的に、彼らは神によって罰せられるでしょう。まさに全能神が言われる通りです。「各教派の指導者を見てみなさい。彼らはみな傲慢で、独善的で、彼らによる聖書の解釈には背景がなく、自分自身の想像に導かれています。彼らはみな才能と知識に頼って働きを行ないます。彼らがまったく説教できなければ、人々は従うでしょうか。彼らにもやはり多少知識があるので、何らかの教義を説くことができたり、人を勝ち取る方法や、策略の活用法を知っていたりします。彼らはそれを用い、人々を自分たちの前に連れてきて惑わします。名目上、それらの人たちは神を信じますが、実際には指導者に従っているのです。そうした人が真の道を説く人物に出会うと、『私たちの信仰について、指導者に相談しなければならない』と言う人がいます。神に対する彼らの信仰は人間が媒介になっているわけですが、それは問題ではありませんか。それで、これらの指導者はどうなりましたか。パリサイ人、偽の羊飼い、反キリスト、人々が真の道を受け入れるのを妨げる躓きの石となったのではありませんか」（「真理を追求することだけが、神を真に信じることである」『キリストの言葉の記録』）。全能神は、神に反抗する牧師と長老たちの本質を明確に暴きました。真の信者と真理を求めている人は、牧師と長老たちは、自分たちの都合のいいように聖書を引用し、神への反抗として聖書を誤って解釈しているという事実を理解すべきです。そうすれば、彼らの欺瞞と支配を逃れ、神の御座へと戻ることができるでしょう。

終わりの日の全能神の働きは、宗教界の牧師や長老たちの反キリストである正体を暴きました。もしそうでなかったら、彼らの聖書への讃えと解釈が人々を騙し操るための狡猾な手段だとはわからず、また、彼らが神の敵として独自の国を築こうとしているという事実にも気付かなかったでしょう。その昔、パリサイ人は聖書を讃え、証しました。聖書の中に神を押し込めたのです。彼らは真理を求めようとも、神の足跡を辿ろうともしませんでした。その結果、主イエスが旧約聖書の遵守を拒否したことを理由に、彼を十字架に磔にしました。彼らは非常に深刻な罪を犯したのです！　終わりの日の牧師や長老たちは、まさにパリサイ人たちのようです。彼らは聖書を讃え、証し、聖書によって神を定義し、「神の言葉や御業は聖書以外には存在しない」「聖書を信じるということは神を信じるということである。聖書は神を象徴し、聖書から離れれば、すなわち神を信じなくなったということである」などと、誤った考えを広めています。このような言葉を使って、聖書を信じ、崇拝するように人々を迷わせ、まるで聖書が神であるかのようにふるまい、神を聖書で置き換えてしまっています。牧師や長老たちはこの手の込んだ秘密のやり方で神から人々を奪い、聖書へと導いているのです。これは人々が無意識のうちに神との関係を失う原因となっていて、かつて神を信じていた人たちは、今となっては聖書のみを信じています。彼らにとっては聖書が主であり、神になってしまっていて、その盲目的な信条と崇拝は、牧師や長老たちのような聖書学者を崇拝し、従う原因となっているのです。牧師や長老たちは、聖書を、宗教界を操り彼らの野心を遂げるための道具として使い、人々を騙し、陥れ、操るために讃えて、都合よく解釈しています。彼らは人々が人を崇拝し、人に従い、神に反抗する敵となるように潜在的に導いています。彼らは、聖書を崇拝し、聖書を守ることが神を信じることであり、神の存在を得ることだ、という誤った考えで人々を迷わせているので、終わりの日の神の働きを求めたり学んだりせず、救われる最後のチャンスを逃しているのです。これこそ、サタンの最も陰険で狡猾な計画です。非常に悪どいやり方です！　これで、宗教界の牧師や長老たちが本物のパリサイ人また詐欺師であることがわかります。彼らは、神の選民を迷わせ操ろうとする偽羊飼いであり、反キリストなのです！　宗教界は、神に反抗するパリサイ人たちと反キリストの悪魔によって操られていて、ずっと前から、神が働きを行える場所ではなくなっています。神を敵と見なすサタンの陣営、大いなる都市バビロンになってしまったのです！　神の怒りの下にこの宗教的バビロンが倒れないことなどあるでしょうか？

少なくとも律法の時代の末期までさかのぼることがお分かりだと思います。恵みの時代の間、神が肉となって初めて働きをされた時宗教界はすでにパリサイ人や反キリストによって乗っ取られていて、主イエスの贖いの働きに対する反抗勢力となったのです。終わりの日のキリストである全能神が現れ御業を行われる時でも、宗教界の人々は神の裁きの御業に対して反抗する敵として立ちはだかります。彼らは徹底的に全能神を非難し、冒涜するだけでなく、全能神教会を迫害し、弾圧するために中国共産党の悪魔政権と手を組み、神を十字架に磔るという凶悪な罪を再び犯したのです！　主イエスはパリサイ人を呪われ、宗教界の闇を明らかにされただけでなく、終わりの日に全能神が裁きの働きを行われる時に神に反抗する牧師や長老たちの本質を暴かれました。さらに、再び神を磔にした反キリスト達も呪われました。非常に考えさせられる内容です！　神が肉となられたどちらの時代でも、神は宗教界を非難され、呪われました。これは何を示しているでしょうか？　神の選民は、宗教界、すなわち大いなるバビロンは倒される運命にあるということが、ようやく理解できるということです。宗教界は名目上神を信じていますが、神を讃えたり証したりすることは一切ありません。御心を満たすこともせず、神の選民を御座に引き上げることもできず、もちろん神の言葉の実践と体験により、彼らが真理を理解し神を知るよう正しい道へと導くことさえもできません。宗教界の指導者たちは完全に御心に反して、彼ら自身、真理を実践していないのにもかかわらず、人々が彼らを尊敬し崇拝されるために聖書の知識や神学的な理論を人々に見せびらしているのです。彼らは信者をパリサイ人の偽善的な道へと導き、神の選民を傷つけ、ダメにしてしまいます。宗教界の指導者たちは皆、本物の反キリストというサタンの道具になってしまったのです。人類を救う働きの３つの段階で、人類を贖い救うために神は２度受肉されました。宗教界全体がキリストの敵であり、神の救いの御業に対して躓き石となり、神の性情を傷つけた結果、呪われ罰されたのです。まさに預言にある通り、「倒れた、大いなるバビロンは倒れた。そして、それは悪魔の住むところ、あらゆる汚れた霊の巣くつ……」（ヨハネの黙示録 18:2）。「倒れた、大いなるバビロンは倒れた。その不品行に対する激しい怒りのぶどう酒を、あらゆる国民に飲ませた者」（ヨハネの黙示録 14:8）。「ああ、わざわいだ、大いなる都、不落の都、バビロンは、わざわいだ。おまえに対するさばきは、一瞬にしてきた」（ヨハネの黙示録 18:10）。

それでは、神に徹底的に反抗する反キリストと、その反キリストに操られた宗教界を全能神がどのように非難されるかを見てみましょう。全能神は言われる、「キリストは、自身を真に信じる者にいのちを施せるよう、終わりの日に来る。……キリストを認められず、非難したり、冒涜したり、さらには迫害したりするなら、あなたは永遠に火で焼かれなければならず、神の国には決して入れない。このキリストこそが聖霊の顕現であり、神の顕現であり、神が地上での働きを託した者だからである。したがって、終わりの日のキリストによってなされる一切のことを受け入れられないなら、あなたは聖霊を冒涜しているとわたしは言う。聖霊を冒涜する者が受ける報いは、誰の目にも自明である。……なぜなら、あなたが抵抗したのは人ではなく、あなたが足蹴にしたのは卑小な存在ではなく、他でもないキリストだからである。あなたはその結末がどのようなものか知っているのか。あなたが犯すのは小さな過ちではなく、重罪である」（「終わりの日のキリストだけが人に永遠のいのちの道を与えられる」『言葉は肉において現れる』）

「二千年前にユダヤ人たちがイエスを十字架に釘づけにしたあと何が起きたかを思い起こしてみるがよい。ユダヤ人はイスラエルから追放され、世界中の国々に逃亡した。多くは殺され、全ユダヤ民族は前例を見ない破壊を受けた。彼らは神を十字架に釘付けにし――凶悪な罪を犯し――そして神の性質を侵害した。彼らは自分たちが為したことの代価を払い、その行動の責任の一切を取らなければならなかった。彼らは神を罪に定め、神を拒絶したので、たどる運命は一つしかなかった。すなわち、神の罰を受けたのである。これが彼らの支配者たちがその国と民族にもたらした苦い結果と災害であった」（「神は全人類の運命を支配する」『言葉は肉において現れる』）

「私たちは、いかなる国家も勢力も神が果たそうと願うものの前に立ちはだかることはできないと信じている。神の働きを妨害し、神の言葉に抵抗し、神の計画をかき乱し阻害する者たちは最終的には神に罰せられる。神の働きに逆らう者は地獄に送られる。神の働きに反抗する国家は滅ぼされる。神の働きに反対するために立ち上がる民族は地上から一掃され、消滅する」（「神は全人類の運命を支配する」『言葉は肉において現れる』）

「しかし、古い世界が存続する間、わたしは国々の上に怒りを投げつけ、わたしの行政命令を全宇宙に公布し、違反する者には刑罰を下す。

わたしが全宇宙に向かって話すと、人間はみなわたしの声を聞き、そこで、わたしが全宇宙で行なってきた業を見る。わたしの心に逆らう者、つまり、人間の行いでわたしに敵対する者は、わたしの刑罰を受けて倒れる。……全宇宙の多くの国々は新たに区切られ、わたしの国に置き換わる。それにより、地上の国々は永遠に消え去り、すべてがわたしを崇める一つの国になる。地上のすべての国々は破壊され、存在しなくなる。全宇宙の人間のうち、悪魔に属する者はみな、滅ぼし尽くされる。サタンを礼拝する者はみな、わたしの燃える炎に倒れる――つまり、今、流れの中にいる者以外は、灰になるのだ。わたしが多くの民を罰するとき、宗教界にいる者は、わたしの業に征服され、程度の差はあれ、わたしの国に戻る。彼らは聖なる方が白い雲の上に乗って降臨するのを見たからである。人間はみな、種類に従い、それぞれの行いに応じて刑罰を受ける。わたしに敵対した者たちは、みな滅びる。地上での行いがわたしと関わりのなかった人たち、その人たちは、自分たちの行いによって、地上にわたしの子らとわが民の支配下で存在を続ける。わたしは無数の人々と無数の国々にわたしを現し、わたしは自ら声を発して地上にわたしの大いなる働きの完了を告げ、全人類が自分たちの目でそれを見られるようにする」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十六章」）

「世界は崩壊しつつある。バビロンは麻痺している。あぁ、宗教界よ。どうしてこれが、わたしの地上の権威により破壊されないことがあろう。誰がまだわたしに逆らい、敵対しようとするのか。律法学者たちか。すべての宗教関係者か。地上の支配者や権力者か。天使たちか。誰がわたしのからだの完全さと豊かさをたたえないだろう。すべての民の中で、誰がわたしの讃えをやむことなく歌わず、誰がいつでも幸福でないのか。……どうして地上の国々が滅びないことがあろう。どうして地上の国々が倒れないことがあろう。どうしてわが民が歓声を上げないことがあろう。どうして喜びに歌わないことがあろう」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十二章」）

全能神の言葉の一つひとつが真理であり、権威と力を兼ね備えています。そして神の義、威厳、怒り、そして傷つけられることのない性情を完全に示しています。神に反抗し、神の御業を邪魔する者は間違いなく神から罰と報復を受けるでしょう。律法の時代、ソドムの民は公然と神を否定し、反抗していました。彼らは神の性情を激怒させ、神によって一人残らず滅ぼされました。恵みの時代には、ユダヤ教の祭司長、律法学者、パリサイ人たちが公然と神に反抗し、主イエスを非難していました。ローマ政府と手を組んで、主イエスを十字架に磔にし、神の性情を挑発する重大な罪を犯したのです。ユダヤの国全域は、これまでにないほど破壊されました。終わりの日には、宗教界の指導者たちは全能神をでたらめに裁き、反抗し、非難しています。しかも中国共産党の悪魔と手を組み、共謀して神の国の福音を広める兄弟姉妹を弾圧し、逮捕させて迫害しているのです。彼らは聖霊を冒涜し、再び神を十字架に磔にするという凶悪な罪を犯しました。彼らの邪悪な振る舞いはソドムの民のそれよりもさらに悪く、ユダヤのパリサイ人たちのそれとは比べものにならないくらいはるかに悪いです。彼らこそ、終わりの日に神の御業によって暴かれた反キリストです。彼らは歴史上最も激しく神に反抗した邪悪な宗教勢力です！　宗教界は何から何まですべて神に反抗する邪悪な力で構成されている、反キリストの悪魔の巣なのです。キリストの国に対抗しようとする、堅固な砦です。神に対してとことん反抗し、神の敵だと公言したサタンの陣営です。神の義なる性情を傷つけることはできません！　同様に、神の神聖さも汚すこともできません。終わりの日の神の御業は、新しい時代の始まりと古い時代の終わりです。反キリストの悪魔によって操られている宗教界と邪悪な世界は終わりの日の神の災いによってもうすぐ滅ぼされるでしょう。神の義なる罰がすでにやってきたのです！　これは全能神が言われている通り、「世界は崩壊しつつある。バビロンは麻痺している。あぁ、宗教界よ。どうしてこれが、わたしの地上の権威により破壊されないことがあろう」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第二十二章」）

映画『滅びゆく都』より引用


XVII. 真理の道が迫害を受ける理由についての質問と答え


質問 4：中共の政権下では真の道を受け入れると逮捕され迫害を受け死刑になることもあります。中共はなぜ全能神の働きを恐れるのでしょう？

回答：全能神教会を徹底的に弾圧しようと共産党政府は全国を駈けずり回り、キリストを追跡し、神様の選民を迫害していますから、中国で真の神様を信じ本分を尽くすことは本当に危険ですが、宗教の人や未信者は私達が迫害され非難されてもまだ全能神を信じる理由が理解できないのです。それは全能神が真の神であり、贖い主の再臨で全能神だけがサタンの悪影響から私達を救い罪から解放し素晴らしい終着点へ導いてくださるからです。終わりの日に全能神を信じるか否かで運命が決まります。聖書に「全世界は悪しき者の配下にある」とあります。世界はサタンの支配下であるという意味で全人類はサタンの支配下で堕落しきっており、人間性のかけらもありません。終わりの日に全能神が現われ、サタンの影響で堕落した人類を救い神様の元へ戻し、これで私たちは真の生き方をして素晴らしい終着点へ行けるのです。全能神を信じるしかないのです。中共が全能神を憎み全能神教会を弾圧し迫害する理由ですがなぜでしょう？　ご存知のように中共は全能神教会を非難し罪をなすりつけ評判を落とそうとし神様の選民を逮捕して迫害し、無神論国家として中国人民を永遠に支配するため闇の政権を維持したいのです。権力をほしいままにするためです。結局全国民を地獄に投げ込むのです。中共は最も真理を憎む神様を憎む悪魔的な政権で、世界で全能神だけが真理を示し終わりの日の裁きの働きと清めと救いをしていることを知っています。ネットでも全能神の言葉は広まっているので、誰にでも学べます。中共は全能神の言葉が広く知れ渡ることを恐れています。真理と正義を愛する人が全能神に目を向ければ真理を憎み神様に逆らう中共の悪の本性がさらけ出され人類全てに拒絶されて打ちのめされ踏みつけられて永久に腐った臭いを発しますから、二度と中国に姿を現し人々を堕落させ傷つけることができなくなります。だから全能神が示した真理を憎み、全能神教会を憎み人が真の道を受け入れ全能神に従おうとするのを妨害するのです。サタンの計略に気づかず、中共のうそに引っかかり束縛され操られたままでは救いようのない愚か者です。

映画『勝利の凱歌』より引用


質問 5：中共はいつか崩壊するからそれまで待てば苦労することもないと思っていた。でも中共の悪行は私達を地獄へ落とすことなのね。もし中共が崩壊してから全能神を信仰しても終わりの日の神様の救いを受け神の国に入ることができるのですか？　それとも救われないのでしょうか？

回答：神様を信じ真理を求め正しい道を歩んでいるからこそ、中国共産党の迫害と弾圧を受けています。これは意義あることなのです！　神様は中共の悪魔政権を用いて勝利者を完全にし真理を愛さないにせ信者を曝露して取り除きます。真の勝利者は中共の独裁政権のもとで生きながら、神様の言葉を真の信仰を持って経験し残酷な迫害と弾圧を受けることで、悪魔サタンの正体がはっきり見えるので、サタンを憎み見捨て神様に目を向け救われて完全にされるのです！　勝利者は神様に反抗し神様の選民を迫害する悪魔中共の政権下という特別な環境で作られますが、それこそが真の勝利者になるのです。中共の迫害や厳しい環境の中でも本当に神様を求める者は神様に従い本分を尽くし真理のためなら危険を冒し信仰が更に深まります！　彼らは中共が正義を襲い悪を支え無法で外道で反抗的な存在であると知り、人類を堕落させ踏みにじりむさぼる悪魔であると悟り中共をさらに拒絶し、真剣に神様に目を向ける。悪の中共政権との対照によって神様の義と聖さ美しさと善がわかります。神様は人類を愛し救ってくださるのです。信徒たちは、神様への信仰と愛が強まり心も神様に近づくこの勝利者達は悪の中共の闇の支配を生き抜き証しをしています。彼らは大患難の中で神様に造られキリストの「苦難と御国と忍耐」に属する者達でキリストの真の証人であり、ヨハネの黙示録に記されている144,000名の勝利者であり、神様の御国に招かれ永遠の命を授かる者達なのです。だから中共から迫害されることには大変な意味があるのです！　主イエスも言われています。「義のために迫害されてきた人たちは、さいわいである、天国は彼らのものである。わたしのために人々があなたがたをののしり、また迫害し、あなたがたに対し偽って様々の悪口を言う時には、あなたがたは、さいわいである」（マタイによる福音書 5:10-11）。全能神はどう言われているのか。「あなたがたはみな、この言葉を覚えているだろう。『なぜなら、このしばらくの軽い患難は働いて、永遠の重い栄光を、あふれるばかりにわたしたちに得させるからである』。あなたがたはみな、この言葉を以前耳にはしたが、その本当の意味は誰も理解していなかった。今日、あなたがたはこの言葉の真の意義を深く認識している。この言葉は、神によって終わりの日に実現され、また、赤い大きな竜がとぐろを巻く地で、その竜から熾烈な迫害を受けている人たちにおいて成就する。赤い大きな竜は神を迫害し、神の敵であるから、この地において、神を信じる者は辱めと迫害を受け、またその結果として、神の言葉があなたがた、つまりこの人々の集団において成就する」（「人が想像するほど神の働きは簡単なものか」『言葉は肉において現れる』）。今は神様が勝利者を完全にできる最高の時で中共が崩壊した時勝利者達は大衆の中から立ち上がり、神様の勝利を証しします。神様の証しが最高潮に達すると神様の国は地上に実現します。その時には神様の人類の救いは完了し救われ完全にされる者はもう決まっているのです。その時まで待っていたら勝利者にされる機会を逃してしまい証しをすることもなく神の国にも入れません。生き残っても単なる「効力者」とみなされ天国には入れません。

神様は全能ですから、神様の知恵はサタンの策略に基づいて働き、終わりの日の全能神の働きは敵対的な力では阻止できない。全能神は終わりの日の働きを開始されたので、宗教界や悪魔の中共の反抗や非難を受けていますが、神の御国の福音は中国全土に広がり続け前例のない広がりを見せ国中に何万という教会が建ち全能神の御名のもとに何百万もの人々が集い、全能神は神と心を一つにした者の一団を造られました。全能神教会の福音サイトは世界諸国や地域で読まれ、ますます多くの人が全能神の言葉を受け入れ伝えています。神の御国の福音が広がっているのは神様の全能性と知恵の証拠です!

全能神は言われます。「今日、神は働きを行うために世界に戻ってきた。神が最初に留まった所は、独裁的支配者たちの大いなる集り、すなわち無神論の頑強な砦、中国である。神はその知恵と力によって一群の人々を獲得した。この間に、神は中国共産党にあらゆる手段をもって追跡され、塗炭の苦しみにさらされ、枕する場所もなく、避難場所を見つけることもできなかった。それにも関わらず、神は意図した働きを続行している。つまり神は声を発し、福音を広める。誰も神の全能性を推し量ることはできない。神を敵と見なす国、中国で、神は決してその働きをやめてはいない。それどころか、ますます多くの人々が神の働きと言葉を受け入れている。神は人類の一人一人を救うためにできる限りのことをしているからである。わたしたちは、いかなる国家も勢力も神が果たそうと願うものの前に立ちはだかることはできないと信じている。神の働きを妨害し、神の言葉に抵抗し、神の計画をかき乱し阻害する者たちは最終的には神に罰せられる」（「神は全人類の運命を支配する」『言葉は肉において現れる』）

「神の国は人間たちの間で拡大している。神の国は人間たちのただ中で形作られている。神の国は人間たちのただ中で建て上げられている。わたしの国を滅ぼすことのできる勢力はない。……わたしは今、わが民の間を歩き回り、わが民の中で生きている。今日、わたしに本物の愛を抱いている者たちは幸いである。わたしに服従する者は幸いである。その人たちは必ずや、わたしの国にとどまるであろう。わたしを知る者は幸いである。その人たちは、必ずや、わたしの国で権力を振るうであろう。わたしを追い求める者は幸いである。その人たちは必ずやサタンの束縛から逃れ、わたしの中にある祝福を享受するであろう。自らを捨てることのできる者は幸いである。その人たちは、必ずやわたしのものとなり、わたしの国の富を相続するであろう。わたしのために走り回る者を、わたしは記憶し、わたしのために尽くす人を、わたしは喜んで抱こう。わたしに捧げ物をする人に、わたしは喜びとなるものを与えよう。わたしの言葉に喜びを見出す者を、わたしは祝福する。その人たちは必ずや、わたしの国の棟木を支える柱となるであろう。その人たちは、必ずやわたしの家で何ものにも及ばない豊かさを得、彼らに並ぶものは一人もいない。あなたがたは、自分に与えられた祝福を受け入れたことがあるか。あなたがたは、あなたがたのために結ばれた約束を求めたことがあるか。あなたがたは、必ずや、わたしの光の導きの下、闇の力の抑圧を打ち破るだろう。あなたがたは、闇のただ中にあっても、あなたがたを導く光を絶対に見失いはしないだろう。あなたがたは、必ずや、すべての被造物の主人となる。あなたがたは、必ずや、サタンの前で勝利する。あなたがたは、必ずや、赤い大きな竜の国が滅びるとき、無数の大衆の中で立ち上がり、わたしの勝利を証しするであろう。あなたがたは、必ずや、秦の国にあって、決意を固くし、揺らぐことがないだろう。あなたがたの耐え忍ぶ苦しみによって、あなたがたはわたしからの祝福を相続する。そして、必ずや、全宇宙にわたしの栄光を輝かせるだろう」（『言葉は肉において現れる』第二部「全宇宙への神の言葉」「第十九章」）

映画『勝利の凱歌』より引用
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YouTube: hitps:/I.kingdomsalvation.org/jp/video
Facebook: https://l.kingdomsalvation.org/jp/facebook

Email: contact.jp@kingdomsalvation.org
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